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校　

歌

作
詞　

前
田　

夕
暮

作
曲　

山
田　

耕
筰

編
曲　

脇　
　

則
之

　

都
の
空
は
明
け
た
り
、
今

　

希
望
は
燃
ゆ
る
若
き
わ
れ
ら

　

都
立
第
三
商
業
、
こ
こ
に
拠
る
や

　

日
本
の
富
を
担
ふ
わ
れ
ら

　

富
岳
の
雪
を
望
む
窓
辺

　

理
想
は
高
し
、
若
き
わ
れ
ら

　

都
立
第
三
商
業
、
こ
こ
に
居
る
や

　

都
の
栄
え
を
築
く
わ
れ
ら

　

東
都
の
海
の
門
に
あ
り
て

　

心
は
濶
し
、
若
き
わ
れ
ら

　

都
立
第
三
商
業
、
こ
こ
に
立
つ
や

　

江
戸
の
誇
り
を
継
げ
る
わ
れ
ら

応
援
歌

作
詞　

多
田　
　

宏

作
曲　

池
内
友
次
郎

編
曲　

青
山　

政
憲

見
よ
、
三
商
の
旗
じ
る
し

　

Ｔ
・
Ｃ
・
Ｓ 

の
行
く
と
こ
ろ

旭
日
洗
ふ
波
が
し
ら

　

こ
こ
ろ
に
刻
む
若
人
の

勝
算
す
で
に
吾
に
あ
り

　

頑
張
れ
三
商
、
頑
張
れ
三
商

（ふ
れ
っ
・
ふ
れ
っ
・
振
れ
ー
）

聞
け
、
三
商
の
底
ぢ
か
ら

　

Ｔ
・
Ｃ
・
Ｓ 

の
は
た
風
は

歴
史
が
語
る
そ
の
誉
れ

　

受
け
継
ぎ
来
た
る
若
人
の

命
の
誇
り
吾
に
あ
り

　

頑
張
れ
三
商
、
頑
張
れ
三
商

（ふ
れ
っ
・
ふ
れ
っ
・
振
れ
―
）

見
よ
、
三
商
の
鉄
の
陣

　

Ｔ
・
Ｃ
・
Ｓ 
の
旗
の
下

正
義
に
結
ぶ
和
の
こ
こ
ろ

　

明
る
く
強
き
若
人
の

凱
歌
は
す
で
に
吾
に
あ
り

　

頑
張
れ
三
商
、
頑
張
れ
三
商

（ふ
れ
っ
・
ふ
れ
っ
・
振
れ
―
）

三商同窓会報 第58号 CONTENTS
　校歌・応援歌
　目次
―ごあいさつ―
　同窓会会長　　　　　　　　　　三浦康二
　都立三商学校長　　　　　　　　中山博之
―入学式・校歌祭報告―
―同期会・有志の会報告―
　24 期　　　　　　　　　 　　 　富川一男
　　　　　　　　　　　中山校長先生の挨拶　　　　　　　　　　　 　
　31 期　　　　　　　     　　   　 西邨昭一
　24 期 3 年 2 組ミニミニ会　　　 横田豊一
　26 期　　　　　　　　　　　　  古田勝一
　22 期パッション会　　　　　　  斎藤　稔
　24 期　　　　　　　　　　　　  清瀬通男

　26 期サンパチ会　　　　　　  岡山紘一郎
　25 期 　　　　　　　　　　　 　神澤和男
　35 期　　　　　　　　　　　 　 高桑孝一
　富士銀行三商ＯＢ会　　　　　　本村博信　　　　　　　　 
　珠算部ＯＢ会（三珠会）　　　　   西邨昭一
―同窓会活動・会計資料―
　30 年活動記録
　30 年度会計報告
　令和元年度事業計画案　　　
　令和元年度収支予算
―皆さんのエッセイ―
　バレーボールとともに　　  23 期市川忠義
　来て　みて　聴いて　　　  29 期土方敏之
　映画狂の君を想う　　　　  27 期江角喜一

　昭和は遠くになりにけり　  21 期細田　武
　「佐倉義民伝」＊＊涙、涙　22 期荻野弘康
　都内を走ったトロリーバス  21 期高野　昇
　７０歳からのボランティア  26 期深瀬剛男
　私の都立三商時代の思い出  16 期高野　清
―母校の今―
　三商近況　　　　 三商教諭 70 期木藤則行
　三商の部活動（2019 学校案内より）
　各年度進路先一覧（平成 21 ～ 30 年度）
　卒業生の推移
東京三商会について　　　　　　　杉本光男
投稿のお願い
編集後記
広告のページ

０１
０１
０２

０３
０４
０５
０５
０６
０７
０８

０８
０９
０９
１０
１１

１２
１４
１５
１６

１７
２３
２３

２４
２５
２６
２８
３０

３６
３７
３８
３９
４０
４０
４０
41～



三 商 同 窓 会 報 №58

1

ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
会
長

第
31
期　

三
浦
康
二

　
　
　
　
　
　
　

 

都
立
第
三
商
業

学
校
長　

中
山
博
之

　
「
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
（
よ
）
く
風
和
（
や
わ
ら
）

ぎ
、梅
は
鏡
前
（
き
ょ
う
ぜ
ん
）
の
粉
（
こ
）
を
披
（
ひ
ら
）

き
、蘭
は
珮
後
（
は
い
ご
）
の
香
（
こ
う
）
に
薫
（
か
お
）
る
。」

　

す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
万
葉
集
、
巻
五
、
梅
花
の
歌
、

序
文
で
す
。口
語
訳
す
る
と
、「
お
め
で
た
い
正
月
の
良
い
時
、

天
気
も
良
く
、
風
も
柔
ら
か
く
吹
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
梅

の
花
は
鏡
の
前
に
あ
る
白
粉
の
よ
う
に
白
く
咲
き
、
そ
の
香

り
は
ま
る
で
匂
い
袋
の
よ
う
だ
。」

　

新
元
号
と
な
っ
た
「
令
和
」、
す
ん
な
り
と
全
国
に
浸
透

し
ま
し
た
。「
令
」に
は
、令
月
が
何
事
を
す
る
に
も
良
い
月
、

め
で
た
い
月
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
良
い
、
め
で
た
い
」
の

意
、「
和
」
は
、
お
互
い
に
相
手
を
大
切
に
し
、
協
力
し
合

う
関
係
の
意
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、「
令
和
」
に
は
、
人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
い
、
新
し
い
文
化
、
新
し
い
時
代
を

切
り
開
い
て
い
く
と
い
う
思
い
や
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
の
三
つ
の
時
代
を
経
験
し
ま
す
が
、

「
昭
和
は
遠
く
に
な
り
に
け
り
」
の
心
境
で
す
。

　

さ
て
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
及
び
公
益
財
団
法
人
「
東
京
三

「
令
和
」
を
迎
え
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

商
会
」
の
皆
様
に
は
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
、ご
協
力
、

ご
支
援
を
賜
わ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
１

日
付
で
着
任
し
、５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
、

平
成
27
年
度
に
「
言
語
能
力
向
上
拠
点
校
」、
平
成
28
年
度

に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
重
点
校
」

及
び
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
校
」、
平
成
29
年

度
に
「
祝　

東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校　

創
立
90
周
年

記
念
」
及
び
「
地
域
連
携
推
進
モ
デ
ル
校
」、
平
成
30
年
度

は
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
横
版
）」、今
年
度
（
令

和
元
年
度
）
は
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
縦
版
）」

及
び
「
地
域
連
携
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
校
」
の
懸
垂
幕
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
三
商
会
の

給
付
型
奨
学
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
さ
に
本
校
生
徒
を
物

心
両
面
で
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
保
護
者
・
教
職
員
一

同
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
取
組
み
で
す
が
、

生
徒
の
体
力
向
上
や
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と
し

て
、（
公
財
）
江
東
区
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
派
遣
の
栄

養
士
か
ら
、
運
動
部
活
動
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
、
顧
問
を

対
象
に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
基
礎
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
期
に
お
け
る
栄
養
補
給
）、
日
常
生
活
に
お
け

る
食
事
、
熱
中
症
の
予
防
対
策
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

「
地
域
連
携
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
校
」
と
し
て
の
取
組
み
は
、
幅

広
い
地
域
住
民
や
企
業
・
団
体
等
の
参
画
に
よ
り
、
地
域
学

校
協
働
活
動
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
生
徒
の

社
会
的
自
立
に
必
要
な
力
を
育
む
教
育
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、「
地
域
に
根
差
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

地
域
を
支
え
地
域
に
貢
献
す
る
学
校
」
と
な
っ
て
“
地
域

と
の
連
携
・
協
働
”
を
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
学
校

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
の
商
業
高
校
改
革
に
よ
り
、
平
成
30

同
窓
会
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
達
同
窓
会
の
活
動
も
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
英
語
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言
葉

の
語
源
は
「
自
ら
意
志
を
も
つ
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語

で
あ
る
。
①
自
分
の
意
志
で
行
う
こ
と
。
②
世
の
中
の
人
に

役
立
つ
こ
と
③
そ
れ
で
お
金
を
も
う
け
な
い
こ
と（
無
償
性
）

と
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

学
校
教
育
の
場
で
も
人
に
尽
く
す
心
を
学
ば
な
か
っ
た
ら
何

も
学
ん
だ
事
に
は
な
ら
な
い
。
最
近
で
は
「
高
校
時
代
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
か
ど
う
か
」
を
大
学
入
試
や
就
職

試
験
の
際
に
尋
ね
る
場
合
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
学
校

で
も
好
き
勝
手
な
こ
と
を
す
る
世
代
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
自
然
と
「
人
に
尽
く
す
心
が
身
に
つ
く
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
と
自
然
に
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
に
な

る
」「
何
か
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
傲
慢
さ
で
は
な
く
「
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
謙
虚
さ
が
行
動
し
て
い
る
人

に
は
あ
る
。そ
う
で
な
い
と
、そ
の
行
動
は
続
か
な
い
で
し
ょ

う
。

又
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
内
面
の
強
い
人
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
。 

ひ
ま
な
人
が
す
る
の
で
も
な
く
、
お
人
好
し
が
す
る

も
の
で
も
な
い
。
あ
る
学
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推

進
し
た
結
果
、
い
じ
め
が
少
な
く
な
っ
た
、
な
く
な
っ
た
と

い
う
例
も
あ
る
そ
う
で
す
。

私
達
の
同
窓
会
も
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
基
に

す
べ
か
ら
く
母
校
の
た
め
に
、
又
在
校
生
の
た
め
に
、
部

活
動
の
発
展
の
た
め
に
、
就
職
活
動
の
た
め
に
、
そ
し
て

２
万
６
千
名
に
及
ぶ
わ
た
し
た
ち
同
窓
生
の
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
、
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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年
度
か
ら
「
商
業
科
」
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
に
学
科
名
を
変

更
し
ま
し
た
。
１
年
次
に
「
東
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
」、
２
年
次

に
東
京
都
学
校
設
定
科
目
「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
」
を
学
習

し
、
３
年
次
の
「
課
題
研
究
」
に
繋
げ
ま
す
。
商
業
の
学
習

と
し
て
、
簿
記
や
情
報
処
理
等
の
資
格
取
得
の
み
に
偏
ら

ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
、
動
か
し
、
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
力
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
学
校
の
み
の
学
習
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業

や
大
学
等
と
連
携
し
て
、
実
地
で
学
ぶ
商
業
教
育
を
行
い
ま

す
。昨
年
度
の
１
年
生
は
、ア
パ
レ
ル
業
界
を
代
表
す
る（
株
）

オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
と
連
携
し
、「
高
校
生
が
考
え
る
新
た
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
考

え
、発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
１
年
生
は
引
き
続
き
（
株
）

オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
と
の
連
携
授
業
及
び
運
送
業
界
と
の
連
携

に
よ
る
物
流
に
つ
い
て
の
最
新
の
講
義
、
２
年
生
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
」
に
て
（
株
）
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
と
連

携
し
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
据
え
た
「
修
学
旅
行
」
企
画
を
考
え
、
来
年
度
に
全
国

販
売
を
実
現
し
ま
す
。

最
後
に
、
創
立
90
周
年
記
念
式
典
を
創
立

100
周
年
へ
の
輝
か

し
い
通
過
点
と
し
、
本
校
教
職
員
一
同
、
さ
ら
に
気
を
引
き

締
め
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
く
学
校
『
Ｓ
Ｕ
Ｎ
商
』」

の
実
現
に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
、「
令
和
」
最
初
の

寄
稿
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

  

同
窓
会
会
長　

第
31
期　

三
浦
康
二

平
成
31
年
度
入
学
式

本
年
平
成
31
年
４
月
９
日 

に
第
89
期
生
と
な
る
新
入
生
の

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
６
ク
ラ
ス 

210
名
の
新
入
生

が
９
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
て
新
た
な
る
夢
と
希
望
に
燃

え
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
実
践

す
る
都
立
三
商
生
と
し
て
の
素
晴
ら
し
い
出
発
の
日
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
１
年
生
で
東
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
び
、
２
年
生
で

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
学
び
、
３
年
で
課
題
研
究
を
学
び
、

３
年
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
学
ん
だ
基
礎
や
専
門
知
識
、
技
能

を
活
か
し
て
就
職
、
又
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
専
門
的
技
能

土
台
と
し
て
、更
に
専
門
性
を
磨
き
学
び
を
深
め
る
た
め
に
、

進
学
の
道
を
進
む
、
未
来
の
明
る
い
3
年
間
と
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
26
回
「
東
京
校
歌
祭
」

　

毎
年
、
同
窓
会
を
あ
げ

て
参
加
し
て
い
る
、
東
京

校
歌
祭
が
平
成
30
年
度
11

月
3
日
に
行
わ
れ
、
60

名
を
超
え
る
人
数
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
三
商
の
教
諭

お
二
人
と
現
役
生
５
名
が

参
加
し
て
く
れ
、
特
に
毎

回
ピ
ア
ノ
伴
奏
素
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
、
音
楽
教
諭
の
須

藤
先
生
の
お
蔭
で
、
全
員
の
音
が
合
わ
せ
や
す
く
、
素
晴
ら

し
い
合
唱
が
披
露
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
第
27
回
は
、
10
月
27
日
（
日
）
に
杉
並
公
会
堂

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
案
内
を
会
報
と
共
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
年
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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第
24
期　

富
川
一
男

　

一
昨
年
10
月
19
日
に
「
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
24

期
同
期
会
を
開
催
し
て
か
ら
二
年
、
平
成
30
年
11
月
14
日
、

第
17
回
に
な
る
「
祝
傘
寿
・
最
後
の
同
期
会
」
が
前
回
と
同

じ
、
上
野
・
東
天
紅
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
開
催
後
、
次
回
を
開
催
す
る
か
否
か
、
30
年
６
月
に

各
ク
ラ
ス
幹
事
で
協
議
の
結
果
、
80
歳
に
な
る
こ
と
も
あ
り

「
最
後
の
」
同
期
会
を
開
く
こ
と
と
し
、
世
話
役
は
富
川
一

男
が
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
席
者
は
65
名
と
前
回
よ
り
や
や
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
二
年
の
時
の
流
れ
を
考
え
れ
ば
、
仕
方
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
回
、
最
後
の
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
母
校
の

現
在
の
学
校
長
・
中
山
博
之
先
生
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
上
野
・
東
天
紅
六
階
「
ソ
ー
ル
の
間
」
は
明
る
く
、

眼
下
に
不
忍
池
、
目
を
上
げ
る
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
望
め
る

室
で
、
今
回
の
設
営
に
当
た
っ
て
も
２
組
Ｔ
さ
ん
に
ご
尽
力

頂
き
ま
し
た
。

　

11
時
半
開
場
、
母
校
の
校
歌
・
応
援
歌
が
流
れ
る
中
で
出

席
者
が
三
々
五
々
入
場
、
ク
ラ
ス
毎
に
分
け
ら
れ
た
丸
テ
ー

ブ
ル
に
着
席
、
懇
談
が
始
ま
り
ま
す
。

　

正
午
に
開
会
、
世
話
役
の
富
川
か
ら
、
今
回
の
会
を
開
く

に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
、
次
い
で
長
年
に
わ
た
っ
て
同
期
会

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
福
原
伸
之
さ
ん
、
故
藤
田
宏
司

さ
ん
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
と
し
て
両
氏
に
対
し
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
最
近
出
版
さ
れ
た
内
館
牧
子

さ
ん
の
「
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
」
の
冒
頭
に
、
都
立
商
業
高

校
の
「
八
十
歳
大
台
間
近
の
同
期
会
」
の
シ
ー
ン
が
描
か
れ

て
お
り
、
今
回
の
我
々
の
会
を
見
て
い
る
よ
う
だ
―
―
―
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
札
幌
か
ら
上
京
の
２
組
鈴
木
富
夫
さ
ん
の
発
声

で
乾
盃
、
宴
に
入
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
中
山
先
生
が
登
壇
さ
れ
、
西
郷
さ
ん
が

流
さ
れ
た
奄
美
大
島
出
身
で
あ
る
と
、
方
言
を
混
じ
え
な
が

ら
自
己
紹
介
を
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
、
母
校
は
平
成
30
年
１
月
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
。

　

二
、
草
創
期
は
「
リ
ト
ル
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
た
れ
」
の
方

　
　
　

針
の
基
、
英
語
テ
キ
ス
ト
の
使
用
。

　
　
　
「
論
語
」の
勉
強
、大
陸
へ
の
旅
行
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　

戦
中
に
は
造
船
工
業
科
が
併
設
さ
れ
た
時
も
あ
っ
た
。

　

三
、
戦
後
、
昭
和
24
年
に
女
子
生
徒
四
名
が
入
学
。

　
　
　

41
年
に
男
女
比
が
逆
転
し
、
現
在
は
女
子
七
：
男
子

　
　
　

三
の
割
合
で
あ
る
。

　

四
、
現
在
の
進
路
は
、
進
学
、
就
職
半
々
で
、
就
職
率
は

　
　
　

100
％
で
あ
る
。

　

五
、
創
立

100
周
年
に
向
け
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

　
　
　
「
先
輩
方
が
百
寿
に
向
か
っ
て
ご
健
勝
を
お
祈
り
す

　
　
　

る
」
と
結
ば
れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
懇
談
が
続
い
た
が
、
２

時
に
校
歌
・
応
援
歌
を
全
員
で
明
る
く
元
気
に
歌
っ
た
後
、

富
川
か
ら
「
脳
を
鍛
え
る
に
は
運
動
が
最
適
」
と
の
説
を
紹

介
し
、
お
迎
え
が
来
る
ま
で
心
身
と
も
元
気
で
暮
ら
そ
う
と

挨
拶
し
て
、
名
残
惜
し
い
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
ま
で
の
余
剰
金
を
活
用
し
、
前
回
に
無
肥
料
、

無
農
栽
培
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
た
六
組
清
水
精
二
さ
ん

経
営
「
精
華
堂
」
の
自
然
栽
培
米
を
原
料
と
す
る
「
あ
ら
れ
」

を
お
土
産
と
し
ま
し
た
。

　

一
応
今
回
17
回
を
も
っ
て
24
期
同
期
会
は
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
席
上
、
趣
味
同
好
会
の
よ
う
な
形
で
続

け
て
は
ど
う
か
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
有
志
の

方
々
で
何
ら
か
の
や
り
方
で
縁
を
つ
な
げ
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

以
上
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四
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同
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中
山
校
長
先
生
の
ご
挨
拶

　

三
商
の
大
先
輩
方
、
こ
ん
に
ち
は
。

東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校　

校
長
の　

中
山
博
之
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、「
祝
傘
寿　

最
後
の
同
期
会
」に
お
招
き
い
た
だ
き
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
商
の
校
長
と
し
て
初
め
て
の
同
期
会
へ
の
参
加
で
す
。
こ

ち
ら
か
ら
拝
見
し
ま
す
と
、
皆
さ
ん
本
当
に
お
元
気
な
様
子

で
あ
り
、「
人
生

100
年
時
代
」
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
記

念
す
べ
き
同
期
会
へ
の
お
招
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

昨
年
度
ま
で
同
窓
会
副
会
長
で
あ
り
ま
し
た
、
尾
坂
富
美
子

さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
世
話
役
の
富
川
一
男
さ
ん
か
ら
は
、
丁
寧
な
お
手
紙

を
２
度
も
頂
戴
し
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
商
卒

業
後
、
80
歳
に
な
る
ま
で
、
隔
年
で
同
期
会
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

初
め
て
お
目
に
か
か
る
方
々
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
34
年
11
月

２
日
生
ま
れ
の
59
歳
、あ
と
１
年
で
定
年
退
職
に
な
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
先
輩
方
が
三
商
を
卒
業
し
た
当
時
に
は
、
私

は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
身
は
鹿
児
島
県
、

奄
美
大
島
で
す
。
ち
ょ
う
ど
今
年
は
日
本
が
近
代
国
家
へ
と

始
動
し
た
明
治
維
新
か
ら

150
年
、
と
い
う
こ
と
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
せ
ご
ど
ん
」
を
放
映
し
て
い
ま
す
。
西
郷
隆
盛

は
２
度
・
３
度
、
島
流
し
に
な
り
ま
し
た
が
、
奄
美
大
島
に

流
さ
れ
、
愛
か
な
と
住
ん
で
い
た
家
が
今
で
も
観
光
名
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
司
馬
遼
太
郎
が
、「
桜
島
を
背

に
日
本
を
見
渡
す
と
、
将
来
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。」
を
つ
い
つ
い
考
え
る
、
と
本
に

記
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
習
っ
て
、
私
も
学
生
時
代
に

郷
里
に
帰
省
す
る
度
に
桜
島
を
背
に
し
て
自
分
の
将
来
、
日

本
の
将
来
を
考
え
た
も
の
で
し
た
。

さ
て
、
先
輩
方
が
三
商
に
入
学
し
た
昭
和
29
年
度
は
、
第
２

代
今
村
直
人
校
長
か
ら
第
３
代
伊
澤
信
治
校
長
に
変
わ
っ
た

時
期
で
す
。
私
で
本
校
第
20
代
校
長
と
な
り
ま
す
が
、
並
行

し
て
、
全
国
商
業
高
等
学
校
長
協
会
・
公
益
財
団
法
人
全
国

商
業
高
等
学
校
協
会　

第
28
代
理
事
長
も
拝
命
し
て
い
ま

す
。
先
輩
方
も
検
定
取
得
に
頑
張
っ
た
全
商
検
定
を
実
施
し

て
い
る
協
会
で
す
。
全
商
協
会
は
校
長
会
が
昭
和
23
年
５
月

28
日
設
立
、財
団
法
人
が
昭
和
31
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
公
益
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
本
校

の
財
団
が
公
益
法
人
と
な
っ
た
同
時
期
で
す
。
全
商
協
会
の

初
代
理
事
長
は
、
本
校
第
２
代
今
村
直
人
校
長
で
す
。
そ
の

後
、
３
代
理
事
長
は
本
校
第
４
代
石
田
壮
吉
校
長
、
５
代
理

事
長
は
本
校
第
５
代
清
田
栄
一
校
長
、
12
代
理
事
長
は
本
校

第
８
代
笠
井
重
徳
校
長
、
15
代
理
事
長
は
本
校
第
12
代
小
澤

新
一
校
長
、
そ
し
て
、
28
代
理
事
長
が
本
校
第
20
代
校
長
の

私
と
な
り
ま
す
。

昨
年
の
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
開
催
し
た
「
創
立
90
周
年
記

念
式
典　

及
び　

祝
賀
会
」

に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
校
は
、
昭
和
３
年
１
月
31
日
に
東
京
府
立
第

三
商
業
学
校
と
し
て
創
立
し
、
第
１
期
生
は
、
明
治
小
学
校

幼
稚
園
跡
で
授
業
を
開
始
し
、
同
年
８
月
に
数
矢
小
学
校
に

移
転
、
昭
和
５
年
４
月
に
校
舎
第
１
期
工
事
が
完
成
し
て
現

在
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

設
立
時
の
草
創
期
は
、「
リ
ト
ル
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
創
る
」

「
三
商
生
は
小
紳
士
」「
制
服
は
背
広
に
ネ
ク
タ
イ
」「
満
州
・

朝
鮮
・
支
那
方
面
へ
の
商
業
大
視
察
旅
行
を
実
施
」「
修
学

旅
行
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」「
朝
礼
は
毎
日
、
上
級
生
の

指
導
講
和
を
実
施
」「
授
業
は
7
時
間
、
土
曜
日
も
6
時
間

授
業
」「
上
級
生
は
下
級
生
に
英
語
と
漢
文
を
教
え
る
指
導

授
業
を
実
施
」「
修
身
の
教
科
書
に
論
語
を
使
用
」「
英
語
経

済
は
ジ
イ
ド
の
経
済
原
論
の
原
書
を
使
用
」「
英
語
商
事
要

項
の
名
称
で
グ
レ
ビ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ソ
ッ
ド
を
習
得
」「
卒

業
式
後
は
帝
国
ホ
テ
ル
で
祝
賀
晩
餐
会
」
等
々
、
こ
れ
ら
の

フ
レ
ー
ズ
を
聞
い
た
だ
け
で
も
、
壮
大
な
理
想
に
基
づ
く
教

育
活
動
を
実
践
し
て
い
た
設
立
草
創
期
や
興
隆
期
の
様
子
を

過
去
の
記
念
誌
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
10
年
代
は
、
折
し
も
戦
争
へ
向
か
う
時
期
、
国
策
に
よ

り
造
船
工
業
に
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
時
期
は
造
船
工

業
学
校
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
15
年
よ
り
定
時
制
課
程

を
併
設
、
さ
ら
に
、
学
制
改
革
に
よ
り
、
昭
和
23
年
７
月
に

現
在
の
東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
、
戦
前

の
草
創
期
、
興
隆
期
、
そ
し
て
戦
中
期
、
戦
後
の
混
乱
期
を

乗
り
越
え
、
平
成
30
年
１
月
、
め
で
た
く
創
立
90
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
今
後
、
創
立

100
周
年
に
向
け
、
歩
み
始
め
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
商
生
の
男
女
構
成
比
率
で
す
が
、

昭
和
24
年
４
月
、
初
め
て
の
女
子
生
徒
４
名
が
入
学
、
昭
和

25
年
４
月
、
女
子
生
徒
30
名
入
学
（
第
20
期
生
）、
昭
和
41

年
４
月
、
男
子

201
名
、
女
子

262
名
、
計

463
名
と
な
り
、
男
女

比
が
逆
転
し
、
現
在
は
、
女
子
７
割
、
男
子
３
割
の
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
三
商
は
不
況
知
ら
ず
で
あ
り
、
現
在
も
約

千
二
百
社
の
求
人
票
を
頂
い
て
お
り
、
就
職
に
関
し
て
は

100
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
進
学
希
望
者
も

多
く
な
り
、
卒
業
生
の
５
割
が
就
職
、
５
割
が
進
学
と
い
う

状
況
で
す
。
三
商
の
卒
業
生
の
企
業
か
ら
求
人
を
も
ら
い
、

毎
年
１
～
２
名
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会
社
も
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
先
輩
方
の
会
社
で
採
用
を
考
え

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
進
路
指
導

部
に
連
絡
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
本
が
近
代
国
家
へ
と
始
動
し
た
明
治
維
新
か
ら

150
年
、
世
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第
三
十
一
期　

同
期
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　

        

第
31
期　

西
邨
昭
一

　

先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
昭
和
39
年

に
三
商
を
卒
業
致
し
ま
し
た
我
ら
第
31
期
生
は
、
平
成
30
年

9
月
30
日
（
日
）
に
上
野
池
之
端
の
「
東
天
紅
」
に
て
、
2

年
ぶ
り
に
同
期
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
型
の
台
風
24
号
の
接
近
が
報
ぜ
ら
れ
る
中
、
帰

り
の
足
を
気
に
か
け
な
が
ら
の
参
集
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご

来
賓
に
高
木
美
和
子
先
生
（
3
組
担
当
）
を
お
迎
え
し
、
77

名
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
6
年
前
の
9
月
30
日
に
会
場
も
同
じ
「
東
天

紅
」で
開
催
し
ま
し
た
同
期
会
の
日
も
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
。

（
笑
）

　

会
は
12
時
半
に
同
期
会
事
務
局
の
真
下
章
さ
ん
の
司
会
進

行
で
ス
タ
ー
ト
。

初
め
に
同
期
関
係
物
故
者
の
方
々
に
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
猪
野
忠
行
さ
ん
の
「
前
回
の
同
期
会
は
古
希
の
祝
い
の

会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
敢
え
て
名
付
け
る
な
ら
ば
、

同
期
生
の
生
存
を
確
認
す
る
会
で
し
ょ
う
か
！
」
と
の
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
挨
拶
で
開
会
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
来

賓
の
高
木
先
生
よ
り
現
在
の
近
況
の
お
話
を
頂
く
と
と
も

に
、
93
歳
の
先
生
か
ら
「
今
後
も
同
期
会
に
は
出
席
い
た
し

ま
す
か
ら
。」
と
嬉
し
い
お
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
生
徒
会
長
の
高
山
俊
雄
さ
ん
の
挨
拶
、
更
に

現
同
窓
会
長
の
三
浦
康
二
さ
ん
か
ら
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
母

校
90
周
年
記
念
事
業
や
三
商
の
現
状
報
告
が
あ
り
、
い
よ
い

よ
、古
関
欽
司
さ
ん
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
前
の
同
期
会
で
は
各
テ
ー
ブ
ル
に
卒
業
時
の
ク
ラ
ス
ご

と
に
着
席
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
試
み
と
し
て
、
く
じ

引
き
に
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
に
着
席
の
こ
と
と
し
ま
し
た
。
同
期

会
の
出
席
者
は
ご
常
連
と
い
っ
た
方
々
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
馴
染
み
の
な
い
同
期
生
と
の
同
席
に
、
当
初
は
会
話
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、そ
こ
は
同
期
生
同
士
、何
時
し
か
各
テ
ー

ブ
ル
で
は
、「
何
組
の
○
○
で
す
」「
○
○
部
に
い
た
△
△
さ

ん
だ
よ
ね
」「
○
○
君
は
い
ま
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
」な
ど
、

学
生
時
代
の
思
い
出
話
や
近
況
を
語
り
合
う
歓
談
の
輪
が
広

が
り
、
2
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

会
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
、
長
年
に
亘
り
同
期
会
の
開
催

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
事
務
局
の
星
野
忍
さ
ん
並
び
に
辻
村
ソ

ノ
ヱ
さ
ん
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
全
員
で
校
歌
、
応

援
歌
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
、
最
後
に
鷲
巣
恒
治
さ
ん
の
閉

会
の
挨
拶
を
も
っ
て
、今
回
の
同
期
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
二
次
会
も
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
台
風
が
接
近
中
と
の
こ
と
で
、
残
念

な
が
ら
急
遽
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
、
次

回
の
再
開
を
誓
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

第
41
回
ミ
ニ
ミ
ニ
会 

開
催
報
告

　
　
　
　
　
　
　

        

第
24
期　

横
田
豊
一

終
戦
時
、
国
民
学
校
１
年
生
だ
っ
た
私
達
も
、
そ
の
後
逞
し

く
成
長
、
昭
和
・
平
成
を
生
き
抜
い
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
、

い
よ
い
よ
平
成
時
代
の
天
皇
陛
下
が
高
齢
で
ご
退
位
、
上
皇

に
な
ら
れ
、
新
た
に
皇
太
子
殿
下
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
、
皇

太
子
妃
雅
子
様
も
皇
后
に
、
そ
し
て
年
号
は
平
成
か
ら
令
和

へ
と
変
わ
り
、
大
切
な
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

と
同
時
に
昭
和
生
ま
れ
の
私
た
ち
は
本
年
全
員
が
八
十
歳
に

な
る
節
目
の
時
で
も
あ
り
、
都
立
三
商
の
ミ
ニ
ミ
ニ
会
は
、

そ
ん
な
私
た
ち
が
、
年
一
回
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
、
上
野

不
忍
池
を
巡
っ
て
初
夏
の
陽
だ
ま
り
の
中
、
記
念
す
べ
き
５

月
18
日
（
土
）、
上
野
東
天
紅
に
17
名
の
方
々
が
各
地
か
ら

集
ま
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
大
安
で
、
東
天
紅
は
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
、
結
婚

式
姿
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
と
参
列
者
で
一
杯
で
し
た
。 

界
史
的
に
見
る
と
、
産
業
革
命
か
ら

250
年
、
第
一
次
世
界
大

戦
終
結
か
ら

100
年
、
男
性
の
４
人
に
1
人
、
女
性
の
３
人
に

1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
た
年
、
平
成
最
後
の
年

に
「
祝
傘
寿　

最
後
の
同
期
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
事
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
場
に
参
加
し
て
い
る
先
輩
方

一
人
一
人
の
、
卒
寿
、
百
寿
へ
と
益
々
ご
健
勝
を
祈
念
し
ま

し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
長　

中
山
博
之
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第
26
期　

古
田
勝
一

そ
ん
な
中
、
若
い
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
５
階
の
見
晴
ら
し

の
良
い
会
場
に
、元
気
な
初
老
達
が
会
の
定
刻
時
前
に
登
場
、

受
付
で
お
会
い
す
る
皆
さ
ん
顔
色
も
良
く
、
お
元
気
の
ご
様

子
な
に
よ
り
で
し
た
。

ミ
ニ
ミ
ニ
会
は
定
時
に
始
ま
り
、
浅
賀
幹
事
長
の
ご
挨
拶
・

報
告
の
後
、
昨
年
か
ら
ご
参
加
の
７
組
：
清
水
さ
ん
か
ら
無

農
薬
の
製
品
づ
く
り
に
つ
い
て
と
ご
商
売
を
通
じ
て
の
生
き

方
。
品
数
の
多
い
食
事
を
し
、
希
望
を
如
何
に
作
っ
て
い
く

か
、
ま
た
感
性
を
磨
き
他
人
と
お
付
き
合
い
を
す
る
、
感
受

性
を
持
ち
、
規
則
的
な
生
活
を
身
に
つ
け
て
行
く
…
な
ど
毎

日
の
生
活
で
、
身
近
に
為
に
な
る
お
話
が
あ
り
、
た
い
へ
ん

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
出
席
会
員
が
何
時
も
の
メ
ン
バ
ー
の
中
、
今
回
は
ミ
ニ

ミ
ニ
会
に
20
年
ぶ
り
と
云
う
、内
海
良
太
さ
ん
が
見
え
ら
れ
、

浅
賀
さ
ん
か
ら
特
に
ご
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

内
海
さ
ん
と
言
え
ば
、
三
商
時
代
は
柔
道
部
の
部
長
と
し
て

活
躍
、
卒
業
後
も
日
大
に
柔
道
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
く

ら
い
、
柔
道
が
強
か
っ
た
人
で
す
。
同
じ
く
部
員
だ
っ
た
種

村
さ
ん
、
横
田
に
と
っ
て
憧
れ
の
人
で
し
た
。

卒
業
後
、
長
い
間
航
空
関
係
の
仕
事
を
全
う
さ
れ
る
傍
ら
、

俳
句
に
興
味
を
持
た
れ
、
仕
事
の
関
係
で
全
国
を
回
る
中
、

俳
句
に
の
め
り
込
み
、長
い
間
に
句
集
も
「
嵐
」「
万
象
」「
青

嶺
」
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
内
海
さ
ん
が
乾
杯
の
音
頭
を
指
名
さ
れ
、
声
高

ら
か
に
乾
杯
の
後
、
第
一
部
の
懇
親
会
が
に
ぎ
や
か
に
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
暫
く
お
食
事
や
飲
み
物
・
懇
談
が
続
い

た
後
、
皆
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
話
し
て
頂
き
、
高

齢
者
な
ら
で
は
の
健
康
問
題
か
ら
老
後
の
話
な
ど
興
味
し
ん

し
ん
で
、
率
直
な
話
題
に
会
は
終
始
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
寺
元
さ
ん
か
ら
は
嶋
津
さ
き
子
さ
ん
が
昨
年
６
月
６

日
に
急
逝
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
心
不
全
に
よ

る
ご
逝
去
は
誠
に
残
念
で
す
。
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

ま
た
、
石
井
美
津
代
さ
ん
は
70
歳
か
ら
本
格
的
に
絵
を
描
き

始
め
ま
し
た
が
、
10
年
た
ち
、
こ
の
度
東
京
美
術
館
で
開
か

れ
た
東
光
展
に
入
選
さ
れ
、
東
光
展
の
新
会
友
に
推
挙
さ
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
話
は
、
と
て
も
前
向
き
で
八
十
路
を
迎
え
た
と

は
思
え
な
い
元
気
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
自
身

の
身
体
を
考
え
な
が
ら
も
、
そ
の
方
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
を
待
ち
な
が
ら
歩
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

２
Ｆ
で
の
二
次
会
は
２
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
別
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
胸
襟
を
開
い
て
の
お
話
が
始
ま
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
ね
･
･
･
今
回
も
皆
さ
ん
か
ら

と
て
も
身
に
な
る
お
話
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。

会
が
終
わ
っ
て
皆
様
と
不
忍
池
周
辺
で
共
に
お
別
れ
を
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
が
無
事
に
明
る
い
内
に
家
路
に
着
か
れ
た

か
な
ー
と
心
配
し
な
が
ら
、
私
も
無
事
に
家
に
着
き
、
ほ
っ

と
し
た
次
第
で
す
。

さ
て
、
今
回
も
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
で
、
ま
た
来
年
も
ミ
ニ

ミ
ニ
会
を
や
ろ
う
と
の
話
に
な
り
ま
し
た
、
そ
し
て
来
年
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
、
予
約
が
大
変
だ
ろ
う
と
の
予
測
？

か
ら
、
早
く
会
場
を
抑
え
て
と
の
声
あ
り
、
結
果
会
場
は
上

野
東
天
紅
、
そ
し
て
日
程
は
令
和
２
年
５
月
16
日
（
土
）
に

決
定
、
早
速
立
見
さ
ん
を
通
じ
、
予
約
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
来
年
も
こ
の
会
が
皆
様
に
と
っ
て
楽
し
み
の
出
会
い
に

な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
新
た
な
方
が
加
わ
っ
て
、
ま
た
皆
様
の
更
な
る
ご
参

加
を
お
願
い
致
し
ま
す
→
2
0
2
0
年
へ

な
お
、
来
年
へ
の
幹
事
（
お
手
伝
い
）
は
浅
賀
弘
光
さ
ん
、

渡
辺
和
美
さ
ん
、
吉
田
立
子
さ
ん
、
横
田
の
４
名
が
決
ま
り

ま
し
た
。
後
日
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

ふ
さ
わ
し
い
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  『
令
和
の
曙
』

 

中
山
博
之
校
長
先
生
の
御
臨
席
を
賜
っ
て
!!

  

「
生
涯
青
春
で
有
り
続
け
た
い
」
と
の
願
い
か
ら
毎
年
開

催
し
て
参
り
ま
し
た
26
期
同
期
会
も
通
算
30
回
目
を
数
え
る

に
至
り
ま
し
た
。
加
え
て
「
令
和
元
年
」
に
卒
業
60
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
卒
業
30
周
年
の
時
は
「
平
成
元
年
」
で
し
た
の

で
不
思
議
な
想
い
も
感
じ
ま
す
。
さ
て
今
回
の
同
期
会
は
１

組
が
当
番
で
し
た
の
で
、
代
表
幹
事
に
は
、
杉
本
光
男
さ
ん
・

岩
瀬
和
子
さ
ん
・
石
川
武
子
さ
ん
・
山
部
紀
子
さ
ん
・
渡
部

弘
子
さ
ん
・
木
島
篤
治
さ
ん
・
海
老
根
正
栄
さ
ん
は
じ
め
１

組
の
方
々
に
よ
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
８
日
（
土
）「
東
天
紅
」
上
野
店
卒
業
生

472
名
（
物
故
者
82
名
・
住
所
不
明
者
95
名
・
住
所
判
明
者

295

名
）
中
、
今
回
出
席
者
67
名
司
会
は
海
老
根
正
栄
さ
ん
、
当

番
幹
事
挨
拶
は
杉
本
光
男
さ
ん

こ
の
記
念
す
べ
き
同
期
会
、『
全
国
商
業
高
等
学
校
長
協
会

（
全
商
）』
第
28
代
理
事
長
で
も
居
ら
れ
る
母
校
三
商
の
中
山

博
之
校
長
先
生
の
御
臨
席
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

来
實
挨
拶
要
旨

　

○
26
期
の
大
先
輩
方
が
卒
業
さ
れ
た
1
9
5
9
年
に
私

　
　

は
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。
○
三
商
は
「
商
業
科
か
ら
ビ

　
　

ジ
ネ
ス
科
へ
」
…
体
系
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
学
校
で

　
　

あ
る
こ
と
を
全
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

○
実
際
に
模
擬
株
式
会
社
を
作
り
事
業
展
開
し
て
い
く

　
　
「
総
合
実
践
」
を
通
じ
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

　
　

人
材
を
育
て
た
い
。
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こ
の
ク
ラ
ス
会
が
再
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
今
回
が
15
回

目
と
な
る
節
目
の
会
で
し
た
。

　

会
場
は
毎
度
お
な
じ
み
の
「
富
水
」。
富
岡
八
幡
宮
の
す

ぐ
傍
で
す
が
、
昨
年
12
月
に
は
凄
惨
な
宮
司
殺
人
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
最
少
の
10
名
。
こ
の
１
年
間
で
２
人
が

鬼
籍
に
入
り
。
１
人
は
認
知
症
で
施
設
に
入
り
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

い
つ
も
な
ら
テ
ー
ブ
ル
が
二
手
に
分
か
れ
る
の
で
す
が
、

今
回
は
一
つ
に
ま
と
ま
れ
ま
し
た
。

　

○
工
業
は
物
を
作
る
…
商
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
っ
た

　
　

も
の
を
必
要
と
す
る
消
費
者
に
届
け
る
…
い
わ
ゆ
る
、

　
　

つ
な
げ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
人
づ
く
り
を
す
る
の
が

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、『
商
業
＝
（
イ
コ
ー
ル
）
人
づ
く
り
』

　
　

と
考
え
て
い
る
。

　

○
つ
な
げ
る
基
本
は
「
気
持
ち
良
い
挨
拶
が
き
ち
ん
と
交

　
　

わ
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
「
挨
拶
の
励
行
」

　

○
人
と
の
会
話
が
一
番
大
切
で
、
相
手
の
目
を
見
て
オ
ハ

　
　

ヨ
ウ
…
相
手
の
目
を
見
て
笑
顔
で
次
の
会
話
を
作
り
出

　
　

す
、
相
手
と
正
常
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

　
　

生
徒
の
育
成
を
念
頭
に
人
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　

○
進
路
先
は
進
学
（
大
学
・
短
大
・
各
種
専
門
学
校
）
が

　
　

50
%
、
就
職
が
50
%
で
、「
進
路
実
現
」

100
%
の
学
校

　
　

と
な
っ
て
い
る
。

　

中
山
校
長
先
生
に
は
、
三
商
の
現
況
、
商
業
教
育
の
展
望

な
ど
、
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ッ
シ
ョ
ン
会
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　

        

第
22
期　

斎
藤　

稔

22
期
３
年
６
組
ク
ラ
ス
会

平
成
30
年
６
月
16
日
（
土
）
開
催

　

次
に
、
金
原
亭
馬
生
師
匠
の
落
語
に
移
り
、
高
座
に
付
く

と
…
「
何
が
や
り
に
く
い
と
言
っ
た
ら
、
三
商
の
先
輩
方
の

前
で
す
る
の
が
一
番
や
り
に
く
い
」
と
の
「
ま
く
ら
言
葉
」

か
ら
始
ま
り
、
見
事
な
一
席
…
落
語
の
後
は
サ
ー
ビ
ス
で
粋

な
踊
り
を
披
露
し
て
華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
乾
杯
は
岩
瀬
和
子
さ
ん
…
。
会
場
で
は
東
北

支
援
の
一
助
と
し
て
恒
例
の
深
瀬
剛
男
さ
ん
に
よ
る
「
三
陸

名
産 

焼
ま
つ
も
」（
高
級
海
藻
）の
販
売
を
し
、販
売
益
は「
被

災
地
支
援
義
捐
金
」と
い
た
し
ま
し
た
。 

宴
た
け
な
わ
の
中
、

「
ク
ラ
ス
別
記
念
写
真
」。
撮
影
は
杉
本
光
男
さ
ん
。 

　

続
い
て
「
校
歌
・
応
援
歌
」
斉
唱
…
校
歌
の
指
揮
は
三
好

清
孔
さ
ん
・
応
援
歌
は
清
水
博
さ
ん
。「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！

三
商
！
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
三
商
！
」
で
息
が
切
れ
、
ブ
ッ

タ
オ
レ
ル
程
の
大
声
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
同
期
会
前
日
の
天
気
予
報
は
傘
マ
ー
ク
で
し
た
が
、

当
日
は
曇
り
か
ら
始
ま
り
、
帰
り
に
は
晴
れ
。
今
回
も
天
が

味
方
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
商
業
学
校
で
学
ん
だ
私
達
が
60
年
経
っ
て
、
日

本
一
の
立
派
な
中
山
博
之
校
長
先
生
の
素
晴
ら
し
い
お
話
を

伺
う
こ
と
が
出
来
、
皆
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
分
で
の
散
会
と
な
り

ま
し
た
。
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祝
傘
寿
二
十
四
期
同
期
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　

        

第
24
期　

清
瀬
通
男

　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日
（
水
）、
上
野
「
東
天
紅
」

に
お
い
て
『
祝
傘
寿
最
後
の
同
期
会
』
と
銘
打
っ
て
二
十
四

期
同
期
会
が
、
出
席
者
六
十
五
名
（
内
女
性
が
二
十
五
名
）

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
我
が
同
期
会
は
三
年
間
隔
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
に
開
催
の
第

十
六
回
目
で
は
「
今
回
が
最
後
に
な
る
か
も
」
と
案
内
し
て

七
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
傘
寿
を
迎
え
た
平
成
三
十
年
、
ク
ラ
ス
代
表
の
幹

事
会
で
傘
寿
を
祝
う
同
期
会
が
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
ま
と
め
役
を
富
川
一
男
さ
ん
（
九
組
）
が
引
き
受
け

て
下
さ
り
前
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
は
富
川
さ

ん
の
司
会
で
進
行
し
ま
し
た
。
冒
頭
乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
れ

た
札
幌
在
住
の
鈴
木
富
夫
さ
ん
（
三
組
）
か
ら
そ
の
年
の
九

月
六
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
遭
遇
し
た

生
々
し
い
体
験
談
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
中
山
博
之
校
長
先
生
に
ご
出
席
い
た
だ
き
三
商
の

歴
史
・
現
況
・
将
来
な
ど
の
ご
講
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
会

場
は
八
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
い
た
が
時
間
の
経
過
と
と
も

に
テ
ー
ブ
ル
間
の
交
流
も
盛
ん
と
な
り
、
回
顧
談
や
現
況
報

告
に
花
を
咲
か
せ
瞬
く
間
に
予
定
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。

　

最
後
は
恒
例
の
校
歌
・
応
援
歌
を
全
員
で
合
唱
し
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
尚
、
今
回
は
清
水
精
二
さ
ん
（
六
組
）
経
営

の
「
精
華
堂
」
の
有
機
米
原
料
で
作
ら
れ
た
「
あ
ら
れ
・
せ

ん
べ
い
」
が
お
土
産
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

母
校
三
商
が
こ
の
会
の
前
年
の
十
一
月
十
一
日
に
「
創
立

九
十
周
年
式
典
・
祝
賀
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

26
期
３
年
８
組
ク
ラ
ス
会

「
三
商　

サ
ン
パ
チ
会
」

　
　
　
　
　
　
　

    

第
26
期　

岡
山
紘
一
郎

　

毎
年
恒
例
の
忘
年
会
を
ゲ
ス
ト
三
方
、
ク
ラ
ス
九
名
の
合

計
12
名
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
は
古
田
勝
一
同
窓
会

幹
事
26
期
同
期
会
会
長
、
岩
瀬
和
子
同
窓
会
前
会
長
、
杉
本

光
男
同
窓
会
事
務
局
長
で
す
。
ク
ラ
ス
か
ら
は
小
川
、谷
口
、

中
川
、
勝
又
、
岩
崎
、
兵
藤
、
川
島
、
猪
瀬
、
岡
山
の
各
氏

で
す
。

　

会
場
は
東
京
都
指
定
名
勝　

清
澄
庭
園
（
岩
崎
弥
太
郎
か

ら
三
代
が
築
い
た
明
治
を
代
表
す
る
回
遊
式
林
泉
庭
）
内
の

池
の
中
に
建
っ
て
い
る
涼
亭
で
す
。
食
事
は
人
形
町
今
半
か

ら
の
出
張
料
理
の
す
き
焼
き
、
お
造
り
、
天
ぷ
ら
、
季
節
の

野
菜
等
々
で
す
。
飲
物
は
庭
園
の
配
膳
室
に
注
文
し
て
当
日

担
当
者
が
世
話
し
て
く
れ
ま
す
。
涼
亭
は
貸
切
り
な
の
で
誰

も
い
ま
せ
ん
。
40
名
の
と
こ
ろ
12
名
で
す
の
で
広
々
と
し
て

い
ま
す
。

　

会
は
1
時
か
ら
で
、
猪
瀬
幹
事
の
挨
拶
か
ら
同
期
会
会
長

の
古
田
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
ま
し
た
。
涼
亭
は
池

に
面
し
た
ガ
ラ
ス
張
な
の
で
庭
園
の
絶
景
を
目
の
中
に
入
れ

な
が
ら
の
食
事
で
こ
れ
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

出
席
者
は
皆
何
ら
か
の
会
で
年
2
～
3
回
は
会
っ
て
い
る

仲
間
な
の
で
、
話
は
あ
ち
こ
ち
に
席
も
事
由
に
移
動
し
な
が

ら
飲
み
食
べ
で
賑
や
か
で
し
た
。

　

冒
頭
、
故
山
本
先
生
の
奥
様
か
ら
の
手
紙
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
90
歳
を
越
え
た
お
年
な
が
ら
大
変
お
元
気
な
様
子
が

窺
え
ま
し
た
。

　

歳
を
取
る
と
病
気
の
話
が
中
心
に
な
り
が
ち
な
の
で
す

が
、
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
長
年
Ｓ
君
が
心
血
を
注
い
で

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
結
実
し
、
中
国
を
始
め
ア
ジ
ア
地
域

10
か
国
で
特
許
が
取
得
で
き
る
メ
ド
が
立
っ
た
と
い
う
話
で

し
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
来
年
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
会
は
〈
熱
海
で
芸

者
を
挙
げ
て
・
・
・
〉
な
ど
と
い
う
豪
勢
な
ク
ラ
ス
会
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？　

今
回
欠
席
し
た
７
人
の
皆
さ
ん
！　

連
絡
の
つ
か
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
皆
さ
ん
！　

こ
の
都
立

三
商
同
窓
会
報
を
見
て
い
た
だ
き
、
来
年
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
二
十
四
期
生
は
、昭
和
十
三
年
・

十
四
年
生
ま
れ
で
す
の
で
昭
和
の
時
代
を
五
十
年
、
平
成
の

時
代
を
三
十
年
生
き
て
き
ま
し
た
。
あ
と
何
年
の
寿
命
か
判

り
ま
せ
ん
が
、
令
和
八
年
に
三
商
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

の
を
見
届
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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第
25
期
同
期
会 

開
催
報
告

　
　
　
　
　
　
　

    　

第
25
期　

神
澤
和
男

平
成
30
年
10
月
17
日
（
水
曜
日
）
正
午
よ
り
、
墨
田
区
錦
糸

町
の
『
東
武
ホ
テ
ル 

レ
バ
ン
ト
東
京 

龍
田
の
間
』
に
て
、

第
15
回
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
幹
事
は
５
組

が
担
当
し
、
各
組
よ
り
１
名
の
連
絡
役
幹
事
を
お
願
い
し
、

又 

当
日
に
は
受
付
等
お
手
伝
い
を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

出
席
者
59
名
（
内 

女
性
10
名
）
に
同
窓
会
会
長
三
浦
康
二

様
の
御
出
席
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。 

又
、
今

回
は
同
窓
会
よ
り
№
56
号
の
会
報
を
提
供
い
た
だ
き
、
出
席

さ
れ
た
方
々
に
受
付
に
て
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

会
の
進
行
を
桑
原
久
夫
幹
事
代
表
に
、
開
会
の
辞
を
梅
原
明

行
幹
事
、
近
藤
茂
幹
事
の
挨
拶
、
同
窓
会
会
長
三
浦
康
二
様

よ
り
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
を
頂
き
、
懇
談
に
移
り
宴
会
場

令
和
初
の
同
期
会

開
催
報
告 

三
十
五
期

　
　
　
　
　
　
　

    　

第
35
期　

高
桑
孝
一

35
期
生

463
名
は
51
年
前
の
1
9
6
8
年
昭
和
43
年
に
三
商

を
卒
業
し
、
本
年
古
希
を
迎
え
ま
す
。
令
和
時
代
の
幕
開
け

と
な
る
最
初
の
月
に
主
賓
と
し
て
同
窓
会
会
長
三
浦
康
二
氏

に
ご
臨
席
を
賜
り
、「
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
数
寄
屋
橋
本
店
」

で
第
６
回
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
26
日
（
日
）
の
当
日
は
二
日
前
か
ら
向
こ
う
48
時
間
は

晴
れ
で
気
温
30
度
以
上
の
猛
暑
日
の
予
報
が
出
て
い
ま
し

た
。
前
回
の
６
年
前
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
天
候
の
心
配
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
予
報
通
り
の
晴
天
で
参
加
者
の

日
頃
の
行
い
の
良
さ
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

当
初
参
加
人
数
は
70
～
80
名
く
ら
い
か
と
案
じ
て
い
ま
し
た

が
、
予
想
に
反
し
て

121
名
（
男
性
63
名
、
女
性
58
名
）
の
多

数
が
参
集
し
、
そ
の
中
に
は
卒
業
以
来
、
初
め
て
参
加
さ
れ

る
方
も
あ
り
、
又
遠
く
宮
城
県
、
新
潟
県
、
滋
賀
県
、
山
口

県
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

受
付
開
始
時
刻
十
二
時
三
十
分
の
か
な
り
前
か
ら
参
加
者
が

顔
を
見
せ
始
め
、
会
場
内
で
語
り
合
う
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

会
の
中
頃
、
進
行
役
の
谷
口
幹
事
が
席
の
端
か
ら
順
々
に

近
況
報
告
、
話
し
た
い
事
等
３
分
以
内
で
お
話
下
さ
い
と
の

お
願
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。
３
分
で
終
わ
る
人
は
少
な
く
、

色
々
と
話
し
途
中
で
チ
ャ
チ
ャ
も
入
り
笑
い
な
が
ら
の
話
が

多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
の
会
と
な
り
ま
し
た
。
時
間
は
た
っ

ぷ
り
あ
る
の
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
で
又
雑
談
し
、
4
時
少
し

前
に
お
開
き
と
な
り
、
涼
亭
の
入
口
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

来
年
の
忘
年
会
も
又
こ
こ
で
、
と
約
束
し
楽
し
く
別
れ
ま
し

た
。

　

清
澄
庭
園
の
涼
亭
は
庭
園
事
務
所
で
６
ヶ
月
前
か
ら
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
会
場
費
は
五
千
五
百
円
で
す
。
料

理
は
出
張
料
理
で
人
形
町
今
半　

明
治
座　

亀
戸
升
本
の
三

店
か
ら
選
び
、
飲
物
は
配
膳
室
用
意
し
て
く
れ
ま
す
。

開
催
日　

平
成
30
年
11
月
13
日
（
火
）

は
談
笑
の
輪
に
。
今
年
25
期
は
三
商
卒
業
60
年
傘
寿
を
前
に

健
康
に
、
人
生
の
限
界
に
挑
戦
に
、
家
族
の
介
護
に
と
、
話

は
尽
き
ま
せ
ん
。
今
回
も
宴
会
場
は
、
丸
テ
ー
ブ
ル
で
自
由

に
席
を
移
動
で
き
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ス
の
垣
根
を
超
え
て
久

し
ぶ
り
の
友
と
の
語
ら
い
、
近
況
報
告
と
時
の
た
つ
の
を
忘

れ
て
い
ま
し
た
。

恒
例
に
よ
り
、１
組
幹
事
小
野
田
良
子
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、

三
商
時
代
を
懐
か
し
み
校
歌
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
益
々
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
前
回
よ
り
同
期
会
の
開
催
幹
事
の
持

ち
回
り
二
巡
目
が
始
ま
り
、
次
回
は
七
組
担
当
と
な
り
、
幹

事
代
表
柴
崎
晴
夫
氏
よ
り
「
次
回
迄
健
康
で
ま
た
参
加
で
き

る
よ
う
」
お
誘
い
の
挨
拶
が
あ
り
、
神
澤
幹
事
の
閉
会
の
辞

に
て
解
散
と
な
り
ま
し
た

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
卒
業
60
年
、
同
期
会
開
催
も
15
回
と

な
り
、
今
回
は
案
内
状
発
送

270
通
余
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
出
席

者
の
皆
様
に
返
信
は
が
き
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
近
況
報

告
に
代
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

又
5
組
幹
事
会
に
て

現
時
点
で
わ
か
る
範
囲
の
名
簿
を
作
成
し
、
会
計
報
告
と
共

に
次
期
幹
事
に
引
き
継
ぎ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。



三 商 同 窓 会 報 №58

10

司
会
は
７
組
・
田
中
丈
司
君
が
担
当
し
、35
期
物
故
者
の
方
々

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
代
表
幹
事
の
４
組
・
長
谷
川
誠
君
の

挨
拶
に
よ
り
十
三
時
に
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
三
浦
同
窓
会
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
１
組
・

青
木 

誠
君
の
発
声
で
乾
杯
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

「
第
11
回
富
士
銀
行
三
商
Ｏ
Ｂ
会
」
報
告

　
　
　
　
　
　
　

    　

第
29
期　

本
村
博
信

会
の
終
盤
が
近
づ
く
頃
、
１
組
か
ら
９
組
の
順
番
で
ク
ラ
ス

集
合
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い
顔
、
顔
、
顔
に
時

の
経
つ
の
を
忘
れ
て
話
し
込
む
姿
が
こ
こ
か
し
こ
に
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。 

十
代
の
頃
の
甘
酸
っ
ぱ
い
想
い
出
を
胸
に

蘇
ら
せ
て
懇
談
し
て
い
る
と
時
間
が
流
れ
る
よ
う
に
過
ぎ
て

い
く
よ
う
で
す
。 

同
級
生
が
一
堂
に
会
し
て
懇
談
出
来
る

事
は
何
と
幸
せ
な
事
な
ん
だ
ろ
う
と
改
め
て
つ
く
づ
く
と
思

い
ま
し
た
。

一
次
会
の
終
了
時
間
が
近
づ
い
て
来
て
、
８
組
・
宮
下
恵
介

君
の
閉
会
挨
拶
に
続
き
、
全
員
で
校
歌
、
応
援
歌
を
合
唱
し
、

８
組
・
桑
真
一
君
に
よ
り
中
締
め
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に

４
組
・
小
田
恵
子
さ
ん
、
９
組
・
篠
崎
功
君
両
名
に
よ
る
全

員
で
の
記
念
集
合
写
真
撮
影
と
な
り
、
目
出
た
く
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

楽
し
い
２
時
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、
ク
ラ
ス
幹
事
が

準
備
し
た
周
辺
の
カ
ラ
オ
ケ
店
に
向
か
う
方
、
引
き
続
き
同

じ
店
で
延
長
し
て
過
ご
す
方
な
ど
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に

二
次
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尚
、
次
回
の
開
催
予
定
は
未
定
で
す
が
、
五
年
後
の
後
期
高

齢
者
に
な
る
75
歳
の
時
、
77
歳
の
喜
寿
、
は
た
ま
た
80
歳
の

傘
寿
の
お
祝
い
の
時
で
し
ょ
う
か
？

今
回
の
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
開
催
頻
度
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
集
計
結
果
を
参
考
に
し
て
次
回
以

降
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

35
期
は
卒
業
生

463
名
（
男
性

242
名
、
女
性

221
名
）
で
、
そ
の

内
連
絡
可
能
な
人
は
約

300
名
で
す
。 

こ
の
会
報
を
読
ま
れ

た
方
で
、
1
9
6
8
年 
昭
和
43
年
卒
業
の
誰
々
を
知
っ
て

い
る
よ
と
ご
存
知
の
方
は
幹
事
の

　

長
谷
川 

誠
一 

電
話
0
9
0
‐
4
4
2
3
‐
3
0
6
0

　

高
桑 　

孝
一 

電
話
0
9
0
‐
9
8
1
4
‐
3
7
1
5

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

立
春
を
過
ぎ
て
か
ら
も
寒
い
日
が
続
く
な
か
、
一
転
し
て

小
春
日
和
と
な
っ
た
平
成
31
年
２
月
16
日
（
土
）
Ｊ
Ｒ
巣
鴨

駅
近
隣
に
あ
る
巣
鴨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
本
館
２
階
の
「
レ

ス
ト
ラ
ン　

パ
ル
テ
ー
ル
」
に
お
い
て
「
第
11
回
富
士
銀
行

三
商
Ｏ
Ｂ
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｏ
Ｂ
会
は
三
商
を
第
20
期
～
第
30
期
に
卒
業
し
て
旧
富

士
銀
行
に
入
行
し
た
人
達
の
親
睦
目
的
に
平
成
19
年
11
月
ス

タ
ー
ト
、
昨
年
は
節
目
と
な
る
記
念
す
べ
き
第
10
回
目
を
開

催
し
、
今
回
は
第
11
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
17
名
か
ら
参
加
の
回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
会
の

発
足
か
ら
12
年
経
っ
て
メ
ン
バ
ー
全
員
が
75
歳
以
上
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
開
催
ま
で
に
体
調
不
良
や
都
合
な
ど
で
４

名
の
方
が
欠
席
、
今
迄
で
一
番
参
加
人
数
が
少
な
い
13
名
で

し
た
。
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梅
雨
の
晴
れ
間
の
太
陽
が
顔
を
覗
か
せ
た
令
和
元
年
6
月

11
日
（
火
曜
日
）
に
、
不
忍
池
を
望
む
上
野
東
天
紅
本
店
に

お
い
て
、
珠
算
部
O
B
会
（
三
珠
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
年
ぶ
り
に
開
催
致
し
ま
し
た
折
に
、
以
後
毎
年
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
元
号
が
変
わ
り
令
和
と
な
っ
た
今
年
が

そ
の
最
初
の
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

19
期
生
か
ら
32
期
生
ま
で
の
23
名
（
男
性
18
名
、
女
性
5

名
）
の
参
加
を
得
、
開
会
前
に
集
合
写
真
を
撮
影
。

　

12
時
に
、
主
幹
事
の
小
暮
清
氏
（
23
期
）
の
司
会
進
行
に

よ
り
ス
タ
ー
ト
、
始
め
に
三
珠
会
関
係
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
谷
内
行
夫
会
長
（
22
期
）
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
と

な
り
、
参
加
者
最
年
長
者
の
中
野
貞
三
氏
（
19
期
）
の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

珠
算
部
Ｏ
Ｂ
会
（
三
珠
会
）
報
告

　
　
　
　
　
　
　

    　

第
31
期　

西
邨
昭
一

開
宴
の
前
に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
か
ら
、
参
加
者
の
中
で
最

年
長
の
昭
和
29
年
卒
（
第
21
期
）
中
川
満
さ
ん
の
音
頭
で
乾

杯
、
暫
ら
く
杯
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
懇
談
の
の
ち
、
一
人

ひ
と
り
か
ら
、
60
数
年
前
の
銀
行
に
入
行
し
た
当
時
の
話
や

近
況
報
告
な
ど
、
今
昔
入
り
交
ざ
っ
た
話
で
会
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

近
況
報
告
の
途
中
で
前
回
同
様
「
切
り
貼
り
“
川
柳
”
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

各
人
が
「
上
の
句
」・「
中
の
句
」・「
下
の
句
」
だ
け
を
詠
ん

で
記
入
し
た
句
を
集
め
、
ラ
ン
ダ
ム
に
並
べ
そ
れ
ぞ
れ
の
句

を
繋
げ
て
「
五
･
七
･
五
」
の
川
柳
を
完
成
さ
せ
全
員
の

投
票
で
優
秀
作
を
選
出
、
優
秀
作
・
次
点
作
「
上
・
中
・
下
」

の
詠
み
人
６
名
に
賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
優
秀

作
品
は
「
春
の
日
に　

じ
じ
い
の
原
宿　

楽
し
ん
で
」
の
句

で
し
た
。

そ
の
後
も
引
き
続
き
近
況
報
告
が
行
わ
れ
、
お
互
い
健
康
で

あ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
を
続
け
ら
れ
る
・
続
け
た
い

と
の
認
識
で
一
致
。

　

予
定
の
時
刻
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
年
め
で
た
く
「
喜

寿
」
に
な
ら
れ
た
36
年
卒
（
第
28
期
）
白
田
猛
さ
ん
に
締
め

て
い
た
だ
き
、
新
元
号
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る
来
年
２
月

予
定
の
第
12
回
Ｏ
Ｂ
会
に
お
け
る
再
会
を
約
し
散
会
し
ま
し

た
。

　

各
年
代
毎
の
3
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
杯
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
、
昔
を
懐
か
し
み
、
今
を
語
り
、
暫
し
歓
談
の
輪
が

広
が
り
、
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
河
田
、
西
邨
、
荻
野
幹

事
の
進
行
に
よ
り
、
前
回
に
引
き
続
き
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
と

な
り
ま
し
た
。
河
田
忠
男
幹
事
（
28
期
）
が
数
字
を
読
み
上

げ
る
都
度
、
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
一
喜
一
憂
の
声
が
沸
き
上
が

り
、
第
1
位
か
ら
第
8
位
ま
で
の
「
ビ
ン
ゴ
」
当
選
者
に
賞

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
況
報
告
で
は
、
金
井
和
夫
氏
（
25
期
）
か
ら

は
社
交
ダ
ン
ス
、英
会
話
等
趣
味
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
話
を
、

中
野
貞
三
氏
（
19
期
）
か
ら
は
三
商
珠
算
部
の
黄
金
期
や
諸

先
生
の
思
い
出
話
が
あ
り
、
引
き
続
き
大
石
傑
一
郎
氏
（
23

期
）、
渡
邊
昌
行
氏
（
24
期
）、
細
谷
（
旧
姓
浅
川
）
実
得
子

氏
（
29
期
）、

横
田
哲
夫
氏
（
27
期
）、
内
山
泰
男
氏
（
23
期
）、
大
津
嘉
一

郎
氏
（
30
期
）、
栗
山
義
一
氏
（
30
期
）
の
各
氏
か
ら
は
、

三
商
時
代
の
思
い
出
話
や
特
技
の
三
味
線
演
奏
を
活
か
し
て

文
化
活
動
を
さ
れ
て
い
る
話
、
更
に
は
珠
算
を
通
じ
て
の
母

校
支
援
の
提
案
な
ど
様
々
な
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

午
後
2
時
に
幹
事
の
荻
野
敬
次
氏
（
32
期
）
の
中
締
め
の

挨
拶
を
も
っ
て
一
次
会
は
閉
会
と
な
り
、
そ
の
後
、
場
所
を

東
天
紅
2
階
の
「
カ
フ
ェ
」
に
移
し
て
、
世
代
を
超
え
た
交

流
・
歓
談
の
時
を
過
ご
し
、
午
後
3
時
30
分
、
次
回
の
再
開

を
誓
い
な
が
ら
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
会
合
報
告
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　

同
期
会
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ス
会
、
同
じ
ク
ラ
ブ
や
同
じ
企

業
に
勤
め
た
人
た
ち
の
親
睦
会
、
様
々
な
三
商
同
窓
生
に
よ

る
会
合
を
開
か
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
そ
の
模
様
を
同
窓
会
事

務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
特
に
そ
の
模
様
を
写
し
た
写

真
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
一
緒
に
お
送
り
い
た
だ
け
ま

す
と
、
そ
の
な
ご
や
か
な
様
子
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
会
報
誌
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
お
仲
間
が
各
種

会
合
を
開
催
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、
連
絡
を
取
り
た
い
な

ど
の
場
合
は
、
一
度
同
窓
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は
34
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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曜日 備考

30/4 7 土 小山台会館

4 9 月 三商　体育館

4 20 火 三商会館　４階会議室

4 24 水 三商会館　4階会議室

第１号議案　　平成30年度事業計画案、予算案について

第２号議案　　評議員会にむけて

第３号議案　　「三商同窓会報」57号について

第４号議案　　東京校歌祭について

第５号議案　　ホームページについて

第６号議案　　東京三商会現況報告

第7号議案　　その他

5 26 土 三商　大会議室

第１号議案　　平成２９年度事業報告承認の件

第２号議案　　平成２９年度会計報告及び監査報告承認の件

第３号議案　　平成３０年度事業計画案承認の件

第４号議案　　平成３０年度予算案承認の件

第5号議案　　任期満了につき役員改選の件

　その他持寄り議題

5 30 水 三商　大会議室

6 2 土 一商体育館

6 17 日 小山台会館

6 28 木 三商会館　4階会議室

7 21 土 三商会館　4階会議室

第１号議案　　「三商同窓会報」について

第２号議案　　第26回東京校歌祭について

第３号議案　　同窓生の集い（総会）について

第４号議案　　ホームページについて

第５号議案　　東京三商会現況報告　

第６号議案　　その他

終了後お弁当をとり事務所で暑気払いをする

8 4 日

9 2 日 小山台会館東京校歌祭　　実行委員会

入学式

平成30年度　会計監査

理事会

平成２９年度評議員会

学校運営連絡協議会

一商創立100周年記念式典・祝賀会（セルリアンタワー東急ホテル）

東京校歌祭　　実行委員会

三商会計人会　　総会

理事会

「三商同窓会報」57号　　発送

東京校歌振興会　　第27回総会

第１号議案

活　　　動　　　記　　　録　（平成３０年度）
№　1

日付 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要



三 商 同 窓 会 報 №58

13

曜日 備考

10 20 土 三商会館　4階会議室

第1号議案　　「三商同窓会報」５７号報告

第2号議案　　第26回東京校歌祭について

第3号議案　　同窓生の集い（総会）について

第4号議案　　ホームページについて

第5号議案　　東京三商会現況報告

第6号議案　　その他

10 31 水 三商　大会議室

11 3 土 杉並公会堂

11 3 土 荻窪　「わん」

12 20 木 三商会館　4階会議室

第1号議案　　「三商同窓会報」57号報告

第2号議案　　第26回校歌祭報告

第3号議案　　同窓生の集い（総会）報告

第4号議案　　新年会について

第5号議案　　ホームページについて

第6号議案　　東京三商会現況広告

第7号議案　　その他

31/1 16 水 小山台会館

2 9 土 両国ビューホテル

2 13 水 三商　大会議室

3 9 土 三商　体育館

3 19 火 三商会館　4階会議室

第1号議案　　新年会報告

第2号議案　　評議員会にむけて

第3号議案　　同窓生の集い（総会）について

第4号議案　　ホームページについて

第5号議案　　東京三商会現況報告

第6号議案　　その他

卒業式

理事会

三商学校運営連絡協議会

第26回東京校歌祭

理事会

東京校歌祭　　準備会

新年会

三商学校運営連絡協議会

同窓生の集い

理事会

活　　　動　　　記　　　録　（平成３０年度）
№　2

日付 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要
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（単位　円）

会　計

会　計

監　事

監　事差引次年度繰越 803,972 　　　　三　川　廣　志

　　　　古　田　勝　一

平成３１年４月１６日

受取利息 12
収入合計 200,012 監査の結果正確である事を認めます。

　　　　渡　邉　秀　明

一般会計（８６期） 200,000 　　　　小　林　慎　典

特別会計（周年記念事業） 上記のとおりご報告申し上げます。
平成３１年４月１６日

前年度繰越 603,960

4　その他雑務収入 20,000 16,985
合　　　計 630,000 494,985

2　「三商同窓会報」広告収入 280,000 231,000
3　同窓生の集い会費 180,000 96,000 会費￥3,000-　32名

（事業収入内訳）
1　新年会会費 150,000 151,000 会費￥3,000-　42名　　祝儀￥25,000-　３名

次年度繰越 8,821,668 8,626,574 -195,094

特別会計予算 200,000 200,000 0
支出合計 3,205,000 3,244,253 -39,253

雑費 10,000 0 10,000
東京三商会 600,000 600,000 0

通信費 300,000 305,038 -5,038
事務・消耗品費 80,000 0 80,000

会合費 10,000 0 10,000
慶弔費 50,000 5,000 45,000

就職活動支援 100,000 97,567 2,433
母校支援 200,000 279,046 -79,046 懸垂幕の作成他

活性化活動費 50,000 0 50,000
母校部活支援 200,000 193,182 6,818

同窓会報 450,000 623,592 -173,592 3700部印刷製本
ホームページ 80,000 97,200 -17,200

新年会 275,000 278,000 -3,000 48名参加
校歌祭 150,000 132,216 17,784 約60名参加

理事・評議員会 150,000 178,412 -28,412
総会（同窓生の集い） 300,000 255,000 45,000 35名参加

〔支出の部）

利息他 100 119 19
収入合計 2,650,100 2,494,259 -155,841

運営協賛金 20,000 19 -19,981
事業収入 630,000 494,985 -135,015

（収入の部）
会費（８６期） 2,000,000 1,999,136 -864 卒業生　２００名

前年度繰越 9,376,568 9,376,568 0

第2号議案
平成３０年度　　会　　計　　報　　告

自　平成３０年　４月　1日
至　平成３１年　３月３１日現在

項　　　目 予　算　額 （Ａ） 執　行　額（Ｂ） 差額（Ｂ-Ａ）/（Ａ-Ｂ) 備　　　　考
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６　支援活動

　　　　　　母校支援（部活動支援、就職活動支援、その他）

７　「公益財団法人　東京三商会」については逐次報告を受ける

　　　　　会場　　杉並公会堂大ホール

４　新年会

　　　　　日時　　令和　２年２月８日（土）

　　　　　場所　　両国「ビューホテル」

５　活性化活動

　　　　　同期会開催のコーディネートに重点を置く

　　　　　日時　　令和　１年１０月２７日（日）

第３号議案

平成３１年度　事業計画案

　○　今年度も前年度同様、若い世代に同期会を行ってもらうよう働きかけをし、支援する。

　○　例年通り母校支援に努める。

1　定時評議員会

　　　　　令和　１年５月２５日(土）　（本日開催）

2　「三商同窓会報」５８号の発刊

　　　　　投稿締切　令和　１年５月末日（厳守）　　　発行　令和　１年７月１日予定

　　　　　今回も広告をたくさん募集する

3　第２７回東京校歌祭への参加
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平成３１年度

（単位　円）
項　　　目 30年度予算額 30年度執行額 項　　　目 ３１年度予算額 備　　　考

前年度繰越 9,376,568 9,376,568 前年度繰越 8,626,574

（収入の部） （収入の部）
会費（８６期） 2,000,000 1,999,136 会費（8７期） 2,000,000
運営協賛金 20,000 19 運営協賛金 20,000
事業収入 630,000 494,985 事業収入 450,000 *
利息他 100 119 利息他 100

収入合計 2,650,100 2,494,259 収入合計 2,470,100

（支出の部） （支出の部）
理事・評議員会 150,000 178,412 理事・評議員会 150,000

総会（同窓生の集い） 300,000 255,000 総会（同窓生の集い） 0
新年会 275,000 278,000 新年会 275,000 ＠5,500-　50名
校歌祭 150,000 132,216 校歌祭 150,000 *

同窓会報 450,000 623,592 同窓会報 450,000 ３７００部印刷製本代

ホームページ 80,000 97,200 ホームページ 80,000
活性化活動費 50,000 0 活性化活動費 50,000
母校部活支援 200,000 193,182 母校部活支援 200,000
就職活動支援 100,000 97,567 就職活動支援 100,000

母校支援 200,000 279,046 母校支援 200,000
会合費 10,000 0 会合費 10,000
慶弔費 50,000 5,000 慶弔費 50,000
通信費 300,000 305,038 通信費 300,000

事務・消耗品費 80,000 0 事務・消耗品費 80,000
雑費 10,000 0 雑費 10,000

東京三商会 600,000 600,000 東京三商会 600,000

特別会計予算 200,000 200,000 特別会計予算 200,000
支出合計 3,205,000 3,244,253 支出合計 2,905,000

次年度繰越 8,821,668 8,626,574 次年度繰越 8,191,674

（校歌祭予算） （事業収入明細）
参加費・広告費 60,000 150,000
交通費６０名＠1,000- 60,000 280,000
その他 30,000 0

計 150,000 20,000

450,000

603,960 803,972

200,000 200,000
12 15

200,012 200,015

0 0

803,972 1,003,987差引次年度繰越 差引次年度繰越

支出合計 支出合計

受取利息 受取利息
収入合計 収入合計

前年度繰越 前年度繰越

一般会計（８６期会費） 一般会計（8７期会費）

平成３０年度特別会計（周年記念事業）　 平成３１年度特別会計（周年記念事業）　（案）

第４号議案
収　　支　　予　　算　　（案）

自　平成３１年　４月　1日
至　令和  ２年　３月３１日

①　新年会会費　　￥3,000-　　50名
②　三商同窓会報広告収入
③　同窓生の集い会費
④　その他雑務収入

合　　　計
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皆
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
と
も
に

高
校
時
代
の
思
い
出
！
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
た
）

　

当
時
の
母
校
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
強
か
っ
た
。
入
学
は
昭

和
27
年
、
前
年
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
の
東
京
代
表
チ
ー

ム
。
１
年
生
の
時
は
先
輩
の
卒
業
で
せ
い
ぜ
い
３
回
戦
ま
で

の
力
…
２
年
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
り
常
に
決
勝
ま
で
に
行
く

チ
ー
ム
に
育
っ
た
。
１
年
の
時
は
10
人
ほ
ど
い
た
同
級
生
が

退
部
！
３
年
生
に
は
５
人
が
主
軸
と
な
っ
て
戦
っ
た
。
２
年

の
時
は
常
に
立
教
高
校
に
負
け
準
優
勝
ど
ま
り
、
来
年
は
必

ず
代
表
に
な
ろ
う
と
皆
で
練
習
を
考
え
た
。
行
き
つ
い
た
答

え
は
練
習
あ
る
の
み
！
修
学
旅
行
返
上
！
休
み
は
元
旦
だ

け
、
そ
し
て
練
習
は
朝
、
昼
、
放
課
後
と
一
日
５
時
間
を
計

画
…
都
電
の
始
発
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
自
転
車
通
学
と

し
た
。
朝
は
サ
ー
ブ
と
レ
シ
ー
ブ
中
心
、
昼
も
同
じ
よ
う
な

練
習
だ
っ
た
。
体
は
小
柄
、
エ
ー
ス
が
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
結
束
力
で
戦
う
し
か
武
器
は
な
い
。
そ
こ
で
取
り
組
ん

だ
課
題
は
基
本
の
充
実
！
バ
レ
ー
の
基
本
は
レ
シ
ー
ブ
と
パ

ス
。
こ
の
技
を
習
得
す
る
の
は
子
供
の
こ
ろ
が
一
番
。
先
生
、

先
輩
に
言
わ
れ
た
通
り
の
繰
り
返
し
で
基
本
は
自
然
と
身
に

着
い
た
。
後
は
個
人
技
を
い
か
に
伸
ば
せ
る
か
?
自
分
は

身
長
１
６
５
セ
ン
チ
で
小
さ
い
。
そ
こ
で
ジ
ャ
ン
プ
力
強
化

に
取
り
組
む
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
は
中
学
2
年
の

校
内
球
技
大
会
で
優
勝
し
た
の
が
き
っ
か
け
…
。
１
年
の
時

か
ら
登
校
、
下
校
の
際
は
背
伸
び
し
て
歩
い
た
。
校
内
で
も

勿
論
の
事
、
革
靴
か
ら
運
動
靴
に
履
き
替
え
て
の
特
訓
だ
っ

た
、
ふ
く
ら
は
ぎ
は
パ
ン
パ
ン
に
…
練
習
に
さ
し
つ
か
え
る

事
も
あ
っ
た
が
…
こ
の
結
果
80
セ
ン
チ
の
ジ
ャ
ン
プ
力
が
90

セ
ン
チ
に
な
っ
た
。
更
に
砂
場
で
の
縄
跳
び
（
二
重
跳
び
）

が
効
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
プ
に
加
え
握
力
強
化
も

行
っ
た
。
軟
式
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
常
に
握
っ
て
い
た
。
そ
れ

と
電
車
の
つ
り
革
を
鷲
掴
み
に
…
な
ど
の
こ
と
を
実
践
、
60

キ
ロ
か
ら
80
キ
ロ
に
…
リ
ン
ゴ
を
丸
つ
ぶ
し
に
し
た
。
お
陰

で
バ
レ
ー
の
基
本
中
の
基
本
が
自
分
の
体
に
浸
み
込
ん
で
く

れ
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
。
当
時
は
就
職
難
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
大
学
の
引
き
も
有
り
、
明
治
大
学
に

進
学
す
る
事
が
出
来
た
。
先
輩
の
出
町
さ
ん
は
１
９
６
４
年

東
京
五
輪
の
主
将
と
し
て
活
躍
、（
第
三
商
業
、
明
治
そ
し

て
日
本
鋼
管
）
…
自
分
は
彼
の
後
追
い
人
生
、
１
９
６
２
年

第
４
回
ア
ジ
ア
大
会
に
は
共
に
参
加
６
、９
人
制
２
種
目
で

金
メ
ダ
ル
を
手
に
帰
国
！
高
校
大
学
そ
し
て
社
会
人
と
し
て

同
じ
と
こ
ろ
で
過
ご
し
た
の
は
我
々
だ
け
…
い
ま
だ
健
在
で

彼
の
後
の
自
分
は
次
男
坊
！
現
在
も
バ
レ
ー
と
は
縁
が
切
れ

な
い
自
他
と
も
に
認
め
る
バ
レ
ー
馬
鹿
！
当
時
は
就
職
難
！

バ
レ
ー
の
お
陰
で
現
在
過
ご
せ
る
事
は
果
報
者
！
以
上
取
り

と
め
も
な
い
事
を
記
し
ま
し
た
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。

2
0
1
9
年
４
月
吉
日

今
後
ど
こ
か
で
お
会
い
す
る
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
老
人
と
し
て

誰
か
の
為
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
語
り
部
と
し
て
後 
輩
た
ち
に
伝
授
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

    　

第
23
期　

市
川
忠
義

奇
跡
は
再
び
!
（
２
個
２
個
人
生
）

　

始
め
の
奇
跡
？
自
分
を
見
て
く
れ
た
占
い
師
の
話
…
運
命

的
な
星
の
下
に
生
ま
れ
て
い
る
…

1
9
6
2
年
第
４
回
ア
ジ
ア
大
会
の
事
…
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
こ
の
戦
い
に
は
６
人
制
、
９
人
制
２
種
目
が

開
催
。
第
３
回
は
昭
和
33
年
東
京
開
催
で
は
２
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
そ
れ
ぞ
れ
金
メ
ダ
ル
を
確
保
し
た
。
今
回
は
遠
征
費

節
約
で
１
チ
ー
ム
、
し
た
が
っ
て
６
、９
と
も
に
出
来
る
選

手
を
選
抜
し
て
戦
っ
た
結
果
共
に
金
メ
ダ
ル
を
確
保
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
時
限
り
だ
！

東
京
五
輪
新
種
目
と
な
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
そ
の
第
一
期

に
選
抜
さ
れ
た
中
に
主
将
の
出
町
先
輩
、
と
私
が
選
ば
れ

た
。
高
校
、
大
学
、
実
業
団
（
Ｎ
Ｋ
Ｋ
）
と
先
輩
の
後
追
い

人
生
も
運
命
か
？
同
窓
メ
ン
バ
ー
は
何
人
も
い
る
が
、
此
処

ま
で
の
関
係
は
皆
無
！
高
校
か
ら
大
学
に
進
学
し
た
人
は
バ

レ
ー
部
に
も
た
く
さ
ん
い
た
が
明
治
に
進
学
し
た
の
は
二
人

だ
け
、
そ
の
二
人
が
日
の
丸
を
つ
け
ら
れ
た
事
も
運
命
！
明

治
入
学
率
１
０
０
%
！
金
…
メ
ダ
ル
２
個

次
は
ゴ
ル
フ
…
ど
ん
な
事
？
連
続
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！
ギ
ネ

ス
も
の
の
記
録
に
遭
遇
。
バ
レ
ー
を
引
退
す
る
こ
ろ
ゴ
ル
フ

ブ
ー
ム
に
…
１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）か
ら
ク
ラ
ブ
を
握
っ

た
。
５
年
後
の
昭
和
46
年
５
月
１
日
・
と
こ
ろ
は
名
門
・
川

崎
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
ご
存
知
の
よ
う
に
ゴ
ル
フ
は
、
ア

ウ
ト
・
イ
ン
９
ホ
ー
ル
ず
つ
１
ラ
ウ
ン
ド
18
ホ
ー
ル
で
行
う

競
技
。
そ
こ
に
シ
ョ
ー
ト
・
２
、
ロ
ン
グ
・
２
、
ミ
ド
ル
・

５
の
合
計
ス
コ
ア
72
で
戦
う
。
そ
の
イ
ン
18
、
16
の
ハ
ー
フ

ラ
ウ
ン
ド
の
出
来
事
！
13
番
1
7
5
ヤ
ー
ド
（
７
番
ア
イ

ア
ン
）
昼
前
で
太
陽
が
ま
ぶ
し
い
。
良
い
方
向
に
ボ
ー
ル
は

飛
ん
だ
が
見
え
な
か
っ
た
。
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
の
声
（
入
っ

た
！
）、
び
っ
く
り
！
出
費
が
掛
か
る
の
で
黙
っ
て
お
こ
う

と
…
し
か
し
続
く
16
番
で
又
入
っ
た
。今
度
は
1
5
5
ヤ
ー

ド
８
番
ア
イ
ア
ン
で
…
こ
の
ま
ま
で
行
け
ば
こ
れ
ほ
ど
大
掛

か
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
後
続
に
ア
メ
リ
カ
の
記
者
が
い

た
の
で
世
界
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
昼
食
時
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
…
何
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
れ
ば
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
ア
ジ
ア
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
金
メ
ダ
ル
確
保
と
答
え

た
。
ジ
ャ
パ
ン
バ
レ
ー
代
表
の
記
録
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
へ
打
伝
さ
れ
た
。
連
休
中
だ
っ
た
の
で
連
休
明
け
に

は
日
本
の
各
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
テ
レ
ビ
以
外
の
報

道
で
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
。
全
国
の
仲
間
か
ら
の
電
話
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
今
昔
物
語

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
言
う
球
技
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の

は
、
今
か
ら
１
０
０
年
程
前
20
世
紀
始
め
と
言
わ
れ
て
い

る
。
当
時
は
９
人
制
が
主
流
、
そ
し
て
６
人
制
へ
と
移
行
し

て
き
た
。
自
分
も
今
か
ら
半
世
紀
程
前
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

出
合
っ
た
。

自
分
の
知
る
限
り
の
記
憶
を
基
に
思
い
起
こ
し
な
が
ら
以
下

述
べ
て
行
き
ま
す
。
何
処
ま
で
記
憶
が
定
か
か
は
兎
も
角
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
記
す
事
に
し
ま
し
た
。

９
人
制
は
極
東
ル
ー
ル
と
し
て
戦
後
大
い
に
普
及
、
戦
後
の

復
旧
糸
偏
景
気
か
ら
繊
維
関
係
の
会
社
が
熱
を
い
れ
、
女
子

の
方
は
日
本
の
大
手
紡
績
会
社
の
チ
ー
ム
が
活
躍
、
一
方
男

子
は
、
や
や
遅
れ
金
偏
景
気
に
よ
り
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
活
躍

し
て
い
た
。
勿
論
９
人
制
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
参
入
（
国
技
の
柔
道
と
共
に
）
…

そ
し
て
６
人
制
〈
国
際
ル
ー
ル
〉
の
時
代
を
迎
え
る
事
に
な

る
。
６
人
制
が
本
格
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
１
９
６
４
年
東
京
五
輪
の
正
式
種
目
に
な
っ
た
時
か

ら
、
そ
れ
以
前
に
も
世
界
友
好
大
会
（
１
９
５
７
年
モ
ス
ク

ワ
）
で
日
本
の
代
表
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
日
本
に

６
人
制
が
来
た
の
は
１
９
５
５
年
頃
、
早
稲
田
大
学
が
ア
メ

リ
カ
に
遠
征
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
来
た
事
か
ら
始
ま

る
。
当
時
の
ル
ー
ル
は
か
な
り
い
い
か
げ
ん
な
部
分
が
あ
っ

た
。
サ
ー
ブ
を
打
つ
ま
で
は
動
い
て
は
い
け
な
い
と
言
う
事

で
、
手
を
あ
げ
て
い
た
ら
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
止
ま
っ
て
い

た
。
不
自
然
な
感
覚
で
あ
っ
た
が
皆
信
じ
て
い
た
か
ら
面
白

い
。
そ
の
よ
う
な
時
代
を
経
て
、
１
９
６
０
年
ロ
ー
マ
五
輪

後
の
第
18
回
東
京
大
会
種
目
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
次
合
宿
が
香
川
県
丸
亀
市
に
て
行
わ
れ
た

の
は
１
９
６
１
年
３
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
強
化
合
宿

を
重
ね
東
京
大
会
と
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
多
難
な
出

来
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
事
に
し
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
武
者
修
行
…

　

時
は
１
９
６
１
年
、（
こ
の
年
ソ
連
の
人
工
衛
星
が
始
め

て
大
気
圏
に
飛
ん
だ
）
８
月
全
日
本
男
女
チ
ー
ム
が
２
か
月

に
渡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
遠
征
に
出
か
け
た
。
男
子
は
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
。
女
子
は
大
松
監
督
率
い
る
ニ
チ
ボ
ウ
貝

塚
。
当
時
の
飛
行
ル
ー
ト
は
南
回
り
の
み
、
２
昼
夜
か
け
て

最
初
の
宿
泊
地
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー
ン
に
着
く
、
こ
の

遠
征
先
は
共
産
圏
に
胸
を
借
り
る
目
的
か
ら
ソ
連
を
中
心
と

し
た
東
欧
諸
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
、

ソ
連
（
モ
ス
ク
ワ
、ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
、レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
渡
り
歩
い
た
。

そ
の
戦
跡
？
男
子
は
歴
史
に
残
る
22
戦
全
敗
だ
っ
た
。
女
子

は
ま
る
で
逆
の
全
勝
だ
っ
た
。
こ
の
遠
征
の
後
半
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
『
東
洋
の
魔
女
』
と
命
名
さ
れ
た
。

男
女
の
相
違
は
レ
ベ
ル
の
差
が
大
き
い
。〈
負
け
惜
し
み
で

は
あ
り
ま
せ
ん
〉

チ
ェ
コ
で
三
大
陸
選
手
権
大
会
に
参
加
（
後
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
）
女
子
は
優
勝
、男
子
は
最
下
位
の
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
遠
征
の
後
、
翌
年
世
界
選
手
権
が
行
わ
れ
結
果
五
位
、

そ
し
て
翌
１
９
６
３
年
東
京
五
輪
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ソ

連
を
招
き
３
‐
１
で
大
勝
し
、
本
番
を
迎
え
、
ソ
連
、
チ
ェ

コ
に
つ
い
で
日
本
は
３
位
と
な
っ
た
。
価
値
あ
る
銅
メ
タ
ル

だ
っ
た
と
思
う
。
女
子
は
ご
存
知
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
そ

し
て
メ
キ
シ
コ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
と
メ
ダ

ル
を
取
る
事
が
出
来
た
が
、
今
の
力
は
予
選
も
通
ら
ぬ
寂
し

い
有
様
。
身
体
も
大
き
く
な
り
、
力
も
外
国
勢
と
あ
ま
り
差

が
無
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
何
処
に
原
因
が
あ

る
の
か
?
理
解
し
が
た
い
も
の
だ
。

バ
レ
ー
の
取
組
み
方
…

　

我
々
の
時
代
は
、
９
人
制
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
６
人
制
を

学
ん
で
き
た
。
パ
ス
の
基
本
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
流
れ
に

於
い
て
は
、
バ
レ
ー
の
イ
ロ
ハ
＝
方
程
式
に
戸
惑
い
が
無

か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
初
め
か
ら
６
人
制
を
学
ん

で
き
た
人
た
ち
は
、
パ
ス
が
組
み
手
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
、
是

で
は
攻
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
無
駄
が
出
来
て
し
ま
う
。
こ
の

こ
と
の
理
解
が
未
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

従
っ
て
こ
れ
か
ら
の
選
手
作
り
に
於
い
て
は
、
先
ず
パ
ス
を

始
め
の
う
ち
に
意
識
さ
せ
る
事
が
大
切
だ
。
そ
の
た
め
に
も

子
供
の
頃
は
９
人
制
で
基
礎
固
め
か
ら
や
る
事
も
一
つ
の
方

法
と
思
う
。
打
つ
事
は
早
く
覚
え
る
も
の
で
す
。
パ
ス
、
レ

シ
ー
ブ
は
時
間
が
掛
か
る
も
の
で
す
。
し
っ
か
り
時
間
を
掛

け
て
覚
え
た
事
は
な
か
な
か
忘
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
の
時
に
イ
ロ
ハ
を
仕
込
ん
で
お
く
事
が
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
心
構
え
の
大
切
さ
！
…

自
分
が
選
ん
だ
種
目
〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉
好
き
だ
か
ら
や
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
や
る
か
ら
に
は
勝
ち
た
い
、
そ
の
気
持

が
練
習
に
向
け
、
練
習
の
量
が
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
の
だ

ろ
う
。時
間
を
作
り
、汗
を
流
し
、時
に
は
躓
く
事
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
好
き
な
も
の
へ
の
挑
戦
！
だ
か
ら
我
慢
も
し
、
涙
を

流
し
、
戦
う
の
だ
ろ
う
。
汗
の
多
さ
、
練
習
に
ど
れ
だ
け
時

も
半
端
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
良
か
っ
た
事
の
２
個
２

個
物
語
…
反
面
災
難
は
ア
キ
レ
ス
腱
断
絶
左
右
両
足
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
で
54
歳
と
67
歳
）
を
晩
年
切
っ
て
し

ま
っ
た
事
。
そ
し
て
最
大
の
ピ
ン
チ
は
喜
寿
を
迎
え
る
年
に

な
っ
て
膵
臓
癌
を
患
い
、
そ
の
４
年
後
に
再
発
。
今
で
は
膵

臓
を
全
部
摘
出
し
、
糖
尿
病
患
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
何

と
か
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
縁
は

切
れ
ず
、
今
で
も
大
学
の
面
倒
を
見
て
い
る
こ
と
が
健
康
の

源
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
に
投
校
を
と
思
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
…
五
輪
種
目
で
結

成
さ
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
第
１
回
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
遠
征
に
関
す
る
記
憶
メ
モ
！
そ
し
て
自
分
史
で
も
と

考
え
て
い
ま
す
宜
し
く　
　
　
　
　

２
０
１
９
年
5
月
吉
日 
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間
を
掛
け
た
か
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
力
と
な
っ
て
自
分
を

形
成
し
て
く
れ
て
い
る
。
根
性
だ
、
気
合
だ
と
昔
は
当
り
前

だ
っ
た
。
だ
が
今
で
も
必
要
な
事
な
の
だ
と
言
う
事
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
決
し
て
死
語
と
な
っ
て
は
い
な
い
事
を
改

め
て
自
覚
を
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

バ
レ
ー
の
イ
ロ
ハ
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う

* 

…
１
９
６
１
年
６
人
制
バ
レ
ー
の
コ
ー
チ
と
し
て
チ
ェ

コ
よ
り
キ
ン
ダ
ー
氏
を
招
い
た
！

各
地
で
講
習
会
を
開
き
皆
練
習
に
励
ん
だ
！
古
き
よ
き
時
代

で
あ
っ
た
。

武
者
修
行
の
思
い
出
・
あ
れ
こ
れ
!
…

　

1
9
6
1
年
８
月
半
ば
、
羽
田
空
港
を
発
つ
Ｓ
Ａ
Ｓ
航

空
の
４
発
機
に
搭
乗
、
一
路
目
的
地
に
向
か
う
。
こ
の
機
に

は
男
女
の
バ
レ
ー
チ
ー
ム
と
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
参
加
の
体

操
チ
ー
ム
が
同
乗
し
て
い
た
。
南
回
り
の
長
時
間
の
た
め
５

～
６
時
間
毎
に
給
油
が
必
要
、
初
め
は
タ
イ
・
バ
ン
コ
ッ
ク
、

次
は
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
ラ
チ
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
、
イ
タ

リ
ア
・
ロ
ー
マ
を
経
て
ウ
イ
ー
ン
に
着
い
た
。
ス
チ
ュ
ア
ー

デ
ス
は
ソ
バ
カ
ス
顔
の
ト
シ
マ
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
し
て
顔
の

印
象
は
漫
画
の
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
に
似
て
い
た
。（
声
も
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
嗄
れ
声
）
南
回
り
の
為
、
何
度
と
な
く
朝

食
の
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
４
～
５
時
間
毎
だ
っ
た
よ
う
に
思

え
た
。
ド
ナ
ル
ド
の
声
で
目
を
覚
ま
す
。
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
！ 

“
ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ 

ｏ
ｒ 

ｔ
ｅ
ａ
?
“
と

ネ
…
皆
寝
ぼ
け
眼
で
又
朝
飯
か
？
な
ん
て
言
い
な
が
ら
も
パ

ク
つ
い
た
も
の
で
し
た
。

　

給
油
の
為
各
空
港
で
２
時
間
ほ
ど
休
憩
、
体
が
な
ま
っ
て

は
と
軽
い
体
操
を
し
て
過
ご
し
た
。
体
操
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
も
同
様
に
動
い
て
い
た
。
中
に
は
機
内
で
逆
立
ち
を
し

て
い
た
選
手
も
い
た
。
空
港
で
は
外
に
出
る
わ
け
に
も
い
か

ず
、
構
内
で
過
ご
す
し
か
な
い
。
そ
の
匂
い
も
国
柄
か
ら
か

様
々
カ
ラ
チ
で
は
葉
巻
の
き
つ
い
香
り
、
気
持
が
悪
か
っ
た

の
は
壁
に
ヤ
モ
リ
が
沢
山
い
た
事
。
異
様
な
感
じ
が
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
間
〈
羽
田
か
ら
２
昼
夜
〉
が
経
過
し
て
よ
う

や
く
ヨ
ー
ロ
パ
の
ベ
ッ
ド
に
着
い
た
。
気
候
も
よ
く
す
が
す

が
し
い
朝
を
迎
え
た
。
１
日
を
市
内
観
光
に
費
や
し
た
。
戦

後
の
映
画
で
ウ
イ
ー
ン
を
舞
台
と
し
た
ス
パ
イ
物
『
第
３
の

男
』
が
有
っ
た
。
そ
の
中
で
公
園
の
観
覧
車
が
写
さ
れ
て
い

た
。
森
の
向
こ
う
に
そ
れ
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
市
役
所
の

中
庭
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
胸
像
を
見
学
。
翌
日
始
め
の
訪
問

地
で
あ
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
首
都
ソ
フ
ィ
ア
に
着
い
た
。
１
週

間
程
滞
在
し
次
の
地
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ブ
カ
レ
ス
ト
へ
移
動
、

ホ
テ
ル
の
中
庭
に
プ
ー
ル
が
、
其
処
で
は
当
時
珍
し
か
っ
た

ビ
キ
ニ
ス
タ
イ
ル
の
女
性
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
16
ミ

リ
カ
メ
ラ
で
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
眺
め
た
り
し
て
い
た
。
次

の
目
的
地
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
、
さ
す
が
工
業
国
と
い
わ
れ

る
大
都
会
だ
っ
た
。
此
処
で
は
人
見
絹
江
さ
ん
の
記
念
碑
を

見
学
、
試
合
は
全
て
負
け
の
面
白
く
な
い
遠
征
だ
っ
た
が
息

抜
き
に
は
良
か
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
ソ
連
は
モ
ス
ク
ワ
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
〈
バ
ル
チ
ッ
ク
湾
に
そ
そ
ぐ
ピ
ヨ
ト
ル

宮
殿
か
ら
の
運
河
〉、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
試
合
会
場

は
驚
き
だ
っ
た
。
何
と
競
輪
場
に
枕
木
を
配
し
た
コ
ー
ト
で

の
ゲ
ー
ム
、
是
で
は
転
ぶ
事
も
出
来
な
い
。
と
げ
だ
ら
け
の

お
粗
末
な
コ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ
こ
で
日
の
丸
を
つ
け
た
選
手

が
戦
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
と
不
思
議
な
気
が
す
る
と
同
時

に
滑
稽
だ
っ
た
。
チ
ェ
コ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
の
移
動
は
初
め

て
ジ
ェ
ッ
ト
機
〈
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
〉
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル

気
圧
の
関
係
で
万
年
筆
の
イ
ン
ク
が
漏
れ
Ｙ
シ
ャ
ツ
を
汚
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
共
産
圏
最
後
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル

シ
ャ
ワ
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
と
は
少
し
異
な
っ
た
雰
囲
気
を

感
じ
た
。
共
産
圏
と
は
言
え
個
人
企
業
（
少
人
数
の
場
合
）

が
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
町
は
綺
麗
に
整
い
道
行
く
女
性

も
美
し
く
見
え
た
。
町
の
人
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
こ
の
国

の
格
言
で
『
食
わ
ぬ
と
も
着
飾
れ
！
』
と
い
う
風
習
が
あ
る

ら
し
い
。他
の
共
産
圏
諸
国
と
は
大
い
に
異
な
る
点
で
あ
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
り
を
感
じ
た
。
後
で
尋
ね
た
フ
ラ

ン
ス
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
も
思
え
た
。

小
パ
リ
と
言
わ
れ
る
町
の
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
町
の
表
は
こ
の

よ
う
に
見
え
た
が
、
一
方
裏
を
覗
く
と
砲
弾
の
後
が
生
々
し

い
。
第
二
次
大
戦
で
ド
イ
ツ
に
往
復
ビ
ン
タ
を
食
ら
っ
て
い

た
事
が
は
っ
き
り
と
伺
え
た
。
１
ヵ
月
半
の
共
産
圏
か
ら
自

由
圏
に
入
っ
た
の
は
10
月
初
旬
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
に
着
い
た
。
ま
る
で
お
上
り
さ
ん
、
ネ
オ
ン
輝
く

大
都
会
に
皆
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
何
処
に
視
線
が
あ
る
の
や
ら

…
そ
れ
か
ら
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
を
経
由
し
て
最
後
は
香
港
へ
此
処
で
９
人

制
の
ゲ
ー
ム
を
２
日
行
い
帰
国
し
た
。
２
ヶ
月
と
言
う
長
旅

だ
っ
た
が
無
事
帰
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
食
事
も
大
変
な
事
が
あ
っ
た
り
、
南
京
虫
に
や
ら
れ
て

忙
し
か
っ
た
り
、
何
か
と
思
い
出
多
い
遠
征
だ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
戦
跡
に
光
る

も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

遠
征
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

項
で
は
こ
の
位
に
し
て
お
き
ま
す
。

後
記
載
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
サ
ー
カ
ス
の
見
物
や
ポ
ラ
ロ
イ

ド
カ
メ
ラ
に
人
だ
か
り
が
し
た
事
。
そ
し
て
シ
ョ
パ
ン
の
生

家
を
見
学
し
た
事
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
疲
れ
た
合
間
の
憩
い

の
ひ
と
時
等
が
思
い
出
さ
れ
る
。
当
時
は
な
か
な
か
海
外
に

行
く
事
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た

お
陰
で
思
い
も
よ
ら
ぬ
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
よ
き
時
代
に

も
恵
ま
れ
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
日
66
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上 

２
０
０
３
年
5
月
23
日 

全
日
本
チ
ー
ム
結
成
！

　

1
9
6
4
年
五
輪
東
京
大
会
に
新
種
目
と
し
て
参
入
し

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
柔
道
と
共
に
）初
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
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は
実
業
団
選
手
権
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
直
後
の
６
月
の
こ

と
。 

監
督
は
坂
上
氏
、
コ
ー
チ
・
兼
選
手
：
松
平
、
出
町

主
将
〔
日
本
鋼
管
〕 

津
田
・〔
東
レ
〕、
小
山
〔
富
士
フ
ィ
ル

ム
〕、
谷
中
、
深
川
、
市
川
〔
日
本
鋼
管
〕、
松
本
〔
シ
チ
ズ

ン
〕
片
岡
〔
八
幡
製
鉄
〕、
当
間
〔
松
下
電
器
〕、
南
〔
旭
化

成
〕、
小
瀬
戸
〔
帝
人
三
原
〕
選
手
11
名
。

８
月
か
ら
の
武
者
修
行
の
た
め
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
遠
征
が

計
画
さ
れ
て
い
た
。

結
成
か
ら
２
ヶ
月
足
ら
ず
の
全
日
本
チ
ー
ム
、
ル
ー
ル
も
ま

だ
認
識
不
足
の
時
期
で
あ
っ
た
。
選
手
の
殆
ど
が
攻
撃
者
…

果
た
し
て
戦
う
集
団
が
完
成
す
る
の
か
？
難
し
い
環
境
で

あ
っ
た
が
、
時
間
経
過
に
つ
れ
見
ら
れ
る
チ
ー
ム
ま
で
に

育
っ
て
き
た
。

ど
の
よ
う
な
練
習
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
暗
中
模
索
の
練
習

に
明
け
暮
れ
た
。
毎
月
２
週
間
の
合
宿
計
画
だ
っ
た
が
、
前

半
１
週
間
は
若
手
中
心
の
合
宿
、
こ
れ
に
参
加
し
た
の
は
当

間
、
南
、
小
瀬
戸
、
松
本
、
市
川
の
５
名
、
サ
ー
ブ
レ
シ
ー

ブ
主
体
の
練
習
だ
っ
た
。
攻
撃
者
の
レ
シ
ー
ブ
は
見
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
ま
と
も
に
ボ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出

来
な
か
っ
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
何
本
サ
ー
ブ
を
打
ち
続
け
た

こ
と
か
？
南
、
小
瀬
戸
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
翌
年
東
ド
イ
ツ
で
行
な
わ
れ
た
世
界
選
手
権
に
５
位

と
な
っ
た
こ
と
で
練
習
の
成
果
が
証
明
さ
れ
た
。
東
欧
諸
国

へ
の
遠
征
結
果
は
歴
史
に
残
る
22
戦
全
敗
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
体
験
か
ら
１
９
７
２
年
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の

五
輪
で
は
金
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
ま

で
の
足
跡
は
…
１
９
６
３
年
プ
レ
五
輪
で
は
ソ
連
を
招
き
全

日
本
チ
ー
ム
が
初
勝
利
し
た
。
翌
年
の
五
輪
本
番
で
も
ソ
連

を
破
り
３
位
と
な
る
。
次
期
五
輪
は
メ
キ
シ
コ
大
会
、
こ
れ

に
向
け
日
本
リ
ー
グ
を
結
成
、
大
型
選
手
を
育
て
る
こ
と
で

２
位
を
確
保
し
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
ド
イ
ツ
大
会
の
優
勝

が
生
ま
れ
て
い
る
。

我
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
生
を
省
み
て
！

（
出
会
い
・
現
役
時
代
・
引
退
そ
し
て
現
代
に
至
る
・
・

１
９
５
１
年
か
ら
２
０
１
８
年
）

　

我
が
人
生
を
振
り
返
っ
て
の
物
語
の
始
ま
り
…
思
い
出
を

も
と
に
記
し
て
み
た
。

パ
ー
ト
＝
１　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
の
初
対
面
は
、
中
学
２
年

（
1
9
5
1
年
＝
昭
和
26
年
）
の
校
内
球
技
大
会
だ
っ
た
。

（
当
時
は
柔
道
部
に
所
属
）
…
ガ
キ
大
将
の
多
か
っ
た
ク
ラ

ス
、こ
こ
で
優
勝
し
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
今
日
に
至
る
。

そ
し
て
高
校
に
入
り
本
格
的
な
バ
レ
ー
と
取
り
組
ん
だ
！
高

校
は
都
内
で
も
名
門
だ
っ
た
都
立
第
三
商
業
高
校
。先
輩（
出

町
さ
ん
）
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
に
参
加
し
て
卒

業
、
１
年
の
時
は
大
し
た
成
績
を
収
め
る
事
が
出
来
な
か
っ

た
が
、
２
年
生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
り
全
て
の
大
会
で
は
決

勝
戦
ま
で
進
む
事
が
出
来
た
が
全
国
大
会
ま
で
の
力
は
な
く

過
ご
し
た
。

３
年
生
の
時
に
は
当
時
大
型
の
チ
ー
ム
と
し
て
全
区
大
会
の

経
験
が
あ
る
立
教
大
学
付
属
高
校
に
勝
利
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
、
２
回
戦
で
地
元
神
戸
高
校
に
敗
れ
た
、
こ
の
時

の
決
勝
戦
は
兵
庫
県
同
士
の
戦
い
で
琴
ケ
丘
高
校
が
優
勝
。

こ
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
た
深
川
君
・
奥
君
た
ち
と
の
出

会
い
が
今
日
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
向
か
い
合
っ
て
過
ご
し

て
こ
ら
れ
た
大
き
な
原
因
・
財
産
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

卒
業
後
明
治
大
学
に
入
学
し
た
の
は
１
９
５
６
年
（
昭
和
56

年
）
の
事
。

パ
ー
ト
＝
２　

明
治
大
学
か
ら
日
本
鋼
管
に
至
る
時
代
の
物

語
…

　

大
学
時
代
に
は
日
本
の
バ
レ
ー
ル
の
主
体
は
９
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
だ
っ
た
。
東
京
五
輪
に
新
種
目
と
し
て
登
場
し

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
国
技
の
柔
道
と
と
も
に
登
場
す
る
事
に

決
ま
っ
た
の
は
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
で
あ
る
。

学
生
時
代
の
戦
績
は
…
リ
ー
グ
戦
７
連
覇
、
連
勝
記
録
を
塗

り
替
え
た
。
全
国
大
会
と
し
て
の
記
録
は
1
年
の
時
イ
ン
カ

レ
決
勝
戦
で
関
西
学
院
に
敗
れ
た
、
そ
の
他
関
東
綜
合
選
手

権
大
会
や
天
皇
杯
に
参
加
し
た
が
主
だ
っ
た
記
録
は
定
か
で

は
な
い
。

１
年
生
の
時
は
ほ
と
ん
ど
球
拾
い
の
日
々
に
追
わ
れ
て
い
た

が
、
２
年
生
で
補
欠
と
し
て
全
国
大
会
に
参
加
す
る
事
が
出

来
た
。

３
年
生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
中
衛
セ
ン
タ
ー
に
抜
擢
さ
れ
）
と

し
て
認
め
ら
れ
た
。こ
こ
か
ら
が
全
盛
期
の
戦
い
が
始
ま
る
。

リ
ー
グ
戦
は
勿
論
連
覇
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
…
こ
の
よ
う
な
時

代
の
中
心
で
良
い
働
き
が
出
来
た
事
は
健
康
で
あ
っ
た
体
と

思
っ
て
い
る
。

イ
ン
カ
レ
は
残
念
な
事
に
決
勝
戦
の
結
果
は
ま
た
ま
た
宿
敵

関
西
学
院
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
敗
れ
た
原
因
に
つ
い
て
は

後
で
詳
し
く
伝
え
る
。

全
国
に
繋
が
る
大
会
で
の
関
東
綜
合
大
会
、
天
皇
杯
の
成
績

は
ベ
ス
ト
４
以
上
の
成
績
を
収
め
て
い
る
。

４
年
生
で
は
天
皇
杯
の
準
決
勝
戦
で
の
戦
い
相
手
は
当
時
の

日
本
第
１
位
の
力
あ
る
住
金
チ
ー
ム
こ
の
チ
ー
ム
に
は
名
将

一
時
は
世
界
に
通
じ
る
よ
う
な
戦
い
が
出
来
る
の
か
？
本
気

で
考
え
て
き
た
全
日
本
、
女
子
が
東
京
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を

確
保
し
て
人
気
も
上
が
り
、
ド
イ
ツ
大
会
に
繋
が
っ
た
こ
と

と
思
っ
て
い
る
。
や
が
て
ル
ー
ル
改
正
に
よ
り
お
家
芸
の
小

技
が
外
国
の
パ
ワ
ー
に
押
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
残

念
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
改
革
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
昔
の
よ

う
な
戦
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
も
決
ま
る
。
ど
こ
ま
で
戦
え
る

チ
ー
ム
が
出
来
上
が
る
か
は
難
し
い
と
思
う
が
、
決
し
て
あ

わ
て
る
こ
と
は
無
い
。
近
い
将
来
再
び
日
の
目
が
当
た
る
こ

と
を
信
じ
て
基
本
の
充
実
か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し
い
も
の

だ
!  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
年
12
月 
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西
田
さ
ん
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
大
会
優
勝
で
エ
ー
ス
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
主
砲
の
松
永
さ
ん
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
チ
ー
ム

と
準
決
勝
戦
で
戦
い
惜
敗
し
た
事
が
胸
に
何
時
ま
で
も
残
っ

て
い
る
。
明
治
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
大
砲
役
の

当
間
君
、
速
攻
の
名
手
だ
っ
た
川
崎
君
の
二
人
が
今
で
言
う

熱
中
症
に
よ
り
力
は
半
減
し
て
の
戦
い
が
実
に
残
念
で
な
ら

な
い
。

そ
の
結
果
が
秋
の
リ
ー
グ
戦
に
繋
が
り
８
連
覇
の
夢
が
途
切

れ
た
。
こ
れ
が
原
因
で
成
績
は
７
勝
３
敗
同
率
で
の
２
位
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
上
が
学
生
時
代
の
戦
績
。

こ
の
結
果
が
認
め
ら
れ
て
昭
和
の
明
治
時
代
が
築
か
れ
た
事

は
事
実
！

パ
ー
ト
＝
３　

明
治
大
学
を
卒
業
後
日
本
鋼
管
に
入
社
、
こ

れ
か
ら
が
大
き
な
時
代
に
…
五
輪
に
参
戦
、
世
界
選
手
権
の

戦
い
な
ど
世
界
に
繋
が
る
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
五
輪
を
迎
え

る
事
に
な
る
。
実
業
団
で
の
成
績
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く

記
す
。

こ
れ
ま
で
に
至
る
も
ろ
も
ろ
に
つ
い
て
は
…
次
の
様
な
こ
と

で
あ
る
。

先
ず
入
社
以
前
に
鋼
管
の
選
手
と
し
て
海
外
遠
征
が
行
わ

れ
、
新
人
と
し
て
翌
年
か
ら
一
人
前
の
社
会
人
と
な
る
自
分

た
ち
を
共
に
香
港
、
台
湾
遠
征
に
同
行
出
来
た
事
は
大
変

ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

社
会
人
一
年
目
の
戦
績
は
…
初
戦
が
例
年
行
わ
れ
て
い
る
都

市
対
抗
戦
、
会
場
は
常
に
大
阪
府
立
体
育
館
と
決
ま
っ
て
い

た
。
初
戦
は
簡
単
に
結
果
を
出
し
て
き
た
が
決
勝
戦
は
実
業

団
チ
ー
ム
で
一
番
の
八
幡
製
鉄
（
現
在
の
堺
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

２
対
１
で
の
惜
敗
だ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
他
の
大
会
す
べ
て

に
優
勝
を
独
占
す
る
事
が
出
来
た
。

日
本
一
の
戦
い
は
今
年
か
ら
続
き
昭
和
の
黄
金
期
を
作
り
上

げ
た
。

五
輪
種
目
と
し
て
初
め
て
選
抜
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
女
子

は
ニ
チ
ボ
ウ
貝
塚
単
独
チ
ー
ム
、
男
子
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
と
し
て
誕
生
そ
の
一
期
生
と
な
る
。
こ
の
中
か
ら
第
18
回

東
京
大
会
に
選
ば
れ
る
事
を
信
じ
て
世
界
と
戦
っ
て
き
た

が
、
残
念
な
事
に
五
輪
参
加
は
夢
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
事

が
心
残
り
で
な
ら
な
い
。

大
型
化
を
目
的
に
選
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
の
事
で
仕
方
が
な
い

こ
と
と
は
思
う
が
国
の
方
針
に
は
逆
ら
え
な
い
。

当
時
の
メ
ン
バ
ー
で
現
存
し
て
い
る
中
で
は
自
分
が
年
齢
的

に
は
次
男
坊
的
存
在
！

仲
間
の
殆
ど
の
先
輩
た
ち
は
存
在
な
く
、
五
輪
主
将
の
出
町

さ
ん
に
続
い
て
の
年
と
な
る
。
同
期
の
仲
間
も
少
な
く
な
り

後
輩
た
ち
の
減
少
に
は
悲
し
い
思
い
出
で
一
杯
な
気
持
ち

だ
。
国
体
は
５
年
連
続
出
場
し
優
勝
３
回
、
２
位
が
２
回
と

確
率
は
一
番
だ
！ 

実
業
団
選
手
権
大
会
は
現
役
中
に
３
度

の
優
勝
、
都
市
対
抗
は
２
回
天
皇
杯
２
回
が
あ
る
。
そ
の
他

と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
の
優
勝
、
国
内
に
関
し
て
は
異
常
だ
が
国

際
試
合
で
の
成
績
は
、
第
4
回
ア
ジ
ア
大
会
で
の
６
、９
人

制
に
参
加
し
て
共
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
た
。

プ
レ
五
輪
で
は
最
高
峰
で
あ
る
ソ
連
を
招
き
３
対
１
で
の
勝

利
を
収
め
る
事
が
出
来
た
。
１
９
６
１
年
に
２
ヶ
月
間
に
わ

た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
で
は
歴
史
に
残
る
不
名
誉
な
戦
績

（
22
戦
全
敗
）
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
成
績
は
…
翌
年

開
催
さ
れ
た
世
界
選
手
権
は
５
位
。

そ
し
て
プ
レ
五
輪
に
至
り
１
９
６
４
年
の
本
番
を
迎
え
、
結

果
３
位
の
銅
メ
ダ
ル
を
確
保
。
東
京
に
続
い
て
メ
キ
シ
コ
五

輪
の
２
位
と
上
に
向
か
っ
て
の
進
撃
は
続
き
、
1
9
7
2

年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
夢
に
ま
で
見
た
優
勝
に
手
が
届
い

た
。
こ
れ
で
３
大
会
に
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
３
段
跳
び
の

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
が
で
き
た
事
に
な
る
。

そ
の
後
に
お
い
て
の
五
輪
は
惨
憺
た
る
結
果
だ
!
そ
の
後

の
現
況
で
メ
ダ
ル
は
届
か
な
い
あ
り
さ
ま
だ
！
参
加
も
出
来

な
い
事
は
さ
み
し
い
限
り
！
東
京
五
輪
の
後
に
は
日
本
の
技

術
も
認
め
ら
れ
た
が
、
ル
ー
ル
改
正
が
毎
回
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
事
が
日
本
を
弱
く
し
た
一
因
だ
と
思
う
。
外
人
向
け
の

力
の
バ
レ
ー
に
変
貌
し
て
き
た
。

や
が
て
２
回
目
の
東
京
五
輪
２
０
２
０
年
を
迎
え
る
事
に
な

る
が
、
果
た
し
て
前
回
収
め
た
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

1
9
6
7
年
日
本
リ
ー
グ
発
足
！
当
時
は
６
チ
ー
ム
で
の

戦
い
。
参
加
チ
ー
ム
は
八
幡
製
鉄
、
松
下
電
器
、
日
本
鋼
管
、

専
売
広
島
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
、
住
友
金
属
…
２
部
と
し
て
の

実
業
団
リ
ー
グ
が
結
成
さ
れ
た
。

一
回
目
の
成
績
順
位
は
八
幡
製
鉄
が
優
勝
し
幕
を
閉
じ
た
！

翌
年
は
日
本
鋼
管
の
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
。
五
輪
以
外
の

全
て
の
メ
ダ
ル
を
手
に
し
て
引
退
出
来
た
事
は
運
の
強
さ
に

加
え
、
良
き
時
代
に
生
ま
れ
結
果
こ
の
よ
う
な
環
境
に
な
っ

た
と
思
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
大
き
く
感
謝
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
＝
４　

そ
の
後
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
？

　

引
退
後
は
社
業
に
専
念
し
て
い
た
が
、母
校
（
明
治
大
学
）

が
２
部
か
ら
３
部
に
降
格
し
、
影
の
コ
ー
チ
と
し
て
１
部
復

活
に
携
わ
り
何
と
か
１
部
に
戻
る
事
が
出
来
た
。
1
9
5
6

年
の
事
…
春
リ
ー
グ
で
３
部
に
落
ち
、
そ
の
年
の
秋
リ
ー
グ

で
２
部
へ
昇
格
、
翌
年
春
２
部
で
入
れ
替
え
戦
の
結
果
現
在

の
筑
波
大
学
を
破
っ
て
１
部
に
復
帰
。
こ
の
年
の
イ
ン
カ
レ

で
は
３
位
と
な
る
。
更
に
こ
の
頃
は
大
変
忙
し
か
っ
た
。
日

本
リ
ー
グ
を
目
指
し
て
い
た
日
本
電
気
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
の
影
の

コ
ー
チ
も
し
て
い
た
。
監
督
の
角
田
さ
ん
は
出
町
さ
ん
と
同

期
の
先
輩
、
自
身
に
６
人
制
の
経
験
が
な
い
の
で
頼
ま
れ
て

の
仕
事
だ
っ
た
が
５
年
経
過
し
た
と
き
に
は
リ
ー
グ
に
上
が

り
Ｖ
リ
ー
グ
を
取
る
ま
で
に
育
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
後
は
じ
じ
ば
ば
バ
レ
ー
で
61
歳
ま
で
と
50
代
に
開
催
さ

れ
て
い
た
国
体
の
シ
ニ
ア
部
門
で
常
に
東
京
代
表
と
し
て
バ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
し
て
母
校
が
再
び
３
部
に
降
格

し
た
時
先
輩
か
ら
の
依
頼
で
明
治
の
同
期
生
だ
っ
た
海
野
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（
東
レ
）
と
共
に
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
海
野
監
督
の
も

と
で
コ
ー
チ
を
務
め
現
在
の
基
盤
を
築
い
た
。
学
校
の
選
考

基
準
が
昔
と
変
わ
り
推
薦
制
度
が
広
が
っ
た
事
が
大
き
く
力

と
な
っ
て
今
日
の
成
績
が
出
来
り
上
が
り
現
在
に
繋
が
っ
て

い
る
事
は
確
か
だ
！

来
年
は
元
号
も
新
た
に
制
定
さ
れ
る
年
！
古
豪
明
治
の
復
活

も
夢
で
は
な
く
な
っ
て
来
た
事
は
事
実
だ
！
新
し
き
歴
史
に

向
か
い
進
め
明
治
の
横
断
幕
を
是
非
実
現
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

追
加
と
し
て
今
ま
で
の
勝
敗
に
関
す
る
思
い
出
に
つ
い
て
記

す
！

勝
ち
試
合
は
多
か
っ
た
が
、
記
憶
に
残
る
よ
う
な
戦
い
は
ほ

と
ん
ど
覚
え
て
い
る
。

お
そ
ら
く
勝
率
は
学
業
と
異
な
り
最
優
秀
と
記
憶
し
て
い
る

勝
率
と
し
て
は
９
割
を
軽
く
超
え
て
い
て
だ
ろ
う
。（
バ
レ
ー

に
関
し
て
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
の
？
）

勝
利
記
憶
で
の
戦
い
は
卒
業
し
た
年
の
天
皇
杯
、
こ
こ
で
母

校
と
戦
い
、
何
と
か
優
勝
し
た
フ
ル
セ
ッ
ト
の
僅
差
で
の
勝

利
が
一
番
の
思
い
出
か
？

こ
の
他
は
負
け
試
合
！
１
９
５
８
年
の
天
皇
杯
で
は
関
西
学

院
と
の
準
決
勝
戦
で
自
分
が
試
合
中
に
痙
攣
を
起
こ
し
て

の
敗
退
、
先
に
記
し
た
４
年
生
の
時
の
天
皇
杯
、
そ
し
て

１
９
６
２
年
の
天
皇
杯
で
東
レ
と
決
勝
が
行
わ
れ
フ
ル
セ
ッ

ト
の
接
戦
だ
っ
た
が
、
惜
敗
し
た
原
因
は
自
分
の
単
純
ミ
ス

だ
っ
た
事（
外
へ
サ
ー
ブ
を
打
っ
た
）ア
ウ
ト
オ
ブ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
は
ず
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
が
ミ
ス
に
な
る
。
相
手

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
一
つ
違
っ
て
い
た
に
も 

か
か
わ
ら
ず
認

め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
事
は
残
念
！

以
上
が
自
分
の
体
験
談
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
自
分

の
足
跡
を
見
つ
め
る
機
会
が
出
来
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
感
謝

す
る
事
と
思
っ
て
い
る
。
今
ま
で
の
体
験
を
も
と
に
我
々
の

仕
事
は
次
世
代
へ
の
語
り
部
と
し
て
の
仕
事
で
は
な
か
ろ
う

か
？
と
常
に
感
じ
て
い
る
。
世
の
語
り
部
と
し
て
今
後
行
脚

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
健
康
管
理
と
共
に
働
く
事
が
こ
の
上
な

い
幸
せ
と
思
っ
て
い
る
。
人
は
な
ぜ
そ
こ
ま
で
の
め
り
込
ん

で
い
る
の
か
と
の
意
見
を
耳
に
す
る
が
、
自
分
と
し
て
の
回

答
は
い
つ
も
バ
レ
ー
が
好
き
な
ん
だ
と
言
い
、
一
生
バ
レ
ー

馬
鹿
に
徹
す
る
事
が
出
来
れ
ば
日
本
一
の
果
報
者
と
し
人
生

を
送
れ
る
事
が
最
高
な
人
生
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
平
成
最
後
の
暮
れ
に
際
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を

記
し
て
み
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
８
年
12
月
吉
日

＊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
心
を
求
め
て
、
バ
レ
ー
哲
学
に
魅
せ
ら

れ
て
の
人
生
は
悔
い
な
き
こ
と
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
…

以
上
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中
心
に
考
え
た
自
分
史
と
も
言
え
る
コ

メ
ン
ト
で
す
。

自
分
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
！

　

東
京
生
ま
れ
、
田
舎
が
な
い
９
代
目
の
江
戸
っ
子
！
（
母

方
か
ら
み
て
…
母
の
先
祖
は
藏
前
で
札
差
業
を
営
ん
で
い

た
）
1
9
3
7
年
（
昭
和
12
年
）
５
月
23
日
生
ま
れ
、
墨

田
区
亀
沢
２
丁
目
で
産
湯
を
つ
か
っ
た
。
昔
は
本
所
双
葉
町

と
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
。

関
東
大
震
災
（
大
正
12
年
９
月
１
日
）、
第
２
次
大
戦
の
下

町
大
空
襲
（
昭
和
20
年
３
月
10
日
）
に
合
っ
た
と
こ
ろ
だ
！

小
学
校
は
軍
事
下
だ
っ
た
の
で
国
民
小
学
校
、
昭
和
19
年
４

月
に
入
学
こ
の
頃
に
な
る
と
本
土
に
も
ア
メ 

リ
カ
軍
の
飛

行
機
が
飛
来
し
て
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
毎

日
、
学
校
へ
行
っ
て
も
授
業
は
あ
ま
り
出
来
な
か
っ
た
。
給

食
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
も
ら
っ
て
帰
宅
す
る
事
が
多
か
っ
た
。

当
時
高
学
年
は
縁
故
疎
開
で
東
北
や
信
越
へ
…
自
分
は
低
学

年
だ
っ
た
の
で
親
せ
き
へ
…

祖
母
の
実
家
の
埼
玉
へ
…
そ
し
て
翌
年
敗
戦
を
迎
え
６
年
の

夏
に
東
京
へ
戻
っ
た
。
焼
け
跡
だ
ら
け
の
故 

郷
へ
…

小
学
校
は
入
学
し
た
と
こ
ろ
で
卒
業
。
両
国
中
学
に
進
む
！

こ
こ
で
出
会
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
高
校
に
入
り
本
格
的
に

バ
レ
ー
に
取
り
組
ん
だ
！
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
標
と
し
て
皆

で
夢
見
な
が
ら
何
と
か
目
的
を
果
た
す
事
が
出
来
た
。
そ
し

て
大
学
へ
…
母
校
明
治
は
リ
ー
グ
戦
の
連
覇
記
録
を
た
て
当

時
は
昭
和
の
明
治
時
代
と
言
わ
れ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
お
陰
で
就
職
は
願
っ
て
も
な
い
企
業
に
入

る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
は
就
職
難
の
時
代
？
特
に
片
親
の

場
合
は
か
な
り
困
難
だ
っ
た
。
自
分
は
幸
運
に
恵
ま
れ
目
的

以
上
の
幸
せ
を
味
わ
う
事
が
出
来
た
（
父
は
32
歳
で
戦
死
）。

お
袋
が
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
。
親
に
対
す
る
恩
返
し
の
一
部

が
出
来
た
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
入
社
し
た
チ
ー
ム
は
当
時
日
本
一
の
日
本
鋼
管
、
こ

こ
で
ほ
と
ん
ど
の
大
会
を
優
勝
す
る
事
が
出
来
全
日
本
チ
ー

ム
の
代
表
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
東
京
五
輪
（
昭
和
39
年
第

18
回
大
会
に
新
種
目
と
し
て
国
技
の
柔
道
と
と
も
に
参
加
す

る
事
に
な
り
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
一
員
と
し
て
東
欧
諸
国
へ
の

武
者
修
行
に
行
く
…
（
1
9
6
1
年
８
月
）

翌
37
年
８
月
は
ア
ジ
ア
大
会
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル

タ
）
優
勝
、
９
月
は
東
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
５

位
、
38
年
プ
レ
五
輪
は
最
強
だ
っ
た
ソ
連
を
招
い
て
優
勝
、

こ
の
勢
い
で
東
京
五
輪
を
迎
え
る
が
結
果
は
３
位
と
な
る
。

そ
の
後
の
五
輪
の
結
果
は
メ
キ
シ
コ
で
２
位
、
1
9
7
2

年
の
ド
イ
ツ
大
会
で
は
男
子
が
初
め
て
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た

が
、
そ
の
後
は
メ
ダ
ル
に
届
く
事
は
な
か
っ
た
。

自
分
の
バ
レ
ー
人
生
は
実
業
団
で
９
年
の
現
役
を
行
い
20
歳

か
ら
31
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
試
合
に
参
加
、
殆
ど
金
メ
ダ
ル

を
確
保
す
る
事
が
出
来
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
後
仕
事
を
終
え
母
校 

の
コ
ー
チ
を
何
年
か
し
て

退
く
…

良
く
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
だ
と
感
心
す
る
ば

か
り
…

こ
れ
か
ら
は
歴
史
の
語
り
部
と
し
て
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
９
年
4
月
吉
日
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
心
理
！　

ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ
が
、
技
術
の
大
切
さ
は
言

う
ま
で
も
な
く
勿
論
の
こ
と
、
し
か
し
心
理
面
の
気
持
ち
が

よ
り
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

自
分
の
体
験
か
ら
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
精
神
面
の

方
が
勝
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
？
優
勝
し

た
時
の
記
憶
が
以
外
と
乏
し
か
っ
た
事
に
対
し
、
負
け
た
時

の
試
合
に
つ
い
て
は
色
々
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
ミ
ス

し
た
悔
み
な
ど
が
…
こ
れ
は
勝
ち
た
い
気
持
ち
の
空
回
り
、

心
の
雑
念
が
夢
の
答
え
に
届
か
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
言
う
球
技
は
、
相
手
と
ネ
ッ
ト
で
仕
切
ら

れ
て
い
る
。

味
方
の
事
も
視
野
に
入
れ
で
の
仕
事
（
繋
ぎ
）
を
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
瞬
時
の
運
動
、
そ
こ
で
予
測
の
必
要
性
を

体
に
記
憶
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
瞬
時
の
事
に
対
応
出

来
な
け
れ
ば
ボ
ー
ル
は
繋
が
ら
な
い
。
そ
し
て
工
夫
を
…
ど

の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
、
ボ
ー
ル
が
上
手
く
繋
が
る
か
？
更

に
記
憶
が
大
事
な
要
素
！
言
葉
だ
け
で
は
判
り
に
く
い
と
思

う
が
、
練
習
を
重
ね
る
こ
と
で
自
分
の
大
き
な
財
産
と
な
る

の
で
鍛
え
続
け
て
ほ
し
い
。

勝
利
の
方
程
式
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
厳
し
い
練
習

に
耐
え
、
練
習
で
培
っ
た
自
信
と
勇
気
を
持
っ
て
負
け
な
い

ぞ
！
と
言
う
気
持
ち
が
有
れ
ば
勝
利
へ
の
確
立
は
高
ま
る
。

勝
負
は
時
の
運
！
と
言
わ
れ
る
が
、
確
か
運
も
左
右
す
る
事

を
経
験
し
て
き
た
。
勝
負
は
下
駄
を
履
く
ま
で
判
ら
な
い
。

決
し
て
最
後
の
最
後
ま
で
油
断
す
る
こ
と
な
く
集
中
力
を
持

続
し
て
戦
い
抜
く
心
構
え
が
大
事
な
こ
と
。
気
持
ち
と
し
て

は
、
こ
こ
ま
で
練
習
を
し
て
き
た
と
言
う
自
負
心
も
大
切
な

要
素
！
勝
負
は
相
手
と
の
戦
い
で
は
あ
る
が
、
己
に
勝
つ
精

神
面
の
強
さ
を
養
う
事
が
大
事
だ
！

気
持
ち
を
楽
に
し
て
、
力
を
抜
い
て
、
落
ち
着
い
て
戦
え
等

と
周
り
は
そ
れ
な
り
に
選
手
に
声
を
掛
け
る
が
、
や
る
の
は

選
手
＝
良
い
環
境
で
戦
わ
せ
る
事
を
周
り
の
者
は
考
え
て
伝

え
る
こ
と
が
大
事
。

試
合
に
な
っ
た
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来
れ
ば
良
い
が
、
あ
ま
り

神
経
質
に
な
ら
は
い
こ
と
が
勝
利
に
繋
が
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
環
境
を
整
え
る
の
は
選
手
＝
声
を
出
し
、
足

を
動
か
し
て
こ
そ
平
常
心
で
戦
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
！
声
を
掛
け
合
い
！
明
治
大
学
の
誇
り
と

自
信
を
胸
に
！
元
気
を
出
し
て
…
そ
し
て
平
常
心
で
戦
え
る

チ
ー
ム
に
早
く
育
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
！

2
0
1
7
年
11
月
吉
日

夏
の
遠
征
で
秋
の
リ
ー
グ
で
し
っ
か
り
と
し
た
答
え
を
出
す

こ
と
が
選
手
の
仕
事
！
新
し
い
明
治
の
姿
を
披
露
せ
よ
！ 

イ
ン
カ
レ
に
向
け
て
G
O
！

来
て　

み
て　

聴
い
て

 
同
窓
会
総
務
委
員
長   

第
29
期　

土
方
敏
之

　

２
月
９
日
、
大
雪
情
報
が
テ
レ
ビ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
中
、

朝
か
ら
昼
に
か
け
雪
が
降
り
ま
し 

た
。
し
か
し
、
午
後
に

な
る
と
止
ん
で
寒
い
け
れ
ど
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
首
ボ
タ
ン
が
は
め
ら
れ
な
い
の
で
、
手
間

取
っ
て
仕
方
な
く
ネ
ク
タ
イ
を
緩
め
て
結
び
ま
し
た
。
履
物

も
長
靴
か
革
靴
か
で
迷
い
ま
し
た
が
、
も
う
降
ら
な
い
と
信

じ
革
靴
で
出
か
け
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
地
下
鉄
の
駅
ま
で

は
降
ら
れ
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
は
見
え
な
い

の
で
広
告
を
見
廻
し
て
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う

か
眼
で
追
い
、
ス
マ
ホ
を
見
て
指
を
動
か
し
て
い
る
人
を
観

な
が
ら
御
茶
ノ
水
駅
へ
。
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
換
え
両
国
へ
。

新
年
会
会
場
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
へ
着
く
と
も
う
杉
本
光
男
さ
ん

達
が
お
り
ま
し
た
。

映
画
狂
の
君
を
想
う

　
　
　
　
　
　
　
　

   

第
27
期　

江
角
喜
一

　

高
校
卒
業
後
50
年
記
念
と
し
て
、
平
成
22
年
4
月
11
日
に

上
野
の
中
華
料
理
「
東
天
紅
」
で
都
立
三
商
第
27
期
の
同
期

同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
最
初
に
し
て
最
後
の
出
席
に
な
る

か
と
思
い
つ
つ
、
我
が
越
谷
よ
り
東
武
線
・
地
下
鉄
日
比
谷

線
を
経
て
上
野
駅
下
車
し
た
。
つ
い
で
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
継

い
で
開
会
定
刻
の
午
後
4
時
少
し
前
に
東
天
紅
に
着
く
。
会

場
は
す
で
に
さ
わ
が
し
く
、
受
付
資
料
か
ら
出
席
者

136
名
と

あ
っ
た
か
ら
当
然
で
あ
る
。
会
は
1
年
次
、
2
年
次
、
そ
し

て
3
年
4
組
の
面
々
と
乾
杯
し
て
は
語
り
各
テ
ー
ブ
ル
を

回
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
が
、
実
は
ち
ょ
っ
と
会
っ
て
み
た

か
っ
た
友
を
探
し
て
た
の
で
あ
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
彼

は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
友
と
は
1
年
6
組
の
と
き
一
緒
だ
っ
た
長
身
で
心
や
さ

し
い
内
田
英
夫
君
で
あ
る
。
彼
と
は
特
に
親
友
と
い
う
訳
で

は
な
い
が
、
映
画
好
き
と
い
う
一
点
で
共
通
し
て
い
た
。
そ

受
付
の
準
備
、
そ
し
て
宴
会
場
の
準
備
を
し
て
い
る
と
同
窓

生
が
顔
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。
同
窓
生
が「
来
て
」顔
を「
み

て
」
総
務
委
員
会
に
よ
る
新
年
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

聴
い
て
ほ
し
い
の
は
、
来
賓
の
ご
祝
辞
に
よ
る
国
や
東
京
都

や
江
東
区
、
母
校
三
商
の
現
状
、
そ
し
て
同
窓
生
に
よ
る
本

年
の
希
望
、
夢
、
な
ど
な
ど
同
窓
生
一
人
ひ
と
り
の
言
葉
で

20
期
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
世
の
中
の
動
き
や
人
間
の
成
長
等
、
心
底
か
ら
感

じ
る
も
の
が
伝
わ
り
ま
す
。
年
の
初
め
に
そ
の
一
年
の
、
自

分
に
と
っ
て
助
け
に
な
る
事
柄
が
噴
き
出
し
て
き
て
、
来
て

よ
か
っ
た
。
と
の
、
思
い
を
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。 

来

年
は
来
て　

み
て　

聴
い
て　

下
さ
い
ね
。

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。
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の
内
田
君
は
な
ん
と
高
校
の
部
活
で
は
め
ず
ら
し
い
映
画
研

究
部
に
入
っ
て
い
て
、
く
の
字
型
の
3
階
建
校
舎
の
1
階
の

一
方
の
奥 

に
雑
然
と
し
た
部
室
長
屋
が
あ
り
、
そ
の
一
角

に
彼
が
所
属
す
る
映
画
研
究
部
部
室
が
あ
っ
た
。

「
俺
だ
け
ど
、
ま
た
た
だ
券
く
れ
よ
。」

「
お
お
江
角
か
よ
く
き
た
な
あ
。
あ
る
あ
る
ぞ
!
」

「
そ
う
か
わ
る
い
な
あ
、
サ
ン
キ
ュ
ー
。」

 

映
画
研
究
部
は
ど
ん
な
活
動
し
て
い
る
の
か
知
ら
ぬ
が
、

映
画
配
給
会
社
か
映
画
上
映
館
か
ら
無
料
招
待
券
を
配
ら
れ

る
ら
し
い
。
そ
の
た
だ
券
を
ね
ら
っ
て
僕
は
映
画
研
究
部
部

室
に
た
び
た
び
参
上
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
放
課
後
か

休
日
に
な
る
と
浅
草
の
「
大
勝
館
」
や
錦
糸
町
の
江
東
楽
天

地
の
「
江
東
リ
ッ
ツ
」
に
何
回
も
通
い
無
料
で
好
き
な
洋
画

を
楽
し
ん
だ
。

今
は
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
の
映
画
ば
か
り
で
あ
る
が
、
往
時
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
映
画
も
多
く
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
さ
れ
て
い
た
。

イ
タ
リ
ア
の
可
憐
な
女
優
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
サ
サ
ー
ル
主
演

「
芽
ば
え
」
や
ド
イ
ツ
映
画
「
菩
提
樹
」、
ウ
イ
ー
ン
少
年
合

唱
団
を
描
い
た
「
野
ば
ら
」
な
ど
を
思
い
出
す
。
ア
メ
リ
カ

映
画
で
は
、
カ
ー
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
の
「
バ
イ
キ
ン
グ
」「
ス

パ
ル
タ
カ
ス
」
を
見
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
大
い
な
る

西
部
」
が
そ
の
テ
ー
マ
音
楽
と
と
も
に
印
象
深
い
。
主
演
の

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
や
我
が
憧
れ
の
女
優
ジ
ー
ン
・
シ
モ

ン
ズ
が
一
昨
年
・
昨
年
と
亡
く
な
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
寂
し

い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

さ
て
、
当
然
映
画
評
論
家
に
な
っ
て
し
か
る
べ
き
内
田
英
夫

君
で
あ
る
が
、
同
窓
会
名
簿
で
調
べ
た
と
こ
ろ
家
業
を
継
い

で
い
る
ら
し
い
。
彼
は
す
っ
か
り
映
画
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ヤ

か
。
し
か
し
僕
は
依
然
と 

し
て
映
画
狂
で
あ
る
。
昨
今
は
、

ジ
ェ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
や
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
な
ど
特
撮
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
洋
画
が
盛
ん
だ
が
、
ど
う
も
子
供
だ
ま
し

に
思
え
て
気
に
入
ら
な
い
。
そ
れ
に
反
し
、
数
年
前
に
新
宿

の
松
竹
セ
ン
ト
ラ
ル
で
見
た
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
は
久
し
ぶ

り
に
感
動
し
た
。
つ
い
同
じ
物
を
2
回
も
見
て
し
ま
い
合
計

7
時
間
座
り
続
け
た
結
果
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
も
さ
す

が
に
腰
が
た
た
な
か
っ 

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

H
u
m
a
n
な
映
画

こ
そ
、
も
っ
と
も
よ
ろ

し
い
と
僕
は
感
じ
る
の

で
あ
る
。昭

和
は
遠
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

   

第
21
期　

細
田　

武

　
　

※   ［
新
入
生
の
頃
］

　

都
立
第
三
商
業
に
昭
和
26
年
４
月
入
学
の
現
在
83
歳
の
青

年
で
す
。

大
東
亜
戦
争
の
お
陰
で
９
歳
の
身
で
集
団
疎
開
。
蚤
と
虱
と

食
料
難
。
小
学
３
年
で
戦
争
！
体
験
者
。
１
９
４
７
年
入
谷

の
大
正
小
学
校
を
卒
業
す
る
。
併
設
の
区
立
大
正
中
学
へ
。

３
年
生
の
春
、
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（ 

死
語
に
な
っ

て
る
） 

９
科
目
の
試
験
と
大
正
中
学
校
（ 

後
の
悪
名
高
き

竜
泉
中
） 

の
内
申
書
に
依
る
入
試
に
よ
り
当
時
は
難
関
の
本

校
に
運
良
く
合
格
。
当
時
、
下
町
の
商
家
の
子
弟
や
金
持
ち

は
（ 

安
田
か
、
早
稲
田
実
業
）
へ  

、

併
し
、
小
商
人
の
我
が
家
で
は
旧
市
立
２
中
の
上
野
か
旧
府

立
３
中
の
両
国
と
同
等
の
都
立
第
三
商
業
の
受
験
に
親
子

共
々
期
待
を
し
た
し
、ま
た
期
待
さ
れ
て
い
た
。
父
は
長
年
、

新
川
の
酒
屋
で
修
業
を
終
え
、
苦
労
の
上
に
１
９
３
３
年

（ 

昭
和
８
年
）
に
入
谷
に
丸
喜
屋
酒
店
を
開
業
。
5
人
の
子

を
育
て
上
げ
、戦
争
に
も
召
集
さ
れ
ま
し
た
。苦
労
話
は
色
々

聞
か
さ
れ
ま
し
た
が
そ
れ
が
理
由
で
は
な
く
自
然
と
自
分
は

店
の
跡
継
ぎ
を   

と
考
え
ま
し
た
。

　

近
く
に
三
商
の
Ｏ
Ｂ
の
７
期
の
鬼
頭
誠
一
さ
ん
高
校
出
身

で
初
の
（
三
井
物
産
社
長
）、
12
期
の
王
様
製
菓
の
木
村
秀

司
さ
ん
、
母
が
た
の
従
兄
弟
で
14
期
の
築
地
伊
勢
相
の
相
沢

金
次
さ
ん
、
浅
草
・
雷
お
こ
し
の
16
期
穂
刈
幸
雄
さ
ん
等
、

大
勢
の
先
輩
の
影
響
は
大
き
な
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。只
、

制
服
が
背
広
ス
タ
イ
ル
。
ネ
ク
タ
イ
着
用
で
す
。
近
く
の
仕

立
て
屋
で
父
の
背
広
を
裏
返
し
、
左
に
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト
が
右

に
つ
い
た
背
広
の
学
生
服
も
何
の
違
和
感
も
な
く
着
て
入
学

し
ま
し
た
。
戦
前
の
三
商
生
が
学
徒
出
陣
等
で
戦
火
に
殉
じ

た
人
が
い
た
こ
と
に
比
べ
、
我
慢
の
出
来
る
自
分
で
し
た
。

通
学
は
入
谷
「
新
谷
町
」
か
ら
都
電
三
輪
橋
か
ら
出
る
31
番

の
都
庁
前
行
き
、
満
員
な
の
で
出
入
り
口
に
ぶ
ら
下
が
り
蔵

前
の
カ
ー
ブ
で
手
を
離
し
そ
う
に
な
る
こ
と
も
。
丸
ノ
内
で

乗
り
換
え
て
不
動
前
下
車
の
小
1
時
間
の
通
学
。

　
　

※  ［  

遊
び
盛
り 

］

　

担
任
は
１
年
時
黒
石
先
生
、
２
年
は
吉
岡
先
生
、
３
年
は

椎
名
先
生
、
５
組
の
自
営
・
就
職
の
混
合
組
。
６
組
の
ピ
テ

カ
ン
こ
と
竹
田
先
生
と
の
交
流
授
業
。

期
末
や
中
間
試
験
は
時
間
前
に
出
来
た
だ
け
で
退
室
。
商
業

簿
記
は
2
級
、
算
盤
検
定
3
級
を
取
得
し
、
レ
ミ
ン
ト
ン
の

英
文
タ
イ
プ
で
コ
レ
ポ
ン
で
な
く
そ
の
頃
流
行
り
の
ジ
ャ
ズ

の
歌
詞
を
打
っ
て
い
ま
し
た 

。
♪

（ 

T
e
n
n
e
s
s
e
e　

w
a
l
t
z 

・
i 

w
a
s 

d
a
n
c
i
n
g　

w
i
t
h　

m
y　

d
a
r
l
i
n
g
） 

等
、
部
活
は
陸
上
競
技
部
、
第
二
本
科

と
い
わ
れ
た
夜
間
部
に
橋
本
先
生
が
入
っ
て
か
ら
御
殿
場
市

の
高
校
と
共
に
１
週
間
の
強
化
合
宿
を
行
っ
た
記
憶
は
強
烈

に
残
り
、
富
士
登
山
を
日
帰
り
で
強
行
し
た
こ
と
も
思
い
出

に
残
り
ま
す
。
実
技
は
大
し
て
速
く
も
、
高
く
も
な
い
の
に

吉
住
晋
作
先
生
の
要
請
で
部
員
は
戦
後
の
陸
上
競
技
の
あ
ら

ゆ
る
大
会
の
補
助
員
を
手
伝
っ
た
。
目
当
て
は
、
少
し
の
交

通
費
と
旨
い
弁
当
が
目
当
て
で
す
。
つ
い
で
な
が
ら
売
店
の
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（
バ
イ
ネ
ー
）
や
夜
間
部
の
脱
脂
粉
乳
ミ
ル
ク
を
飲
む
と 

翌

朝
下
痢
を
し
た
ユ
ニ
セ
フ
紛
い
の
ご
馳
走
も
あ
っ
た
。
そ
ん

な
弱
体
で
神
宮
陸
上
競
技
場
が
未
だ
ナ
イ
ル
キ
ニ
ッ
ク
競
技

場
と
言
わ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
（
シ
ン
ダ
ー
舗
装
）
で
、
炭
殻
を

撒
き
、
固
め
た
為
に
直
ぐ
に
ス
パ
イ
ク
の
針
で
め
く
り
上
が

り
、
補
修
に
苦
労
し
な
が
ら
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
マ
ッ
ケ
ン
レ
ー

の
４
０
０
米
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ダ
・
シ
ル
バ
の
三
段
跳
び
を

目
の
当
た
り
に
で
き
た
数
少
な
い
少
年
の
一
人
で
し
た
。

豊
洲
運
河
沿
い
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
今
ユ
ニ
デ
ン
株
式
会
社
の

会
長
の
藤
本
秀
朗
君
が
華
麗
な
守
備
を
見
せ
、
体
育
館
で
は

明
治
か
ら
日
本
鋼
管
へ
入
り
全
日
本
で
セ
ッ
タ
ー
を
勤
め
た

出
町
さ
ん
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
て
い
ま
し

た
。

　

学
校
脇
の
住
宅
に
日
展
で
特
選
を
取
っ
た
美
術
の
横
山
先

生
や
、
メ
ガ
ネ
の
竹
田
先
生
が
職
住
接
近
で
い
る
な
ど
、
椎

名
先
生
は
千
葉
か
ら
、
大
い
な
る
お
世
話
に
な
っ
た
清
田
教

頭
は
市
川
の
真
間
か
ら
の
通
い
の
よ
う
で
し
た
。

就
職
の
心
配
も
な
い
自
分
は
今
思
う
と
可
な
り
皆
の
邪
魔
を

し
た
の
か
な
?

結
構
遊
ん
で
い
た
気
が
し
て
な
ら
な
い
が
、
昭
和
29
年
３
月

卒
業
。爾
来
60
数
年
来
武
蔵
屋
酒
店
を
継
承
し
て
き
た
が
今
、

流
通
の
変
革
や
他
業
種
の
参
入
に
よ
り
業
界
の
荒
廃
の
波
に

揉
ま
れ
て
い
る
現
況
に
、
三
商
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
で
は

対
応
し
に
く
い
所
に
き
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
三
人
の
妹

（  

美
津
・
房
江
・
戦
後
生
ま
れ
の
信
子 

）
も
本
校
で
学
び
、

上
場
会
社
に
就
職
し
、現
在
も
良
き
家
庭
を
持
ち
健
在
で
す
。

　
　

※    ［ 

歳
古
り
て
］

　

さ
て
、
過
日
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
会
員
と
深
川
地
区

の
探
訪
に
30
名
程
で
参
り
ま
し
た
。
門
仲
の
牡
丹
町
の
記
念

公
園
や
大
横
川
の
桜
、
商
船
大
の
明
治
丸
、
警
察
予
備
隊
の

後
に
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
社
、
地
下
鉄
の
越
中
島
駅
、
相
生

橋
、
佃
島
の
高
層
ビ
ル
、
農
林
省
の
食
料
倉
庫
群
、
東
雲
の

日
新
製
糖
、石
川
島
へ
の
細
い
橋
や
造
船
所
ま
で
の
貨
物
線
、

豊
洲
に
（
７
／
11
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）
の
１
号
店
が
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
、
深
川
八
幡
の
惨
事
。
住
吉
大
社
の
前
が
高
い

防
潮
堤
、
こ
れ
じ
ゃ
佃
の
渡
し
で
自
転
車
も
乗
れ
た
船
も
出

せ
な
い
学
校
帰
り
に
良
く
歌
舞
伎
座
ま
で
行
っ
た
も
の
だ
け

ど
。
様
変
わ
り
の
越
中
島
、
東
都
の
海
の
門
に
立
ち
て
ー
の

校
歌
は
ー
ー
ー
5
k
m
先
の
お
台
場
へ

　

平
成
か
ら
令
和
へ
の
大
き
な
変
わ
り
目
。
色
々
な
儀
式
が

執
り
行
わ
れ
る
な
か
、
目
出
度
い
の
か
、
喜
ば
し
い
の
か
日

本
人
特
有
の
熱
し
易
さ
と
醒
め
易
さ
に
少
し
の
不
安
感
を
持

ち
な
が
ら
、
こ
の
寄
稿
を
認
め
て
い
ま
す
。

孫
３
人
が
大
学
に
在
学
中
、
本
校
も
男
子
と
女
子
が
我
々
の

頃
と
大
逆
転
の
様
子
、
世
相
の
変
化
に
驚
き
ま
す
が
益
々
の

人
材
を
世
界
に
輩
出
し
て
下
さ
い
。

　

添
付
の
写
真
は
父
が
38
歳
の
昭
和
19
年
赤
紙
で
召
集
さ
れ

た
時
の
店
頭
で
の
出
征
時
の
物
で
す
。 

父
の
隣
が
小
学
校

３
年
の
自
分
で
、
母
、
祖
母
等
親
戚
で
す
。
勝
っ
て
く
る
ぞ

と
勇
ま
し
く
♪ 

で
も
21
年
ダ
モ
イ
（ 

帰
国
）

も
う
1
枚
は
自
分
が
三
商
２
年
の
時
、
セ
ミ
版
で
撮
っ
た
屋

上
時
計
台
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。

「
佐
倉
義
民
伝
」
＊
＊
涙
、
涙

--

善
良
な
村
人
を
守
る
た
め
に
命
を
さ
さ
げ
た
宗
五
郎--

　
　
　
　
　
　
　
　

   

第
22
期　

荻
野
弘
康

　

＊ 

は
じ
め
に 

　

令
和
元
年
５
月
12
日
に
国
立
劇
場
に
て
前
進
座
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
「
佐
倉
義
民
伝
」
を
満
席
の
座
席

で
観
劇
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

承
応
年
間
（
1
6
5
2
―
1
6
5
5
）
下
総
国
佐
倉
領
（
千

葉
県
内
）
3
8
9
ヶ
村
は
数
年
つ
づ
き
の
凶
作
‐
天
候
不
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順
等
に
よ
る
‐
の
た
め
農
作
物
が
激
減
し
、
村
人
は
日
々
の

生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
村
々
に
、
藩
主

堀
田
上
野
介
は
あ
ろ
う
こ
と
か
、
年
貢
の
割
り
増
し
を
申
し

渡
し
た
の
で
あ
る
。

俗
に
五
公
五
民
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
米
が
十
俵
と
れ
た

ら
五
俵
を
藩
主
に
納
め
て
残
り
の
五
俵
を
村
人
が
日
常
生
活

に
使
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
、
農
作
物
の
二
分
の
一
は
藩

主
方
に
納
め
る
と
い
う
の 
が
当
時
の
標
準
的
な
ル
ー
ル
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
候
不
順
の
た
め
に
六
儀
、
七
俵
し
か
と
れ
な
い
の
に
五
俵

以
上
の
年
貢
を
納
め
る
よ
う
申
し
渡
し
た
の
で
あ
る
。

村
民
は
苦
し
い
生
活
に
追
い
込
ま
れ
、
数
々
の
家
財
を
売
っ

た
り
、
中
に
は
娘
を
売
り
に
出
し
て
生
活 
を
凌
ぐ
ピ
ン
チ

に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。村
々
の
百
姓
総
代
は
国
表（
国

も
と
・
佐
倉
）
の
役
人
に
新
規
年
貢
の
赦
免
を
願
い
出
た
が
、

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

藩
主
は
幕
閣
の
老
中
職
に
あ
っ
て
江
戸
に
い
た
の
で
「
か
く

な
る
う
え
は
お
殿
さ
ま
直
々
に
」
と
、
公
津
村
の
名
主
、
木

内
宗
五
郎
（
芳
三
郎
）
ら
は
村
の
人
々
共
に
江
戸
に
の
ぼ
り
、

堀
田
家
下
屋
敷
の
門
前
に
集
ま
っ
て
江
戸
家
老
（
岩
淵
典
蔵

‐
竜
之
介
）
に
嘆
願
し
た
が
「
お
年
貢
の
上
納
は
天
下
の
大

法
」「
強
訴
は
重
罪
」
と
は
ね
つ
け
ら
れ
た
。

　

＊
残
虐
な
処
刑
が
行
わ
れ
た

　

宗
五
郎
は
堀
田
上
野
介
と
不
仲
の
老
中
久
世
大
和
守
に
駕

籠
訴
（
駕
籠
を
待
ち
受
け
て
訴
状
を
差
し
出
す
こ
と
）
に
挑

む
が
、
訴
え
は
無
視
さ
れ
た
。
残
る
思
案
は
将
軍
（
四
代
将

軍
家
綱
）
へ
の
直
訴
と
な
る
が
、
直
訴
は
天
下
の
御
法
度
、

死
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。

宗
五
郎
は
妻
子
を
巻
き
込
み
た
く
な
い
の
で
、
妻　

お
さ
ん

に
去
り
状
（
離
縁
状
）
を
渡
し
た
が
、
お
さ
ん
は
た
と
え
奈

落（
地
獄
）へ
落
ち
て
も
離
れ
た
く
な
い
と
夫
の
膝
に
す
が
っ

た
の
で
あ
る
。

お
さ
ん
の
確
固
た
る
思
い
を
聞
い
た
宗
五
郎
は
、
去
り
状
を

引
き
裂
き
囲
炉
裏
の
火
で
燃
や
し
て
し
ま
う
。

秋
た
け
な
わ
の
紅
葉
の
盛
り
、
上
野
寛
永
寺
に
将
軍
家
綱

お
成
り
の
日
、
大
勢
の
大
名
将
軍
の
行
列
へ
（
佐
倉
領

3
8
9
ヶ
村
の
百
姓
た
ち
の
困
窮
‐
‐
）
と
、
直
訴
状
を

差
し
出
す
宗
五
郎
の
声
が
響
き
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

直
訴
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
宗
五
郎
夫
妻
は
磔
（
は

り
つ
け
）
子
供
た
ち
は
打
ち
首
と
、
重
罪
が
課
せ
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

　

＊
＊
租
税
法
律
主
義
の
原
点
を
忘
れ
る
な

　

現
行
憲
法
で
は
（
国
民
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

納
税
の
義
務
を
負
う
。
‐
30
条
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
権
力

者
が
勝
手
に
国
民
に
税
を
課
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

税
法
本
法
だ
け
で
は
規
定
し
き
れ
な
い
の
で
、
政
令
、
省
令
、

通
達
（
法
令
の
解
釈
で
あ
り
、
概
ね
妥
当
で
は
あ
る
が
、
納

税
者
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
）
等
が
あ
り
多
く
の
税
務

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

申
告
納
税
制
度
は
、
納
税
者
は
性
善
説
で
あ
る
が
申
告
内
容

に
は
、
単
純
な
ミ
ス
か
ら
、
作
為
的
な
税
逃
れ
も
あ
る
が
、

中
に
は
税
務
当
局
の
税
法
の
解
釈
に
相
違
す
る
も
の
も
あ

り
、
納
税
者
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
（
国
税
不
服
審
判
所
に

対
す
る
不
服
申
立
、
税
務
訴
訟
）
が
あ
り
、
納
税
者
の
主
張

都
内
を
走
っ
た
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

   

第
21
期　

高
野　

昇

●
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
旅
し
た
方
は
必
ず
乗
っ
た
と
思

わ
れ
る
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
・
・
・
空
中
に
張
ら
れ
た
架
線
（
こ

れ
を
ト
ロ
リ
ー
線
と
言
う
）
か
ら
電
気
を
と
り
モ
ー
タ
ー
を

駆
動
し
て
レ
ー
ル
不
要
の
路
上
を
走
る
乗
り
物
で
、
見
た
目

は
見
慣
れ
た
バ
ス
だ
が
法
令
で
は
「
無
軌
条
電
車
」
と
し
て

鉄
道
分
野
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
の
み
に
現
存
し
て
い
る
「
無
軌
条
電
車
」
の
ト
ロ
リ
ー
バ

ス
だ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
４
月
以
降
は
電
気
充
電
式
モ
ー

タ
ー
バ
ス
に
変
更
さ
れ
「
無
軌
条
電
車
」
は
消
え
た
。
単
な

る
バ
ス
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
昭
和
30
年
を

挟
ん
で
都
内
を
走
り
だ
し
た
。
そ
の
誕
生
の
背
景
は
、
戦
後

が
認
め
ら
れ
課
税
庁
の
決
定
が
取
り
消
さ
れ
る
案
件
も
多
々

生
じ
て
い
る
。

わ
か
り
や
す
い
案
件
で
は
、
競
馬
の
馬
券
を
パ
ソ
コ
ン
管
理

で
買
い
入
れ
し
て
い
た
納
税
者
の
課
税
に
さ
い
し
、
当
た
り

馬
券
を
課
税
対
象
と
し
て
、
ハ
ズ
レ
馬
券
を
控
除
し
な
か
っ

た
事
例
で
あ
る
。

こ
の
課
税
に
異
議
あ
り
と
し
て
、
税
理
士
、
弁
護
士
等
が
訴

訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
判
決
と
し
て
ハ
ズ
レ
馬
券

は
当
た
り
馬
券
の
合
計
か
ら
控
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論

に
達
し
た
の
で
あ
る
。

正
義
の
味
方
、
庶
民
の
味
方
宗
五
郎
氏
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
、
現

在
は
罪
刑
法
定
主
義
の
基
で
は
あ
り
得
な
い
残
虐
な
事
件
で

あ
る
。

先
人
の
多
く
の
機
性
の
下
に
築
か
れ
た
、
主
権
在
民
の
民
主

国
家
の
原
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

三
商
会
計
人
会 

副
会
長

中
央
大
学
会
計
人
会 

会
長
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膨
張
す
る
人
口
と
交
通
増
で
新
た
な
交
通
ア
ク
セ
ス
が
必
要

に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
都
電
の
拡
張
に
は
膨
大
な
建
設
費
が

か
か
る
こ
と
が
難
点
。
そ
こ
で
ト
ロ
リ
ー
の
導
入
が
浮
上
し

た
。
ト
ロ
リ
ー
は
電
車
や
バ
ス
に
比
べ
て
①
維
持
費
が
安
い

②
速
度
が
速
い
③
振
動
・
雑
音
が
少
な
い
④
乗
り
心
地
が
良

い
⑤
排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
な
ど
の
利
点
が
多
く
、
施
設
工

事
期
間
も
短
く
て
良
い
こ
と
ば
か
り
。
当
時
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
1
キ
ロ
当
り
の
維
持
費
は
電
車
が
10
円
、バ
ス
が
60
円
、

ト
ロ
リ
ー
は
15
円
と
あ
り
輸
入
ガ
ソ
リ
ン
に
頼
る
バ
ス
の
キ

ロ
単
価
が
高
い
の
は
納
得
。
排
気
ガ
ス
を
だ
さ
な
い
見
識
は

今
も
通
じ
る
E
c
o
対
策
だ
っ
た
。

●
そ
し
て
ま
ず
上
野
公
園
前
（
台
東
区
）
～
亀
戸
駅
前
（
江

東
区
）
～
今
井
橋
（
江
戸
川
区
）
が
、昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）

5
月
に
開
通
、工
事
に
入
っ
た
の
が
確
か
3
か
月
ほ
ど
前
で
、

私
が
三
商
2
年
生
に
な
る
前
後
だ
っ
た
と
思
う
。
私
は
生
ま

れ
育
ち
が
亀
戸
で
、
地
元
は
東
京
初
の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が

十
三
間
通
り
（
明
治
通
リ
）
を
走
る
こ
と
で
大
騒
ぎ
で
あ
っ

た
。
私
の
父
は
千
葉
の
銚
子
近
く
に
住
む
田
舎
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
そ
の
開
通
の
賑
わ
い
を
見
せ
た
く
て
呼
び
寄
せ
て

い
た
。
母
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
か
、
そ
れ
と
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
来
訪
歓
迎
の
為
か
、『
チ
ラ
シ
の
混
ぜ
ご
飯
』
を
作
っ

て
い
た
。
ト
ロ
リ
ー
に
初
乗
り
し
た
い
人
の
列
、
見
物
の
人

並
、
写
真
を
撮
る
人
（
当
時
は
カ
メ
ラ
の
殆
ど
が
二
眼
レ
フ

だ
っ
た
）
こ
ん
な
賑
わ
い
は
地
元
の
祭
礼
の
本
祭
り
以
外
あ

り
え
な
い
光
景
だ
っ
た
。
そ
の
後
亀
戸
4
丁
目
か
ら
明
治
通

リ
を
真
っ
す
ぐ
行
く
池
袋
路
線
も
開
通
し
、
亀
戸
駅
前
は
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
の
初
期
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

●
こ
の
開
通
と
同
時
に
、
江
戸
川
区
内
に
走
っ
て
い
た
都
電

26
番
系
統
の
東
小
松
川
～
今
井
間
が
廃
線
と
な
っ
た
。
こ
の

路
線
は
ま
る
っ
き
り
単
独
路
線
で
あ
っ
た
。
車
輛
も
使
い
古

さ
れ
た
旧
型
を
用
い
ま
っ
た
く
の
ロ
ー
カ
ル
色
そ
の
も
の

で
、
都
心
に
出
る
為
に
、
こ
の
今
井
や
一
の
江
、
瑞
江
地
区

に
住
む
人
達
は
国
鉄
新
小
岩
駅
に
出
た
く
て
も
南
北
に
結
ぶ

バ
ス
路
線
も
数
少
な
く
、
こ
の
26
番
都
電
で
西
荒
川
を
目
指

す
の
が
手
っ
取
り
早
い
し
料
金
も
安
か
っ
た
は
ず
。
地
元
の

住
民
に
と
っ
て
は
都
心
の
ア
ク
セ
ス
の
復
興
ぶ
り
と
比
し

て
、焼
け
残
っ
た
木
製
の
車
輛
等
が
一
部
用
い
ら
れ
て
お
り
、

少
し
屈
辱
的
な
路
線
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
個
人
的
に
は

思
っ
て
い
た
。
あ
の
時
代
に
も
拘
わ
ら
ず
時
代
遅
れ
を
子
供

心
に
感
じ
て
い
た
。
都
電
26
番
系
統
（
西
荒
川
～
日
比
谷
）

は
川
幅
の
広
い
荒
川
放
水
路
（
今
は
「
荒
川
」
と
正
式
呼
称

さ
れ
て
い
る
）
に
架
か
る
小
松
川
橋
に
は
軌
道
が
敷
か
れ
て

お
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
乗
客
は
小
松
川
橋
を
徒
歩
か
連
絡
バ

ス
？
で
荒
川
を
渡
っ
て
い
た
は
ず
で
、
ト
ロ
リ
ー
に
乗
れ
ば

難
な
く
橋
も
通
過
で
き
、
利
用
者
に
と
っ
て
願
い
が
叶
っ
た

画
期
的
な
開
通
だ
っ
た
。
亀
戸
９
丁
目
の
三
叉
路
（
今
も
現

存
）
か
ら
亀
戸
駅
前
ま
で
は
都
電
25
系
統
と
並
走
し
、
途
中

の
水
神
森
か
ら
は
29
番
38
番
も
交
え
て
の
賑
や
か
な
千
葉
街

道
（
国
道
14
号
）
だ
っ
た
。
都
電
と
ト
ロ
リ
ー
の
架
線
が
道

路
上
を
網
の
目
の
様
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
支
え
る
電
柱
も
増

え
、
そ
の
電
柱
が
垂
直
で
な
い
も
の
、
道
路
側
に
少
し
の
め

り
込
ん
で
い
た
り
、
歩
道
側
に
傾
い
て
い
た
り
で
今
で
は
考

え
ら
れ
ぬ
風
景
で
あ
っ
た
。
こ
の
開
通
で
26
番
系
統
の
都
電

は
廃
線
と
な
り
ト
ロ
リ
ー
に
乗
れ
ば
乗
り
換
え
る
事
も
無
く

国
電
の
亀
戸
に
出
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
三
商
へ
通
学
す
る
に
は
使
え
な
い
経
路
で
あ
り
、
数
日
後

の
日
曜
日
に
亀
戸
か
ら
上
野
公
園
前
ま
で
初
の
試
乗
を
し

た
。料
金
は
全
線
15
円
だ
っ
た
か
な
。ル
ー
フ
に
２
本
の
ポ
ー

ル
を
張
り
、
前
を
行
く
車
や
自
転
車
な
ど
を
避
け
る
か
の
様

に
右
に
左
に
丸
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
運
転
士
さ
ん
、
殆
ど
の
乗
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客
が
初
乗
り
の
せ
い
か
、
前
方
運
転
席
周
辺
か
ら
運
転
動
作

を
見
よ
う
と
大
混
雑
で
あ
っ
た
。
亀
戸
～
太
平
町
3
～
押
上

～
業
平
～
言
問
橋
を
渡
り
～
浅
草
2
～
中
入
谷
～
桜
木
～
根

津
～
上
野
公
園
で
終
点
、
多
分
こ
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
と
思
う

が
こ
の
歳
に
な
る
と
70
年
近
く
前
の
記
憶
が
定
か
で
な
い
。

こ
こ
の
終
点
は
う
な
ぎ
屋
の
伊
豆
榮
の
前
あ
た
り
だ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
入
谷
に
入
っ
た
ら
も
う
終
点
か
と
思
い
き
や
上
野

公
園
を
ぐ
る
っ
と
周
り
、
一
時
間
強
の
初
乗
り
だ
っ
た
。
ま

だ
高
層
建
物
も
な
く
ほ
と
ん
ど
が
木
造
家
屋
の
時
代
、
押
上

あ
た
り
か
ら
浅
草
の
松
屋
が
見
え
た
記
憶
も
あ
り
、
行
き
か

う
車
も
小
さ
な
ス
ク
ー
タ
ー
や
ダ
ッ
ト
サ
ン
、
一
本
ポ
ー
ル

の
都
電
な
ど
、今
思
う
と
こ
の
令
和
の
時
代
に
も
通
じ
る「
下

町
巡
り
」
に
ピ
ッ
タ
リ
な
路
線
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
自
動
車
で
は
な
く
電
車
で
あ
る
な
ど
想
像

も
つ
か
な
い
画
期
的
な
交
通
機
関
で
、
今
後
益
々
発
展
し
て

い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
た
三
商
２
年
生
の
頃
の
出
来
事
で

あ
る
。

●
山
手
線
に
沿
う
よ
う
に
次
々
と
路
線
が
増
え
て
い
た
が
、

明
治
通
リ
を
走
る
亀
戸
～
池
袋
の
系
統
に
は
と
ん
で
も
な
い

光
景
が
見
ら
れ
た
。
墨
田
区
を
通
る
明
治
通
リ
に
は
途
中
に

私
鉄
電
車
の
踏
切
が
あ
り
東
武
亀
戸
線
・
京
成
押
上
線
・
東

武
伊
勢
崎
線
の
各
踏
切
（
現
在
は
東
武
亀
戸
線
以
外
は
高
架

化
）
が
お
よ
そ
１
、
7
キ
ロ
の
間
に
3
か
所
も
在
っ
た
。
私

鉄
の
高
架
線
と
ト
ロ
リ
ー
の
高
架
線
が
交
差
す
る
度
に
車
掌

さ
ん
が
下
車
し
て
後
ろ
に
回
り
ポ
ー
ル
の
ロ
ー
プ
を
引
き
込

み
下
ろ
し
、
そ
し
て
ト
ロ
リ
ー
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を

起
動
し
て
踏
切
を
渡
り
、
再
び
車
掌
さ
ん
は
ポ
ー
ル
を
上
げ

る
。
雨
の
日
も
雪
の
日
も
こ
の
手
間
が
か
か
る
車
掌
さ
ん
の

苦
労
に
は
脱
帽
も
の
だ
っ
た
。
雪
の
時
は
チ
エ
ー
ン
が
ア
ー

ス
の
関
係
で
使
え
な
い
の
で
別
の
手
段
で
最
徐
行
に
な
っ
た

と
か
。
ト
ロ
リ
ー
の
停
車
所
と
一
般
バ
ス
の
停
留
所
が
ほ
ぼ

同
じ
の
為
、
乗
り
間
違
え
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
初
め
て
の
交
通

機
関
に
乗
客
が
戸
惑
っ
た
の
は
た
し
か
。
昭
和
30
年
後
半
あ

た
り
か
ら
車
も
増
え
始
め
、
速
度
が
速
い
筈
だ
っ
た
ト
ロ

リ
ー
の
存
在
が
道
路
渋
滞
の
元
凶
な
ど
と
言
わ
れ
始
め
た
。

昭
和
42
年
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
路
線
も
短
縮
、
廃
線
、
つ
い

に
昭
和
43
年
9
月
30
日
亀
戸
～
上
野
路
線
を
最
後
に
全
て
が

廃
線
と
な
っ
た
。
こ
の
日
私
は
初
め
て
上
野
駅
前
か
ら
亀
戸

へ
向
か
い
”
サ
ヨ
ナ
ラ
乗
車
”
を
し
た
。
す
で
に
乗
車
料

金
は
30
円
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
が
そ
の
時
の
乗
車
券
？
を

し
ば
ら
く
保
存
し
て
い
た
記
憶
も
あ
っ
た
が
行
方
不
明
。
ト

ロ
リ
ー
開
通
と
同
時
に
廃
線
と
な
っ
た
26
番
の
都
電
、
16
年

間
の
短
い
時
間
に
も
拘
わ
ら
ず
下
町
に
親
し
ま
れ
た
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
、
今
は
地
下
鉄
が
都
営
、
東
京
メ
ト
ロ
と
縦
横
無

尽
に
走
り
は
し
て
い
る
が
路
上
で
は
目
に
触
れ
ず
、
地
下
に

潜
る
長
い
通
路
は
高
齢
者
に
と
っ
て
は
き
つ
い
。
銀
座
線
の

よ
う
に
、
深
さ
の
浅
い
地
下
鉄
に
は
あ
ま
り
抵
抗
は
無
く
て

も
、
全
て
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
は
言
え
ず
今
の
地
下
鉄
は

ち
ょ
っ
と
苦
手
。
あ
の
頃
の
日
常
的
に
目
に
触
れ
て
い
た
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
や
都
電
は
ど
こ
に
居
て
も
眺
め
ら
れ
た
当
た
り

前
の
風
景
で
あ
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
進
ん
で
い
た
復

興
昭
和
時
代
に
生
き
ら
れ
た
の
は
少
し
幸
せ
で
あ
っ
た
か
。

70
歳
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
未
曽
有
の
大
震
災
発
生
、
そ
の
3

か
月
後
、
池
袋
か
ら
の
夜
行
バ
ス
で
岩
手
県
宮
古
駅
頭
に
降

り
立
っ
た
。
こ
れ
が
私
の
人
生
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

始
ま
り
で
し
た
。 

団
体
は
受
け
入
れ
て
も
準
備
態
勢
が
整
わ
ず
、
や
っ
と
個
人

活
動
を
受
け
入
れ
た
一
番
目
が
宮
古
市
。 

宿
舎
手
配
が
先

決
と
ば
か
り
に
５
軒
目
の
電
話
で
「
素
泊
ま
り
」
ホ
テ
ル
確

保
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
と
、

100
人
程
が

　
　
　
　
　
　
　
　

   
第
26
期　

深
瀬
剛
男

集
結
し
て
お
り
、
登
録
を
済
ま
せ
、
係
員
の
指
示
に
従
い
地

元
の
送
迎
車
両
で
現
場
に
向
か
っ
た
。
宮
古
市
で
は
10
日
間

「
側
溝
の
泥
だ
し
」
ば
か
り
に
従
事
し
た
も
の
の
、「
一
輪
車

＝
通
称
ネ
コ
（
狭
い
場
所
に
入
り
込
め
る
と
こ
ろ
か
ら
）」

の
操
作
も
ド
素
人
ゆ
え
、
何
度
も
横
転
さ
せ
、
遂
に
は
も
ん

じ
ゃ
焼
き
ヘ
ラ
を
使
う
「
側
溝
ふ
た
の
溝
の
泥
か
き
だ
し
」

を
命
じ
ら
れ
、
つ
い
た
あ
だ
名
が
「
ヘ
ラ
部
長
」。

そ
の
後
、
被
害
が
比
較
的
軽
微
の
宮
古
市
か
ら
釜
石
市
に
移

動
し
た
が
、
ホ
テ
ル
探
し
が
難
航
「
ボ
イ
ラ
ー
故
障
で
風
呂

な
し
素
泊
ま
り
六
千
円
」
が
見
つ
か
り
ホ
ッ
ト
一
息
、
市
内

半
分
浸
水
し
た
釜
石
の
惨
状
は
言
葉
に
で
き
な
い
状
況
で
、

ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
港
方
向
を
見
る
と
、
２
～
３
キ
ロ
四
方
、

真
っ
暗
闇
の
世
界
で
、
国
道
の
信
号
機
一
基
だ
け
が
不
思
議

と
正
常
に
作
動
し
て
い
た
。
１
週
間
後
ボ
イ
ラ
ー
修
理
完
了

で
、
風
呂
は
使
え
た
が
「
料
金
千
円
ア
ッ
プ
」
こ
の
間
自
衛

隊
設
営
の
「
テ
ン
ト
風
呂
」
を
無
料
で
使
え
て
い
た
だ
け
に

辛
い
（
１
日
千
円
は
昼
夜
２
回
の
ほ
ゞ
食
費
に
該
当
）
テ
ン

ト
風
呂
は
10
分
ご
と
に
湯
温
を
確
認
す
る
律
義
さ
、
入
浴
剤

も
日
々
変
わ
り
匂
い
は
温
泉
気
分
で
快
適
な
り
。 

釜
石
で
は
「
側
溝
ド
ロ
出
し
」
に
始
ま
り
、
店
舗
・
住
宅
内

の
ご
み
処
理
、
建
物
清
掃
、
家
財
什
器
の
移
動
な
ど
作
業
全

般
に
も
慣
れ
た
が
、
最
も
怖
い
仕
事
は
「
冷
蔵
庫
の
廃
棄
作

業
」。
腐
敗
し
た
食
品
が
飛
び
散
る
危
険
が
あ
り
、
一
旦
衣

服
に
付
着
す
る
と
匂
い
が
抜
け
ず
帰
路
の
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ

係
に
も
多
々
迷
惑
を
掛
け
た
。
２
階
の
タ
ン
ス
も
汚
水
が
侵

入
し
て
衣
類
が
腐
敗
し
、
一
旦
空
き
地
に
「
三
日
間
放
置
」

し
た
後
で
な
け
れ
ば
廃
棄
で
き
ぬ
ほ
ど
。
三
週
間
し
て
帰
宅

後
も
「
現
地
」
が
気
に
な
り
、
１
年
目
は
三
回
（
各
回
３
週

～
４
週
）
釜
石
を
訪
れ
た
。 

２
年
目
か
ら
は
知
人
の
い
る「
福
島
県
南
相
馬
市
」と「
釜
石
」

で
夫
々
２
回
活
動
し
た
が
原
発
に
近
く
「
夜
間
滞
在
禁
止
」

の
小
高
地
区
で
は
、
野
放
し
状
態
の
庭
木
の
手
入
れ
の
要
請
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（
雑
草
除
去
）
が
ほ
ゞ
1
0
0
%
、
真
夏
の
炎
天
下
で
は
10

分
も
す
れ
ば
汗
だ
く
に
な
り 

１
日
5
0
0
m
l
×
８
本
の

水
の
補
給
を
必
要
と
し
た
。
在
庫
調
整
で
「
１
日
２
～
３
本

の
配
給
」
で
は
と
て
も
足
り
ず
、
自
費
で
カ
バ
ー
し
た
も
の

の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
す
べ
て
自
己
責
任
」
と
原
則
論
を
言

わ
れ
る
と
い
さ
さ
か
腹
も
立
つ
と
こ
ろ
。

宮
城
県
南
三
陸
町
危
機
管
理
室
職
員
「
遠
藤
未
希
さ
ん
（
24

歳
）」
が
、
防
災
無
線
で
避
難
を
呼
び
か
け
つ
つ
も
、
尊
い

命
を
失
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
で
す
。
私

の
父
は
昭
和
20
年
３
月
９
～
10
日
の
「
東
京
大
空
襲
」
で
焼

死
し
ま
し
た
。
当
時
５
歳
の
自
分
に
は
父
の
顔
す
ら
記
憶
に

な
い
が
、「
君
の
お
父
さ
ん
は
、自
警
団
の
副
分
団
長
と
し
て
、

最
後
の
最
後
ま
で
高
所
か
ら
避
難
指
示
を
し
つ
つ
、
逃
げ
遅

れ
た
ん
だ
よ
」
と
亡
母
の
友
人
か
ら
聞
か
さ
れ
て
お
り
、
２

つ
の
場
面
が
重
複
し
て
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
が
震
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
道
を
示
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

3
年
目
か
ら
は
引
越
（
仮
設
か
ら
他
の
仮
設
住
宅
、
仮
設
～

自
宅
）
が
作
業
の
中
心
と
な
り
、「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
」

に
変
更
す
る
中
で
、
仮
設
入
居
者
の
た
め
の
何
か
?
を
考

え
、
仮
設
住
宅
巡
回
形
式
の
「
高
齢
者
向
け
健
康
け
ん
玉
教

室
」
を
思
い
つ
い
た
。 

け
ん
玉
は
健
康
効
果
が
あ
る
と
の

風
潮
も
あ
っ
て
、
直
ぐ
に
釜
石
市
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団

の
「
チ
ー
ム
０
２
３
（
お
に
ー
さ
ん
）」
と
連
携
し
て
開
始

し
た
。
け
ん
玉
経
験
の
少
な
い
土
地
柄
で
し
た
が
、
想
定
以

上
に
関
心
が
高
く
90
歳
を
超
え
る
高
齢
者
が
子
供
同
様
に

喜
々
と
遊
ぶ
姿
に
自
信
を
得
た
。各
仮
設
住
宅
内
の
集
会
所
・ 

集
会
室
で
の
定
着
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
３
～
５

個
の
け
ん
玉
を
寄
贈
し
、
興
味
の
あ
る
人
に
は
、
仕
入
れ
原

価
よ
り
低
い
ワ
ン
コ
イ
ン
価
格
で
お
譲
り
し
て
き
た
。 

釜
石
市
15
カ
所
、
隣
接
の
大
槌
町
12
カ
所
の
仮
設
住
宅
を
複

数
回
巡
回
し
て
初
期
の
目
標
は
、
ほ
ぼ
達
成
し
た
が
復
興
の

進
展
に
伴
い
被
災
者
住
宅
も
「
プ
レ
ハ
ブ
」
か
ら
「
中
高
層

集
合
住
宅
」
へ
と
移
行
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
問
題
が
発
生

し
た
。
屋
根
・
外
壁
・
床
板
が
鉄
板
1
枚
の
劣
悪
な
「
プ
レ

ハ
ブ
」
で
も
長
年
住
み
慣
れ
、
殆
ど
が
同
一
被
災
地
域
か
ら

入
居
者
が
集
ま
っ
た
仲
間
意
識
、
良
好
な
人
間
関
係
の
環
境

か
ら
、
新
た
な
集
合
住
宅
は
各
地
か
ら
参
集
の
た
め
、
人
間

関
係
が
希
薄
化
し
て
き
た
。「
隣
室
の
せ
き
払
い
や
T
V
の

音
」
の
世
界
か
ら
、
隣
人
の
声
も
聴
こ
え
ぬ
世
界
に
変
化
し

た
こ
と
か
ら
、
孤
独
○
が
増
加
し
た
。
昨
年
か
ら
は
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
け
ん
玉
を
役
立
て
る
べ
く
、「
集

合
住
宅
向
け
け
ん
玉
教
室
」
を
展
開
し
た
。

２
０
１
７
年
に
は
熊
本
県
内
20
カ
所
（
熊
本
の
場
合
は
仮
設

住
宅
）
33
回
の
け
ん
玉
教
室
を
開
催
し
た
。
益
城
町
10
カ

所
（
15
回
）、
熊
本
市
区
内
2
カ
所
、
宇
城
市
ほ
か 

1
市
で

（
10
カ
所
、
18
回
）
と
5
か
所
の
窓
口
と
個
別
折
衝
を
繰
り

返
し
、
日
程
調
整
は
可
成
り
困
難
で
し
た
。
運
転
免
許
証
を

71
歳
で
返
納
済
み
の
た
め
、
移
動
は
す
べ
て
公
共
交
通
機
関

で
あ
り
、
昼
の
２
時
間
は
食
事
と
バ
ス
移
動
に
費
や
し
た
。

釜
石
市
内
は
チ
ー
ム
０
２
３
（
前
出
）
の
ス
タ
ッ
フ
の
送
迎

で
し
た
が
、
隣
接
の
大
槌
町
は
路
線
・
町
民
バ
ス
利
用
の
自

力
移
動
の
た
め
、
夕
方
終
了
後
路
線
バ
ス
に
乗
る
た
め
山
道

を
2
時
間
歩
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

現
地
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
遭
遇
し
、
即
戦
力

の
技
術
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
７
年
前
か
ら
の
思
い
出
が

次
々
と
浮
か
ん
で
く
る
。

①
鹿
児
島
県
屋
久
島
5
人
組
は
、
鹿
児
島
に
上
陸
後
運
転
を

交
代
し
な
が
ら
宮
古
へ
。

②
大
阪
市
在
住
の
Ａ
君
は
、ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
40
台
で
宮
古
へ
。

③
大
分
市
の
Ｅ
氏
は
、
家
財
処
理
を
依
頼
さ
れ
た
家
主
の
確

認
の
も
と
、「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
に
で
も
出
品
す
る
の
か
、

次
々
と
マ
イ
カ
ー
（
内
部
改
造
の
バ
ン
）
に
積
み
込
み
、
満

杯
に
な
る
と
一
旦
大
分
へ
戻
り
、
半
年
間
日
雇
い
で
得
た
資

金
で
再
び
釜
石
へ
。

④
釜
石
で
は
「
新
日
鉄
釜
石
」
の
職
を
投
げ
出
し
、
今
ま
で

千
日
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
専
念
し
て
い
る
Ｋ
氏
が
い

る
。
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
」フ
ォ
ワ
ー

ド
の
体
験
を
持
ち
、
力
仕
事
ば
か
り
か
梱
包
・
輸
送
、
作
業

全
般
を
知
る
猛
者
で
あ
り
な
が
ら
、毎
日
４
～
５
人
分
の「
お

に
ぎ
り
」
を
用
意
し
、時
に
は
無
償
で
宿
を
提
供
し
て
い
る
。

何
で
も
好
き
な
こ
と
を
言
え
る
仲
で
も
あ
り
、
こ
ん
な
人
見

た
こ
と
な
い
と
い
う
人
物
。
大
分
Ｅ
氏
が
肺
が
ん
と
の
情
報

を
得
た
途
端
、
翌
日
飛
行
機
で
大
分
ま
で
見
舞
い
に
行
く
ほ

ど
の
繊
細
な
人
柄
。（
私
も
そ
の
１
か
月
後
、
急
逝
の
連
絡

を
受
け
、
翌
日
埼
玉
か
ら
日
帰
り
で
墓
参
り
に
行
っ
た
）

2
0
1
8
年
２
月
の
活
動
ま
で
で
通
算

320
日
を
超
え
た
「
貴

方
は
金
が
あ
る
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
け
る
ん
だ
」
と
他

人
か
ら
良
く
言
わ
れ
る
。

確
か
に
費
用
が
掛
か
る
（
宿
泊
費
、
交
通
費
、
食
事
代
、
手

土
産
代
） 

現
地
の
人
は
言
う
「
旅
行
で
も
、
地
元
の
産
物
を

買
う
も
＝
お
金
が
地
元
に
還
元
す
る
こ
と
が
一
番
有
難
い
」

私
も
常
日
頃
、
周
囲
の
方
に
お
願
い
す
る
の
は
、
コ
メ
、
酒
、

野
菜
、
肉
、
魚
、
同
じ
買
う
な
ら
被
災
地
の
物
品
を
買
い
ま

し
ょ
う
」・
・
・
と
。

２
年
目
か
ら
「
三
陸
特
産
高
級
海
藻 

焼
ま
つ
も
」
を
仕
入
、

小
・
中
・
高
の
同
期
会
で
販
売
し
た
り
会
社
関
係
の
親
睦
会

で
も
ワ
ン
コ
イ
ン
販
売
を
続
け
て
い
る
。（
年
間

400
袋
以
上 

仕
入
れ
原
価

600
円
）
け
ん
玉
仕
入
先
の
浅
草
蔵
前
の
「
玩
具

問
屋
」
も
、
焼
ま
つ
も
仕
入
れ
先
の
岩
手
県
山
田
町
の
「
水

産
加
工
業
者
」
も
私
の
行
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
価
格

面
で
大
な
る
支
援
を
頂
戴
し
て
い
る
。

「
け
ん
玉
教
室
」も
あ
と
２
～
３
年
と
予
想
し
て
い
た
が
、「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
」
が
発
生
し
、
新
た
な
課
題
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
55
歳
か
ら
興
味
を
持
っ
た
海
外
旅
行
（
通
算
38

回
）
も
、
震
災
後
は
一
度
の
み
。
も
う
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
長

生
き
し
て
被
災
者
支
援
を
続
け
る
覚
悟
で
す
。　
　
　

以
上
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お
詫
び
と
お
断
り

　

今
号
58
号
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
会
報
編
集
部
の
ミ
ス

で
、
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
第
16
期
高
野
清
様
の
原
稿
を

未
掲
載
の
ま
ま
、印
刷
製
本
を
完
了
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

高
野
様
ご
本
人
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
版
で
は
追
加
編
集
を
い
た
し
ま
し
て
掲
載
い
た
し
ま

し
た
こ
と
、
三
商
同
窓
生
の
皆
様
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。

　

今
後
、
複
数
人
数
に
よ
る
掲
載
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
一
層

強
化
い
た
し
ま
し
て
、、
皆
様
の
貴
重
な
ご
投
稿
、
ご
報
告

を
漏
ら
さ
ず
、
正
確
に
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
に
お
伝
え
で

き
る
よ
う
、
同
窓
会
広
報
委
員
会
一
同
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
同
窓
会

会　
　
　

長　

第
31
期　

三
浦
康
二

広
報
委
員
長　

第
22
期　

篠
﨑　

清

編
集
責
任
者　

第
49
期　

岩
瀬
茂
幸

◆
三
商
第
16
期
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
っ
た
だ
中
に
入
学

し
、
戦
後
の
復
興
期
に
卒
業
さ
れ
た
期
で
す
。（
実
業
学
校

五
年
制
）
現
在
の
中
学
一
年
生
か
ら
高
校
二
年
生
ま
で
の
多

感
な
時
期
を
、
戦
争
が
激
化
し
た
昭
和
18
年
か
ら
、
大
空
襲

で
一
面
焼
け
野
原
と
な
っ
た
東
京
が
少
し
ず
つ
立
ち
あ
が
っ

て
い
く
三
年
間
の
リ
ア
ル
な
生
活
様
式
、
そ
し
て
戦
前
、
戦

中
と
敗
戦
後
の
ま
る
で
違
う
価
値
観
に
戸
惑
っ
た
思
い
を
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
燦
商
閑
話
で
も
お
な
じ
み
第
21
期
高
野
昇

さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、
清
さ
ん
が
書
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

途
中
ち
り
ば
め
た
当
時
の
写
真
と
共
に
、
本
当
の
戦
争
と
暮

ら
し
、等
身
大
の
一
少
年
の
想
い
を
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
16
期　

高
野　

清

私
の
都
立
三
商
時
代
の
思
い
出

　

私
は
、
昭
和
18
年
4
月
に
東
京
府
立
第
三
商
業
学
校
（
現

在
の
東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
）
へ
入
学
、
昭
和
23
年

3
月
に
卒
業
し
た
第
16
期
同
窓
生
で
す
。

　

後
輩
た
ち
が
経
験
し
な
か
っ
た
昔
の
事
象
を
、
老
化
し
て

衰
え
た
頭
脳
か
ら
記
憶
を
絞
り
出
し
て
過
去
を
思
い
出
し
て

記
述
し
ま
し
た
。
失
念
し
た
部
分
や
勘
違
い
し
た
部
分
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

1　

当
時
の
時
代
は
、
き
な
く
さ
い
戦
争
の
臭
が
い
つ
も
た

だ
よ
い
、
常
時
な
ら
ぬ
非
常
時
の
時
代
で
し
た
。
国
民
は
海

外
の
状
況
か
ら
い
っ
さ
い
の
情
報
の
入
手
を
、
国
か
ら
強
制

的
に
遮
断
さ
れ
、
政
府
の
偏
っ
た
情
報
の
み
を
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
北
朝
鮮
の
国
民
と
同
じ
と
す
れ
ば
分
か

り
易
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
破
っ
て
外
国
放
送
を
聴
取
し
よ

う
も
の
な
ら
、
非
国
民
と
し
て
非
難
さ
れ
、
果
て
は
ス
パ
イ

の
容
疑
で
刑
事
処
分
を
科
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
市
販
の
ラ
ジ

オ
は
国
内
放
送
し
か
受
信
で
き
ず
、
海
外
放
送
は
受
信
不
可

能
で
し
た
が
、
な
か
に
は
海
外
放
送
受
信
可
能
な
ラ
ジ
オ
を

自
分
で
作
っ
た
り
市
販
の
ラ
ジ
オ
を
改
造
し
た
り
し
て
保
有

し
て
い
た
人
が
い
た
よ
う
で
す
。
ラ
ジ
オ
と
新
聞
以
外
の
メ

デ
ィ
ア
は
一
切
な
い
時
代
で
す
。
一
般
の
国
民
の
入
手
情
報

は
ラ
ジ
オ
と
新
聞
だ
け
で
し
た
。
あ
と
は
ひ
そ
か
に
伝
わ
っ

て
く
る
噂
で
す
。

2　

私
が
三
商
へ
入
学
し
た
当
時
は
、
日
米
戦
争
真
っ
最
中

で
、
す
で
に
敗
色
濃
厚
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
部
大

本
営
本
部
の
公
表
で
は
、
い
つ
も
米
国
の
航
空
母
艦
何
隻
を

轟
沈
し
た
と
か
戦
艦
何
隻
を
撃
沈
し
た
と
か
の
放
送
ば
か
り

で
、
嘘
っ
ぱ
ち
の
情
報
を
流
し
、
我
が
方
の
損
害
は
軽
微
な

り
と
し
て
、
国
民
を
だ
ま
し
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実

状
は
そ
の
反
対
で
し
た
。
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
も
軍
部
の
こ
の

よ
う
な
情
報
を
、
何
の
疑
い
も
な
く
平
然
と
流
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
私
の
三
商
入
学
時
の
時
代
背
景
で
す
。

3　

当
時
の
学
校
教
育
は
軍
部
や
文
部
省
の
指
示
に
よ
り
、

通
常
の
教
科
の
他
に
、
教
練
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

三
商
教
練
の
模
様
そ
の
一

第
15
期
小
嶋
皓
一
様
ご
提
供

三
商
教
練
の
模
様
そ
の
二

第
15
期
小
嶋
皓
一
様
ご
提
供
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学
校
に
は
現
役
の
軍
人
や
元
軍
人
だ
っ
た
軍
関
係
の
職
員
が

数
名
い
て
、
週
に
数
時
間
の
教
練
の
と
き
に
は
彼
ら
が
教
師

と
し
て
私
ら
を
教
育
し
ま
し
た
。
将
来
の
軍
人
の
育
成
を
12

歳
か
ら
始
め
た
の
で
す
。
木
銃
を
担
い
で
行
進
や
雨
天
の
と

き
に
は
教
室
内
で
「
軍
人
に
賜
り
た
る
勅
諭
」
の
講
義
が
あ

り
、
来
週
ま
で
に
こ
の
勅
諭
を
全
部
暗
記
す
る
よ
う
に
と
い

う
宿
題
を
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
暗
然
と
し
た
こ
と
を
強
く

記
憶
し
て
い
ま
す
。「
我
が
国
の
軍
隊
は
世
世
天
皇
の
統
率

し
た
も
う
と
こ
ろ
に
ぞ
あ
る
。」
で
始
ま
る
明
治
天
皇
が
発

し
た
勅
諭
で
、
二
千
六
百
字
以
上
の
長
文
を
一
週
間
で
丸
暗

記
な
ん
て
不
可
能
と
い
う
の
が
、
私
ら
の
共
通
の
悩
み
で
し

た
。

4　

三
商
へ
の
通
学
は
、
都
電
で
し
た
。
私
は
江
東
区
亀
戸

か
ら
都
電
で
錦
糸
町
ま
で
乗
り
、
そ
こ
か
ら
大
手
町
行
き
の

都
電
に
乗
っ
て
、
木
場
一
丁
目
で
下
車
あ
と
は
徒
歩
で
す
。

同
時
に
降
車
し
た
私
ら
は
、
直
ち
に
二
列
縦
隊
を
組
ん
で
上

級
生
が
指
揮
を
執
っ
て
校
門
ま
で
行
き
ま
す
。
中
途
で
先
生

に
出
会
う
と
、指
揮
者
が
「
歩
調
執
れ
」
と
号
令
し
更
に
「
か

し
ら
右
」
と
号
令
し
て
先
生
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。
軍
隊

式
で
す
。

5　

当
時
の
学
校
教
育
は
、
今
に
な
っ
て
思
う
と
パ
ワ
ハ
ラ

が
蔓
延
し
て
い
ま
し
た
。
暴
力
教
師
が
い
て
、
自
己
の
感
情

が
抑
え
き
れ
ず
に
、
生
徒
に
往
復
ビ
ン
タ
を
す
る
場
面
を
何

度
か
目
に
し
ま
し
た
。
往
復
ビ
ン
タ
の
勢
い
で
転
倒
し
た
友

人
の
表
情
が
、
今
で
も
私
の
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
怪

我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
業
後
も
枯
葉
そ
の
教
師
を
憎

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
暴
力
教
師
は
明
治
維
新
時
代
の
有
名

人
の
末
裔
で
す
。
そ
の
教
師
か
ら
制
裁
の
た
め
木
銃
で
胸
を

突
か
れ
て
、
肋
骨
骨
折
に
な
っ
た
上
級
生
が
い
た
と
の
噂
が

あ
り
ま
し
た
。

6　

教
練
以
外
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
割
合
に
充
実
し
て
い

ま
し
た
。
私
の
記
憶
で
は
、
歴
史
の
矢
島
先
生
、
数
学
の
畠

先
生
（
東
京
物
理
学
校
卒
の
秀
才
、
中
途
で
軍
部
に
招
集
さ

れ
て
お
別
れ
し
た
）、
英
語
の
石
田
先
生
そ
の
他
の
先
生
方

が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
先
生
方
の
名
前
は
失
念
し
ま
し

た
。

7　

入
学
し
て
ま
も
な
く
連
合
艦
隊
の
山
本
五
十
六
司
令
長

官
の
国
葬
が
あ
り
、
私
た
ち
は
四
谷
見
附
付
近
で
国
葬
の
隊

列
を
お
迎
え
す
る
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
砲
の
上
に
棺

が
乗
せ
ら
れ
て
、
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
が
、

敵
地
に
墜
落
し
た
飛
行
機
の
中
の
司
令
長
官
の
遺
体
を
、
ど

う
や
っ
て
収
容
し
た
の
か
疑
問
で
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
は

は
っ
き
り
と
説
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

8　

当
時
の
遠
足
は
今
と
違
っ
て
「
剛
健
遠
足
」
と
称
し
て
、

徒
歩
が
原
則
で
し
た
。
例
え
ば
明
治
神
宮
の
神
宮
橋
に
集
合

し
、
調
布
市
の
仙
川
ま
で
甲
州
街
道
を
徒
歩
で
行
き
ま
し
た

が
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
決
め
ら
れ
た
荷
重
の
砂
を
入
れ
て

の
徒
歩
な
の
で
、
か
な
り
疲
労
し
ま
し
た
。
帰
途
は
電
車
で

し
た
が
、
上
級
生
は
往
復
徒
歩
で
し
た
。
帰
り
は
重
い
砂
を

中
途
で
捨
て
ま
し
た
。
今
で
も
仙
川
周
辺
を
通
る
と
当
時
を

思
い
出
し
ま
す
。
渋
谷
か
ら
二
子
玉
川
ま
で
徒
歩
で
の
遠
足

も
あ
り
ま
し
た
。
三
軒
茶
屋
を
経
由
し
ま
す
が
、
路
面
電
車

の
玉
電
が
我
々
を
追
い
越
し
て
ゆ
く
の
が
羨
ま
し
か
っ
た
も

の
で
す
。
玉
電
は
砂
塵
を
立
て
て
通
過
す
る
の
で
、
我
々
は

埃
だ
ら
け
で
し
た
。
路
面
が
未
舗
装
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

9　

軍
部
が
若
い
男
性
を
ど
し
ど
し
召
集
す
る
の
で
、
働
き

手
が
不
足
し
国
内
の
兵
器
の
生
産
が
必
要
量
に
大
き
く
不
足

す
る
の
で
、
昭
和
19
年
秋
に
学
生
生
徒
の
動
員
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
軍
部
へ
の
召
集
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
大
学
生
は
猶

予
が
解
除
さ
れ
、
即
時
軍
部
へ
の
入
隊
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
式
典
が
、
神
宮
外
苑
の
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま

三
商
教
練
の
模
様
そ
の
二

第
15
期
小
嶋
皓
一
様
ご
提
供
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し
た
が
、
今
で
も
そ
の
時
の
映
像
（
降
雨
中
の
大
学
生
の
行

進
）
が
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。
大
学
生
の
召
集
動
員
と
同
時
に
、
大
学
生
以
外

の
生
徒
に
対
し
て
は
、
勤
労
動
員
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
我

ら
少
年
も
例
外
と
さ
れ
ず
、
勤
労
動
員
令
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
19
年
秋
に
、
三
商
の
生
徒
た
ち
は
方
々
の
工
場
へ

勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
、
勉
学
時
間
は
大
き
く
削
減
さ
れ
ま

し
た
。
一
ヵ
月
に
１
回
だ
け
登
校
し
ま
す
が
、
残
り
の
日
々

は
工
場
へ
行
っ
て
働
く
わ
け
で
す
。
私
の
場
合
は
、
深
川
の

海
辺
町
に
あ
っ
た
町
工
場
で
し
た
。
従
業
員
が
数
十
名
の
中

小
企
業
の
工
場
で
、船
舶
用
の
器
具
を
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
仕
事
は
、
船
舶
用
の
木
製
の
滑
車
（
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
用
）
作
り
で
、
ボ
ー
ル
盤
で
縦
穴
を
開
け
る
と
い
う
も
の

で
し
た
が
、
作
業
に
失
敗
し
て
滑
車
を
「
お
釈
迦
」
に
し
て

し
ま
う
こ
と
も
再
三
あ
っ
た
り
、
作
業
服
の
袖
口
を
ボ
ー
ル

盤
の
刃
に
巻
き
込
ま
れ
て
あ
わ
や
と
い
う
事
態
も
あ
っ
た
り

し
て
、
冷
や
汗
を
か
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
月
給
は
30

円
で
し
た
。全
額
を
母
親
に
渡
し
て
貯
金
し
て
い
ま
し
た
が
、

後
記
の
東
京
大
空
襲
で
貯
金
通
帳
を
焼
失
し
、
一
銭
も
使
わ

ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。

10　

サ
イ
パ
ン
島
の
玉
砕
（
当
時
の
文
言
で
す
、
全
滅
と
い

う
意
味
）
後
は
、
戦
局
は
日
々
に
悪
化
し
国
民
の
間
で
も
厭

戦
気
味
の
雰
囲
気
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
で
サ

イ
パ
ン
島
玉
砕
の
放
送
を
聴
い
た
と
き
、
何
の
実
状
も
知
ら

な
い
私
で
も
暗
澹
た
る
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
戦
争

の
行
く
末
は
ど
う
な
る
の
か
心
配
で
し
た
。
弟
た
ち
小
学
生

は
半
強
制
的
に
山
形
の
上
山
市
へ
学
童
疎
開
し
て
別
居
し
て

い
ま
し
た
。
親
子
兄
弟
離
れ
離
れ
で
す
。
両
親
と
妹（
5
歳
）

及
び
私
は
疎
開
し
な
い
で
江
東
区
に
残
り
ま
し
た
。
米
軍
は

サ
イ
パ
ン
島
占
領
後
の
戦
略
は
、
当
時
の
米
軍
の
超
弩
級
の

爆
撃
機
4
発
機
の
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29
を
サ
イ
パ
ン
島
に
駐
屯

さ
せ
て
、
日
本
本
土
空
襲
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
サ

イ
パ
ン
島
か
ら
発
進
し
た
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29
が
昼
間
か
ら
単

機
で
東
京
の
超
上
空
を
通
過
し
て
偵
察
し
て
い
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
超
上
空
か
ら
写
真
撮
影
で
も
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
飛
行
機
雲
を
長
々
と
引
い
て
機
体
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な

が
ら
、
飛
行
し
て
い
る
姿
は
美
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
高
射

砲
の
砲
弾
は
そ
の
敵
機
に
届
か
ず
、無
駄
弾
ば
か
り
で
し
た
。

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29
は
1
万
メ
ー
ト
ル
の
成
層
圏
を
飛
行
可
能

な
の
に
、
日
本
の
迎
撃
戦
闘
機
は
そ
ん
な
上
空
は
飛
行
不
可

能
で
し
た
。
し
か
し
果
敢
な
飛
行
兵
が
Ｂ
29
に
体
当
た
り
し

て
、
東
京
湾
内
に
撃
墜
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
比

谷
公
園
で
こ
の
Ｂ
29
の
破
損
し
た
尾
翼
部
分
を
展
示
し
た
の

で
、
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
尾
翼
部
分
だ
け
で
し
た
が
、
そ

の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
日
本
の
「
飛
燕
」
と
い
う
戦
闘

機
も
並
ん
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
小
の
差
に
驚
嘆

し
ま
し
た
。
米
国
の
強
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
日

定
期
便
の
よ
う
に
昼
間
に
Ｂ
29
単
機
の
来
訪
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
ら
は
富
士
山
を
目
指
し
て
本
土
上
空
に
接
近
し
、
そ

こ
か
ら
東
へ
方
向
転
換
し
て
東
京
近
辺
の
上
空
で
偵
察
し
て

東
の
海
上
へ
飛
行
し
て
、サ
イ
パ
ン
の
基
地
へ
戻
る
の
で
す
。

11　

最
初
の
夜
間
飛
行
の
Ｂ
29
が
飛
来
し
た
の
は
、
昭
和
19

年
11
月
の
お
酉
さ
ま
の
夜
で
し
た
。
私
の
父
親
は
浅
草
の
お

酉
さ
ま
へ
参
拝
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
空
襲
警
報
が
発
令

さ
れ
る
と
、
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
帰
宅
し
て
き
ま
し
た
。
帰
宅

を
急
ぐ
者
の
混
雑
で
電
車
が
超
満
員
で
大
変
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
初
め
て
の
夜
間
空
襲
で
都
民
は
ど
う
し
て
良
い
や

ら
判
断
に
困
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
の
空
襲
で
は
大

き
な
被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
単
機
か
複
数
機
か
不
明

で
す
が
、
米
軍
は
夜
間
空
襲
の
練
習
で
も
し
た
の
か
な
。

12　

そ
の
後
も
単
機
か
若
干
の
複
数
機
が
昼
夜
を
問
わ
ず
飛

行
し
て
き
て
、
そ
の
度
に
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
午
後
10
時
ご
ろ
空
襲
が
あ
り
、
次
に
翌
日
の
午
前
2
時

ご
ろ
空
襲
が
あ
り
、
そ
の
次
は
未
明
の
早
朝
に
ま
た
ま
た
空

襲
で
す
。
都
民
は
一
晩
に
3
度
も
起
こ
さ
れ
て
睡
眠
不
足
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
空
襲
の
度
に
お
粗
末
な
自
家
製
の

防
空
壕
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
狭
く
て
湿
っ
ぽ
い
壕
内
で

は
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
私
は
空
襲
に
な
る
と
防
空
壕
に
は
入

ら
ず
、
い
つ
も
表
通
り
に
出
て
敵
機
は
い
ず
こ
か
と
空
を
見

上
げ
て
い
ま
し
た
。
月
の
な
い
夜
の
晴
天
時
の
星
空
の
美
し

さ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
星
明
り
と
い
う
言
葉
の

意
味
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
月
が
な
く
て
も
星
だ
け
の
明

る
さ
で
周
辺
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
制
空
権
を
無
く
し
た
日
本
の
軍
部
は
Ｂ
29
に
は
手
が
出

ま
せ
ん
。
米
軍
に
と
っ
て
は
ハ
イ
キ
ン
グ
に
で
も
行
く
よ
う



三 商 同 窓 会 報 №58

33

な
気
楽
な
旅
行
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

13　

こ
ん
な
非
常
時
で
も
、
我
々
の
勤
労
奉
仕
は
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
警
戒
警
報
く
ら
い
な
ら
工
場
へ
通
勤
し
て
い
ま
し

た
。
仕
事
中
に
空
襲
警
報
が
あ
る
と
会
社
敷
地
内
の
防
空
壕

へ
避
難
し
て
、
警
報
解
除
ま
で
待
っ
て
ま
た
仕
事
に
戻
る
と

い
う
繰
り
返
し
で
、
仕
事
が
捗
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
日
に

何
度
も
繰
り
返
す
の
で
能
率
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
生
産
量
は

極
度
に
落
ち
ま
し
た
。
こ
れ
も
米
軍
の
狙
い
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
ま
さ
に
神
経
戦
で
し
た
。
神
経
戦
に
負
け
る

な
と
い
う
標
語
を
見
ま
し
た
。
月
に
1
度
の
三
商
へ
の
登
校

日
は
ろ
く
な
授
業
は
な
く
、
ま
っ
た
く
勉
学
か
ら
離
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
学
生
で
は
な
く
工
員
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

14　

学
徒
動
員
令
の
発
令
以
前
に
は
、
雨
天
で
な
い
限
り
、

毎
日
校
庭
で
朝
礼
が
行
わ
れ
、
上
半
身
裸
で
素
足
で
し
た
。

裸
体
操
の
あ
と
は
長
々
と
続
く
教
職
員
の
訓
話
が
多
く
、
中

途
で
体
調
を
崩
し
て
う
ず
く
ま
る
生
徒
が
頻
発
し
ま
し
た
。

先
生
の
中
に
も
倒
れ
こ
む
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
軍
部
か
ら

派
遣
さ
れ
た
将
校
が
、
戦
意
高
揚
の
た
め
に
来
演
し
生
徒
た

ち
の
心
を
掴
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
出
て
海
軍
の
予

科
練
修
生
（
飛
行
機
乗
員
、
い
わ
ゆ
る
予
科
練
）
に
大
勢
の

生
徒
が
応
募
し
ま
し
た
。
当
時
の
少
国
民
は
私
を
含
め
て
全

部
が
軍
国
少
年
で
し
た
。
彼
ら
は
誇
ら
し
げ
に
朝
礼
で
挨
拶

し
て
、
あ
と
に
続
け
と
叱
咤
激
励
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
そ

の
影
響
を
受
け
2
、
3
年
後
に
は
陸
海
軍
の
経
理
学
校
を
受

験
し
て
み
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

15　

日
米
開
戦
後
の
最
初
の
空
襲
は
、
昭
和
17
年
4
月
の

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
25
に
よ
る
本
土
空
襲
で
し
た
。
日
本
近
海
に

接
近
し
た
米
航
空
母
艦
ホ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
発
進
し
た
双
発
機

Ｂ
25
の
16
機
は
東
京
の
他
に
横
浜
、
横
須
賀
、
川
崎
、
名
古

屋
、
四
日
市
、
神
戸
等
へ
飛
行
し
て
爆
弾
を
投
下
し
、
中
国

大
陸
奥
地
へ
退
避
し
ま
し
た
。
都
区
内
で
も
被
爆
し
て
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。
住
宅
の
破
壊
も
あ
り
ま
し
た
。
完
全
に
虚

を
突
か
れ
た
軍
部
は
大
慌
て
で
し
た
が
、
敵
機
を
撃
墜
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
な
り
低
空
を
飛
行
し
た
ら

し
く
操
縦
者
の
顔
が
見
え
た
と
い
う
証
言
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
指
揮
者
は
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
と
い
い
ま
し
た
が
、
米
国
で
は

ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
と
称
し
て
米
国
の
マ
ス
コ
ミ
が
喧
伝
し

て
、
米
国
民
の
士
気
を
高
め
た
よ
う
で
す
。
江
東
区
あ
た
り

で
は
敵
機
の
爆
音
も
聴
こ
え
ず
、
日
本
の
戦
闘
機
が
敵
機
の

退
避
後
に
飛
び
回
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

16　

昭
和
20
年
の
新
年
が
明
け
ま
し
た
が
、
食
料
不
足
か
ら

お
せ
ち
料
理
や
お
雑
煮
も
で
き
ず
、
寂
し
い
正
月
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
か
ら
航
空
母
艦
か
ら
発
進
し
た
グ
ラ
マ
ン
艦

上
戦
闘
機
が
本
土
の
空
を
乱
舞
し
て
、
禿
鷹
の
よ
う
に
地
上

の
人
や
満
員
の
鉄
道
列
車
や
建
物
そ
の
他
を
襲
い
始
め
ま
し

た
。
機
銃
掃
射
で
す
。
会
場
で
操
業
中
の
漁
船
も
襲
わ
れ
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
軍
と
民
間
人
の
区
別
な
く
襲

撃
を
受
け
ま
し
た
。
ゼ
ロ
戦
も
グ
ラ
マ
ン
の
餌
食
に
な
る
始

末
で
す
。
当
時
の
ゼ
ロ
戦
は
す
で
に
時
代
遅
れ
の
遺
物
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
米
国
は
ゼ
ロ
戦
を
完
全
な
姿
の
ま

ま
捕
獲
し
、
徹
底
的
に
研
究
し
て
開
発
し
た
の
が
、
グ
ラ
マ

ン
艦
上
戦
闘
機
で
し
た
。
強
力
な
エ
ン
ジ
ン
を
着
け
て
速
度

を
増
し
、
防
弾
の
た
め
に
厚
い
鉄
板
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
席
に
着

装
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
犠
牲
を
防
い
だ
の
で
す
。
日
米
の
生

命
に
関
す
る
価
値
観
の
相
違
で
す
。
日
本
の
軍
部
は
「
生
命

は
鴻
毛
よ
り
軽
し
」
と
の
考
え
か
ら
、
戦
略
を
練
っ
て
い
ま

し
た
。
兵
士
の
生
命
の
価
値
は
一
銭
五
厘
と
俗
に
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
た
っ
た
一
枚
の
は
が
き
代
で
す
。
一
銭
五
厘
あ

れ
ば
は
が
き
で
い
く
ら
で
も
兵
士
を
召
集
で
き
た
か
ら
で

す
。

17　

入
学
当
初
は
都
電
利
用
で
し
た
が
、
中
途
か
ら
自
転
車

通
学
に
し
ま
し
た
。通
学
中
に
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、

道
端
に
作
ら
れ
た
防
空
壕
に
飛
び
込
ん
で
退
避
し
警
報
解
除

ま
で
待
ち
ま
す
。
都
電
が
混
ん
で
乗
車
で
き
な
い
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
自
転
車
通
学
に
変
更
し
ま
し
た
。
夜
間

は
Ｂ
29
の
空
襲
が
あ
り
、
昼
間
は
グ
ラ
マ
ン
に
よ
る
空
襲
が

あ
り
、
都
民
は
常
時
緊
張
し
た
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の

で
、
田
舎
へ
転
居
す
る
人
が
増
え
て
、
都
民
人
口
は
減
り
ま

し
た
。
鉄
道
駅
周
辺
で
は
建
物
の
強
制
疎
開
が
あ
り
ま
し

た
。
空
襲
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
建
て
こ
ん
で
い
る
建
物

を
破
壊
し
て
空
き
地
を
作
っ
た
の
で
す
。
木
造
建
物
は
人
力

に
よ
っ
て
破
壊
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
車
を
使
用
し
た
処
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
ん
な
に
賑
わ
っ
た
駅
前
商
店
街
が
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あ
っ
と
い
う
間
も
な
く
、
空
き
地
だ
ら
け
の
空
間
に
な
り
ま

し
た
。

18　

昭
和
20
年
3
月
9
日
の
夜
11
時
ご
ろ
に
空
襲
警
報
が
解

除
さ
れ
た
の
で
、
や
れ
や
れ
こ
れ
で
寝
る
こ
と
が
で
き
る
と

解
放
感
を
味
わ
っ
て
い
る
と
、
今
で
も
聴
い
た
こ
と
の
な
い

激
し
い
大
爆
音
が
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
び
っ
く
り

し
て
表
通
り
で
空
を
見
上
げ
る
と
手
に
届
く
よ
う
な
超
低
空

を
巨
大
な
Ｂ
29
が
飛
行
し
て
北
方
向
へ
飛
行
し
て
行
き
ま
し

た
。
東
京
湾
か
ら
北
上
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
あ
と
か
ら

次
々
と
Ｂ
29
が
飛
来
し
て
き
ま
し
た
。
三
百
機
の
Ｂ
29
の

じ
ゅ
う
た
ん
爆
撃
で
す
。
す
で
に
そ
の
時
は
墨
田
区
方
面
の

空
は
火
炎
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
焼
夷
弾
に
よ

る
火
災
で
す
。
台
風
の
よ
う
な
強
い
北
風
に
煽
ら
れ
て
火
災

は
延
焼
し
続
け
、
亀
戸
も
安
全
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
明

治
通
り
は
避
難
民
で
阿
鼻
叫
喚
の
さ
な
か
で
す
。
父
親
は
警

防
団
員
だ
っ
た
の
で
屯
所
に
詰
め
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
に

急
い
で
避
難
す
る
よ
う
警
告
す
る
た
め
に
飛
ん
で
き
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
屯
所
へ
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。
家
族
が
別
々
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母
親
と
疎
開
先
か
ら
帰
京
し
た
次

男
と
妹
と
私
は
、
一
団
と
な
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
に
布
団
そ
の
他

の
荷
物
を
積
ん
で
亀
戸
駅
ま
で
避
難
し
ま
し
た
が
、
駅
構
内

は
避
難
民
で
満
杯
の
状
況
で
入
る
隙
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
駅

構
内
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
た
め
火
災
か
ら
逃
れ
ら
れ
る

と
考
え
た
人
た
ち
で
す
。
仕
方
な
く
折
角
持
っ
て
き
た
荷
物

を
、
避
難
の
邪
魔
に
な
る
の
で
放
棄
し
て
亀
戸
町
内
を
あ
ち

こ
ち
徘
徊
し
て
回
り
、
午
前
3
時
頃
に
一
丁
目
の
工
場
跡
地

の
原
っ
ぱ
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
大
勢
の
避
難
民

が
い
ま
し
た
。
み
ん
な
不
安
な
表
情
で
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
偶
然
に
も
父
親
と
出
会
い
ま
し
た
。

全
く
幸
運
で
し
た
。
亀
戸
駅
構
内
に
避
難
し
た
人
た
ち
は
ほ

と
ん
ど
が
焼
死
し
た
そ
う
で
す
。生
死
の
境
は
紙
一
重
で
す
。

向
こ
う
三
軒
両
隣
の
う
ち
、
両
隣
の
う
ち
片
方
の
人
は
生
死

不
明
、
向
こ
う
三
軒
の
十
数
名
の
人
た
ち
に
つ
い
て
は
全
員

が
生
死
不
明
で
し
た
。幸
い
私
ら
の
家
族
は
助
か
り
ま
し
た
。

焼
け
跡
の
惨
状
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
く
、
描
写
す
る
に
堪
え

ま
せ
ん
。江
戸
川
区
小
岩
に
親
戚
が
い
た
の
で
、そ
こ
を
頼
っ

て
徒
歩
で
行
き
ま
し
た
。
交
通
機
関
も
損
害
を
受
け
不
通
で

し
た
。
避
難
民
の
私
ら
家
族
5
人
の
受
け
入
れ
を
、
親
戚
の

人
た
ち
は
気
さ
く
に
快
諾
さ
れ
た
の
を
、
今
で
も
思
い
出
し

ま
す
。

19　

勤
労
動
員
の
工
場
も
消
失
し
て
い
た
の
で
、
動
員
先
が

深
川
枝
川
町
に
あ
る
工
場
（
企
業
名
は
失
念
）
に
変
わ
り
ま

し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
機
を
製
造
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
の
仕
事
は
旋
盤
で
金
属
板
に
穴
を
開
け
る
作
業
で
し

た
。
操
作
が
難
し
い
の
で
工
員
が
主
と
し
て
操
作
し
、
私
は

雑
役
み
た
い
な
作
業
を
し
ま
し
た
。
工
員
の
多
く
は
地
方
出

身
で
義
務
教
育
を
終
え
た
ば
か
り
の
青
年
た
ち
で
し
た
が
、

我
々
と
年
齢
が
近
か
っ
た
の
で
、
し
ば
し
ば
工
員
た
ち
と

我
々
は
、
小
さ
な
こ
と
で
争
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
地
方

出
身
で
学
歴
が
な
い
の
に
、
我
々
は
大
都
会
出
身
で
し
か
も

義
務
教
育
以
上
の
教
育
を
受
け
て
い
る
と
の
認
識
か
ら
劣
等

感
を
抱
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

20　

昭
和
20
年
の
新
入
生
は
、都
立
造
船
工
業
学
校
で
し
た
。

三
商
は
新
入
生
な
し
で
す
。
商
業
学
校
は
戦
争
に
必
要
な
し

と
さ
れ
、
理
系
の
学
校
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。
同
じ
校
舎
に

理
系
と
文
系
の
生
徒
が
混
在
し
た
の
で
す
。
文
系
の
三
商
か

ら
理
系
の
造
船
工
業
へ
横
滑
り
し
た
同
期
生
も
い
ま
し
た
。

私
は
三
商
に
残
り
ま
し
た
。

21　

戦
局
我
に
利
あ
ら
ず
、敗
戦
濃
厚
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
20
年
8
月
15
日
に
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
中
の
都

会
の
ほ
と
ん
ど
が
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
。
大
都

会
で
は
、
京
都
市
だ
け
が
無
傷
で
残
り
ま
し
た
。
日
中
戦
争

開
始
以
来
敗
戦
日
ま
で
犠
牲
者
が
三
百
万
人
を
越
え
ま
し

た
。
敗
戦
後
「
一
億
総
懺
悔
」
と
い
う
言
葉
が
、
当
時
の
東

久
邇
宮
内
閣
か
ら
叫
ば
れ
、
敗
戦
の
責
任
は
日
本
人
全
体
に

あ
り
皆
で
反
省
し
よ
う
と
の
趣
旨
で
し
た
が
、
政
治
家
や
軍

部
の
責
任
を
国
民
に
押
し
付
け
る
も
の
と
の
反
論
が
多
く
あ

り
、
こ
れ
が
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
東
久
邇
宮
内
閣
は
総
辞

職
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
戦
前
戦
中
の
価
値
観
が
敗
戦
に

よ
り
大
反
転
し
て
、
白
が
黒
に
な
り
、
黒
だ
っ
た
も
の
が
白

に
な
る
と
い
う
変
化
に
、
私
た
ち
は
大
変
戸
惑
い
ま
し
た
。

天
皇
は
現
人
神
（
あ
ら
ひ
と
が
み
）
に
あ
ら
ず
人
間
で
あ
る

と
い
う
勅
諭
が
、
昭
和
21
年
元
旦
に
公
表
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
天
皇
自
ら
発
信
の
人
間
宣
言
で
す
。
も

ち
ろ
ん
占
領
軍
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
後
ろ
盾
あ
っ
て

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ち
ろ
ん
占
領
軍
総
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
後
ろ
盾
あ
っ
て

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

22　

敗
戦
後
は
造
船
工
業
が
廃
校
に
な
り
、
以
前
の
三
商
が

復
活
し
ま
し
た
。勤
労
動
員
は
消
滅
し
、全
員
が
学
校
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
が
、
空
襲
に
よ
る
犠
牲
者
も
あ
り
、
ま
た
地
方

へ
疎
開
し
て
転
校
し
た
者
も
い
た
の
で
、
生
徒
数
が
減
っ
た

よ
う
で
す
。
授
業
は
再
開
さ
れ
充
実
し
て
き
ま
し
た
が
、
勤

労
動
員
に
よ
る
勉
学
不
足
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
食
料
不

足
も
あ
っ
て
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
放
課
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
活
発
に
な
り
、
私
は
杉
原
先

生
が
指
導
す
る
珠
算
部
へ
入
部
し
、
東
京
都
珠
算
競
技
大
会

で
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

野
球
の
人
気
が
高
く
、
部
員
が
あ
ま
り
に
多
く
て
、
道
具
が

足
り
ず
練
習
に
差
し
支
え
る
事
態
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
学

校
近
く
の
東
京
商
船
大
学
校
舎
は
米
軍
の
将
校
た
ち
の
宿
舎

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
の
将
校
が
来
校
し
て
き
て
、

生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
野
球
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
将
校
は
ロ
ー
ズ
大
尉
と
い
い
、
近
い
う
ち
に
退
役

し
て
帰
国
し
、
大
学
へ
入
っ
て
法
律
を
勉
強
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
将
来
の
日
本
は
君
た
ち
若
い
人
の
双
肩
に
か
か
っ

て
い
る
と
の
、
別
れ
の
挨
拶
に
感
動
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

23　

忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
と
し
て
、
食
料
不
足
を
補
う
た
め

の
食
料
買
出
し
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
米
穀
の
割
当
て
が
配

給
さ
れ
る
量
は
、
健
康
に
生
き
て
ゆ
く
に
は
絶
対
的
に
不
足

し
て
い
ま
し
た
。
国
民
は
い
つ
も
空
腹
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
隔
週
の
日
曜
日
に
は
父
親
の
実
家
が
あ
る
千
葉
県
へ

父
親
と
一
緒
に
食
料
の
買
出
し
に
行
き
ま
し
た
。
千
葉
県
は

薩
摩
芋
の
産
地
で
有
名
で
し
た
。
2
人
で
リ
ュ
ッ
ク
満
杯
で

帰
宅
す
る
の
で
す
が
、
途
中
で
警
察
の
取
締
り
に
遭
い
、
僅

か
の
量
以
外
は
没
収
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
食
料
管
理
法
違

反
と
い
う
こ
と
で
す
。
1
日
が
か
り
で
せ
っ
か
く
苦
労
し
て

購
入
し
て
き
た
の
に
、
没
収
さ
れ
て
い
ま
い
、
切
な
い
思
い

で
し
た
。
食
料
買
出
し
を
商
売
に
し
て
い
る
者
が
主
た
る
目

的
の
よ
う
で
し
た
が
、
商
売
人
で
な
い
一
般
の
人
も
例
外
な

く
取
締
り
の
対
象
と
し
た
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

24　

三
商
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
更
に
も
う
1
年
学

校
に
残
っ
て
卒
業
す
れ
ば
、
新
政
高
校
卒
業
に
な
る
の
で
、

そ
の
進
路
を
選
ぶ
者
と
、
経
済
的
な
事
情
で
す
ぐ
就
職
す
る

者
と
に
二
分
さ
れ
ま
す
。
当
時
の
三
商
卒
業
生
の
就
職
先
は

日
銀
や
大
手
銀
行
や
旧
財
閥
系
の
企
業
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
旧
財
閥
系
の
企
業
は
、
総
司
令
部
の
命
令
に
よ

り
旧
財
閥
系
の
商
号
の
使
用
が
許
さ
れ
ず
、
規
模
も
中
小
並

み
に
細
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
企
業
の
良
否
の
判
断
が

困
難
で
し
た
。
戦
時
中
の
旧
財
閥
系
の
会
社
は
軍
部
に
協
力

し
た
と
の
理
由
で
、
そ
う
な
っ
た
の
で
す
。
私
が
入
社
し
た

新
光
レ
イ
ヨ
ン
は
そ
の
後
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
と
な
り
、
現
在
は

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
で
す
。
三
菱
銀
行
は
千
代
田
銀
行
と
い
う
商

号
で
し
た
。

25　

昭
和
23
年
3
月
に
三
商
を
卒
業
し
て
三
商
生
活
は
終

わ
り
ま
し
た
。
三
商
の
内
外
で
過
ご
し
た
5
年
間
の
歴
史

は
、
私
の
生
涯
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
戦
中
戦
後
時
代
を
体
験
し
、
こ
の
貴
重
な
時
代
を
生
き

抜
い
て
き
た
か
ら
で
す
。
平
成
時
代
が
終
わ
り
令
和
時
代
に

入
っ
た
の
で
、
私
た
ち
世
代
は
昭
和
平
成
令
和
の
三
時
代
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
感
慨
が
多
く
て
図
り
し
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
私
の
同
期
生
た
ち
の
大
半
は
す
で
に
鬼
籍

に
入
っ
て
い
ま
す
。
私
ら
有
志
が
作
っ
た
三
商
矢
島
会
の
十

数
名
の
う
ち
、
今
残
っ
て
い
る
の
は
た
っ
た
2
名
で
す
。
寂

し
い
こ
と
こ
の
上
も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
超
70
年
間
は
日

本
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
平
和
な
時
で
し
た
。
日
本
史
上
こ

ん
な
永
い
平
和
が
続
い
た
の
は
初
め
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
が
生
ま
れ
た
昭
和
5
年
か
ら
同
20
年
ま
で
の
15
年
間

は
、
常
時
戦
争
の
連
続
で
し
た
。
昭
和
7
年
の
満
州
事
変
及

び
日
本
海
軍
将
校
ら
に
よ
る
反
乱
事
件
（
当
時
の
首
相
暗
殺

事
件
）、
同
11
年
の
2
・
2
・
6
事
件
、
同
12
年
の
日
中
戦
争
、

同
14
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
（
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
）、
同
16
年
の
日
米
戦
争
で
、
事
変
や
戦

争
の
連
続
で
し
た
。
そ
ん
な
時
代
を
根
絶
し
た
い
で
す
。
今

後
も
平
和
な
時
代
が
続
い
て
欲
し
い
と
切
に
念
じ
ま
す
。

　

同
窓
会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
拙
い

乱
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
追
記
）「
都
立
三
商
第
16
期
生
の
記
録
」
と
い
う
本
を
、

三
商
同
窓
会
事
務
局
（
江
東
区
牡
丹
1
―
12
―
8
）
や
公
立

図
書
館
等
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
期
生
各
位
の
詳
細
な

体
験
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
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母

校

の

今

三　
　

商　
　

近　
　

況

　

初
め
て
「
同
窓
会
報
」
に
寄
稿
し
ま
す
。
乱
文
お
許
し
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

母
校
第
三
商
業
に
教
員
と
し
て
着
任
し
て
５
年
目
に
な
り

ま
す
。
着
任
３
年
目
に
創
立
90
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、

教
員
と
し
て
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
た
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
母
校
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
こ
と
、

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
寄
稿
に
あ
た
り
、
母
校
第
三
商
業
の
近
況
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

１
．
卒
業
生
累
計

　

創
立
90
周
年
記
念
誌
99
ペ
ー
ジ
に
「
卒
業
生
数
の
推
移
」

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
発
刊
後
２
年
が
経
ち
、
86
期
生

が
卒
業
し
ま
し
た
。
最
新
版
の
「
卒
業
生
の
推
移
」
が
表

１
と
な
り
ま
す
。
総
数
２
７
，
５
６
７
名
、
男
性
が
１
３
，

５
０
６
名
、
女
性
が
１
４
，
０
６
１
名
で
す
。
卒
業
生
総
数

が
２
８
，
０
０
０
名
に
な
る
の
も
近
い
で
す
。

２
．
進
路
先
に
つ
い
て

記
念
誌
79
ペ
ー
ジ
に
「
各
年
度
進
路
先
一
覧
」
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
86
期
生
ま
で
の
進
路
先
を
追
加
し
た
の
が
表
２

と
な
り
ま
す
。近
年
の
卒
業
生
の
進
路
は
進
学
傾
向
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　

 

都
立
第
三
商
業
教
諭

第
60
期　

木
藤
則
行

３
分
の
１
が
就
職
、
３
分
の
１
が
大
学
・
短
期
大
学
、
３
分

の
１
が
専
門
学
校
と
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

進
学
傾
向
が
続
く
と
み
ら
れ
ま
す
。

３
．「
商
業
科
」
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
へ

　

２
０
１
９
年
度
の
第
１
学
年
（
89
期
）
と
第
２
学
年
（
88

期
）
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
科
」、第
３
学
年
（
87
期
）
は
「
商
業
科
」

で
す
。
平
成
29
年
に
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
発
出
さ
れ
た

「
商
業
教
育
検
討
委
員
会
報
告
書
と
今
後
の
商
業
教
育
の
方

向
性
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
入
学
生
よ
り
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
改
正
さ
れ
、「
ビ
ジ
ネ
ス
科
」が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
京
都
内
全
商
業
高
校
が
「
商
業
科
」
か
ら
「
ビ

ジ
ネ
ス
科
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す

る
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
東
京
に
関
す
る
産
業

や
ビ
ジ
ネ
ス
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
併
せ
て
学
習

し
ま
す
。

２
年
生
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
」
で
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
方
、
発
想
（
ア
イ
デ
ア
）
を

創
造
で
き
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
解
決
策
を
学

ぶ
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
心
の
授
業
で
す
。

授
業
の
様
子
で
す
が
、
机
に
座
り
先
生
の
話
を
聞
き
板
書
を

ノ
ー
ト
に
写
し
覚
え
る
と
い
っ
た
授
業
で
は
な
く
、
自
ら
学

び
、発
言
し
て
意
見
を
交
換
し
、対
話
し
た
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
深
く
学
ぶ
方
法
へ
と
変
わ
っ
て

い
ま
す
。

４
．
部
活
動
の
活
性
化

　

第
三
商
業
に
は
運
動
部
で
は
14
の
部
活
動
と
３
つ
の
同
好

会
、
文
化
部
で
は
12
の
部
活
動
と
２
つ
の
同
好
会
、
合
わ
せ

て
26
の
部
活
動
と
５
つ
の
同
好
会
が
あ
り
ま
す
。
部
活
動
加

入
率
は

80.6
％
で
あ
り
、
５
人
に
４
人
は
部
活
動
に
所
属
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

令
和
元
年
６
月
15
日
（
土
）
に
第
35
回
全
国
高
等
学
校
簿

記
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
大
会
が
東
京
都
立
芝
商
業
高
等
学
校
で

行
わ
れ
、第
三
商
業
が
団
体
の
部
優
勝
を
し
、７
月
21
日（
日
）

関
西
学
院
大
学
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
簿
記
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
大
会
で
、
第
三
商
業

が
優
勝
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
生
徒
が
大
変
頑
張
っ
た

成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。（
過
去
に
は
第
８
回
平
成
４
年

度
で
団
体
の
部
第
２
位
が
最
高
位
で
す
）

　

今
後
と
も
母
校
へ
の
ご
支
援
・
ご
教
授
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

簿
記
大
会
優
勝
の
記
念
写
真

おめでとう！



三 商 同 窓 会 報 №58

37

三商現在の部活動 昔から続く部、無くなってしまった部、同好会として復活した部

全く新しい部など、様々な部活動が繰り広げられています。
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平成２１年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２２年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２３年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２４年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２５年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２６年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２７年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２８年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成２９年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成３０年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営 縁故 大学 短期大学 専門学校等 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校等 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校等 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校等 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校 就職活動中

各年度進路先一覧（平成２１年度～平成３０年度）

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営・縁故 大学 短期大学 専門学校 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営 縁故 大学 短期大学 専門学校等 就職活動中

その他・家事手伝い

計

卒業生 斡旋就職 公務員 自営 縁故 大学 短期大学 専門学校等 就職活動中
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卒業生数の推移
男 女 計 男 女 計

1 昭和８年 ３月 178 178 42 （高２７期） 昭和５０年 ３月 64 331 395

2 昭和９年 ３月 214 214 43 （高２８期） 昭和５１年 ３月 68 323 391

3 昭和１０年 ３月 191 191 44 （高２９期） 昭和５２年 ３月 77 327 404

4 昭和１１年 ３月 247 247 45 （高３０期） 昭和５３年 ３月 75 320 395

5 昭和１２年 ３月 247 247 46 （高３１期） 昭和５４年 ３月 96 304 400

6 昭和１３年 ３月 225 225 47 （高３２期） 昭和５５年 ３月 59 342 401

7 昭和１４年 ３月 223 223 48 （高３３期） 昭和５６年 ３月 56 332 388

8 昭和１５年 ３月 236 236 49 （高３４期） 昭和５７年 ３月 67 318 385

9 昭和１６年 ３月 220 220 50 （高３５期） 昭和５８年 ３月 52 344 396

10 昭和１６年 １２月 300 300 51 （高３６期） 昭和５９年 ３月 50 326 376

11 昭和１７年 １２月 391 391 52 （高３７期） 昭和６０年 ３月 71 312 383

12 昭和１８年 １２月 309 309 53 （高３８期） 昭和６１年 ３月 74 373 447

13 （５年卒） 昭和２０年 ３月 339 339 54 （高３９期） 昭和６２年 ３月 53 359 412

14 （４年卒） 昭和２０年 ３月 373 373 55 （高４０期） 昭和６３年 ３月 67 343 410

（４年卒） 昭和２１年 ３月 56 （高４１期） 平成元年 ３月 73 366 439

（５年卒） 昭和２２年 ３月 57 （高４２期） 平成２年 ３月 62 329 391

（旧５年卒） 昭和２３年 ３月 58 （高４３期） 平成３年 ３月 57 327 384

（高１期） 昭和２４年 ３月 59 （高４４期） 平成４年 ３月 52 338 390

（旧５年卒） 昭和２４年 ３月 60 （高４５期） 平成５年 ３月 62 297 359

（高２期） 昭和２５年 ３月 61 （高４６期） 平成６年 ３月 63 286 349

18 （高３期） 昭和２６年 ３月 161 161 62 （高４７期） 平成７年 ３月 54 237 291

19 （高４期） 昭和２７年 ３月 351 4 355 63 （高４８期） 平成８年 ３月 53 230 283

20 （高５期） 昭和２８年 ３月 464 34 498 64 （高４９期） 平成９年 ３月 52 180 232

21 （高６期） 昭和２９年 ３月 394 33 427 65 （高５０期） 平成１０年 ３月 63 161 224

22 （高７期） 昭和３０年 ３月 365 58 423 66 （高５１期） 平成１１年 ３月 37 160 197

23 （高８期） 昭和３１年 ３月 426 56 482 67 （高５２期） 平成１２年 ３月 40 152 192

24 （高９期） 昭和３２年 ３月 368 94 462 68 （高５３期） 平成１３年 ３月 42 140 182

25 （高１０期） 昭和３３年 ３月 389 82 471 69 （高５４期） 平成１４年 ３月 32 151 183

26 （高１１期） 昭和３４年 ３月 388 84 472 70 （高５５期） 平成１５年 ３月 40 129 169

27 （高１２期） 昭和３５年 ３月 363 100 463 71 （高５６期） 平成１６年 ３月 34 130 164

28 （高１３期） 昭和３６年 ３月 356 120 476 72 （高５７期） 平成１７年 ３月 46 111 157

29 （高１４期） 昭和３７年 ３月 317 143 460 73 （高５８期） 平成１８年 ３月 51 119 170

30 （高１５期） 昭和３８年 ３月 295 157 452 74 （高５９期） 平成１９年 ３月 54 124 178

31 （高１６期） 昭和３９年 ３月 285 162 447 75 （高６０期） 平成２０年 ３月 42 140 182

32 （高１７期） 昭和４０年 ３月 260 188 448 76 （高６１期） 平成２１年 ３月 53 122 175

33 （高１８期） 昭和４１年 ３月 292 201 493 77 （高６２期） 平成２２年 ３月 29 133 162

34 （高１９期） 昭和４２年 ３月 241 220 461 78 （高６３期） 平成２３年 ３月 46 111 157

35 （高２０期） 昭和４３年 ３月 242 221 463 79 （高６４期） 平成２４年 ３月 49 97 146

36 （高２１期） 昭和４４年 ３月 190 264 454 80 （高６５期） 平成２５年 ３月 38 143 181

37 （高２２期） 昭和４５年 ３月 157 288 445 81 （高６６期） 平成２６年 ３月 52 130 182

38 （高２３期） 昭和４６年 ３月 103 335 438 82 （高６７期） 平成２７年 ３月 45 146 191

39 （高２４期） 昭和４７年 ３月 90 338 428 83 （高６８期） 平成２８年 ３月 59 138 197

40 （高２５期） 昭和４８年 ３月 88 338 426 84 （高６９期） 平成２９年 ３月 53 149 202

41 （高２６期） 昭和４９年 ３月 84 331 415 85 （高７０期） 平成３０年 ３月 48 146 194

86 （高７１期） 平成３１年 ３月 67 134 201

13,506 14,061 27,567

【備考】

本表の作成に当たっては、(1)卒業証書授与控簿、(2)同窓会名簿、(3)卒業生名簿、(4)同窓会マップ、

(5)卒業生台帳　を参考にした。

合計

16 246 246

期数 卒業年

17 102 102

期数 卒業年

15 319 319
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五
十
八
号

令
和
元
年
７
月
１
日
発
行

発
行
者

　

都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
同
窓
会

発
行
責
任
者

　

都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
同
窓
会　

広
報
委
員
会

編
集
者

　

東
京
都
江
東
区
牡
丹
１
の
12
の
８　

三
商
会
館
４
階

　

都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

　

杉
本　

光
男

　

電
話
０
３
（
３
６
４
３
）
３
３
９
２

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
３
（
３
６
４
３
）
３
３
９
６

印
刷
所

　

オ
フ
ィ
ス
岩
瀨

原
稿
の
送
付
先
や
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

　

会
報
の
原
稿
「
会
合
報
告
・
エ
ッ
セ
イ
等
」
は
同
窓
会
事

務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

編　
　

集　
　

後　
　

記

　

同
窓
会
報
を
編
集
し
て
る
時
期
は
、
丁
度
梅
雨
の
頃
と
な

り
ま
す
。
昔
の
梅
雨
は
し
と
し
と
と
長
雨
が
続
く
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
が
、
最
近
は
全
く
降
ら
な
い
カ
ラ
梅
雨
か
な
と
思
う

と
、
突
然
豪
雨
に
な
っ
て
み
た
り
、
そ
れ
が
短
時
間
で
あ
っ

と
い
う
間
に
止
ん
で
み
た
り
。
ご
く
狭
い
地
域
に
降
っ
て
み

た
り
と
、
天
気
の
在
り
方
も
随
分
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

三
商
も
開
校
か
ら
90
年
を
過
ぎ
、
様
変
わ
り
を
し
て
き
ま
し

た
。
校
舎
も
完
全
建
て
替
え
と
、
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

二
度
の
変
革
を
遂
げ
て
今
が
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
も
商
業

科
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
科
へ
、
一
般
企
業
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
よ

り
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。

少
子
化
と
専
門
学
科
校
離
れ
で
、
都
立
の
商
業
高
校
も
統
合

や
廃
校
と
な
っ
た
高
校
が
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
我
が
母
校

は
、
時
代
に
即
し
た
変
革
を
続
け
、

100
周
年
や
そ
の
先
に
向

か
っ
て
長
く
続
き
そ
う
な
様
子
で
す
。

同
窓
会
も
、
母
校
が
都
立
商
業
高
校
の
雄
と
し
て
あ
り
続
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会　

会
報
グ
ル
ー
プ　

第
49
期　

岩
瀬
茂
幸

公
益
財
団
法
人
東
京
三
商
会

日
頃
よ
り
同
窓
生
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
か
ら
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
に
替
わ
り
い
ろ
い
ろ
な
面
で
良
く
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

当
財
団
も
お
陰
様
で
な
ん
と
か
順
調
に
運
営
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
厳
し
い
経
済
環
境
、
ゼ
ロ
金
利
が
続
く
な
か
奨
学

金
の
財
源
を
確
保
す
る
の
が
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
以
前
か
ら
も
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
多

方
面
に
渡
り
ご
寄
付
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
財
団
で
は
長
年
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
奨
学
金
給
付
事
業

で
す
が
、
今
年
は
応
募
要
項
に
あ
る
、
応
募
資
格
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
数
の
応
募
者
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
選
考
に
か
か
り
ま
す
。
以
前
は
三
商
の

生
徒
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
公
益
財
団
に
な
っ
て
か
ら
は

対
象
者
が
都
立
の
商
業
科
目
を
有
す
る
高
等
学
校
の
生
徒
と

広
が
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
三
商
の
生
徒
以
外
に
も
た
く
さ
ん

の
応
募
が
あ
り
選
考
に
は
よ
り
厳
密
に
厳
選
し
な
け
れ
ば
と

の
気
持
ち
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

将
来
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
寄
与
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 　

  

理
事
長　

杉
本
光
男

●　

郵
送
の
場
合

〒
１
３
５
―
０
０
４
６

東
京
都
江
東
区
牡
丹
１
丁
目
12
番
８
号　

三
商
会
館
４
階

●　

メ
ー
ル
送
信
の
場
合

i
n
f
o
@
t
c
s
a
a
.
j
p

●　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
左
下
の
奥
付
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
に
は
一
名
の
常
駐
職
員
が
お
り
ま
す
。
時
間
は
平

日
の
10
時
半
か
ら
17
時
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

夏
季
、
冬
季
休
暇
及
び
平
日
も
不
定
期
で
お
休
み
を
い
た
だ

く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。外
出
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
来
訪
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
で
、
来
訪
日
時
を

お
打
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
に
て
原
稿
を
デ
ー
タ
送
信
す
る
際
は
、「
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
」「
テ
キ
ス
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

形
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
メ
ー
ル
本
文
に
直
接
書
き
込

ま
れ
て
も
結
構
で
す
。

画
像
デ
ー
タ
は
、
殆
ど
の
形
式
が
使
用
で
き
ま
す
。
但
し
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
に
貼
り
付
け
ま
す
と
、
画
質
が
落
ち
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
直
接
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に

添
付
願
い
ま
す
。

デ
ー
タ
容
量
が
大
き
す
ぎ
て
メ
ー
ル
送
信
が
エ
ラ
ー
に
な
る

場
合
、「
デ
ー
タ
便
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ
」
な

ど
の
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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TORIKAPPO

代表取締役 鈴　木　裕　俊

有限会社　鳥 割 烹 　大　金

〒103-0007 中央区日本橋浜町２-１０-６ ☎03-3666-6929㈹

(３５期）

22 期　篠﨑 　清　　26 期　岩瀬 和子
26 期　古田 勝一　　28 期　小林 慎典
28 期　吉沢 靖子　　28 期　若月 健司
28 期　鷲　 嘉雄　　29 期　土方 敏之
30 期　藤倉 久男　　34 期　三川 廣志
48 期　渡邉 秀明　　49 期　星名 恵子
55 期　初山 　優　　60 期　木藤 則行

三商同窓会 総務委員

円滑な同窓会運営のためのお手伝いをしています

柏　俊太郎（第35期）

〒136-0071
東京都江東区亀戸 6-23-10
          カーサカッシーノ 1F
TEL 03-3682-0033
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